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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　パルプピロシ


口絵・本文デザイン　越阪部ワタル











　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







01　さすがに黒歴史朗読はやりすぎだろ……


　　おいやめてやれよ、そんな……あんまりだろ、


　　こんな精神的陵辱──いいぞもっとやれ


02　尻と乳、そして太もも──これらを合わせて


　　三種の神器と呼ぶ。とくと味わえ


　　（※三種の神器の内訳はちょくちょく変わるゾ☆）


03　さあ、気弱な少女とお化け屋敷に行こう。


　　彼女はイヤっていうだろうね。うん、でもね、見たい。


　　ビビりまくって思わず腕に纏わりついてきて怖がって涙目に


　　なる少女がみたい。うん、それがきっと幸せってヤツだよね。


　　うん、つかナゲーよ。


04　ヤンデレ対決はトラウマなんです……


　　超トラウマなんです勘弁してくださいマジで……


05　ところで戦隊モノのヒーローって、単身のボス怪人


　　に対して五人くらいでフクロにするコト


　　良くあるけど、アレって正義としてアリなの？


06　す、捨てるのがもったいなかっただけだからっ！


　　勘違いしないでよねっ！





　あとがき

　特別付録 イラスト集
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　01　さすがに黒歴史朗読はやりすぎだろ……おいやめてやれよ、そんな……あんまりだろ、こんな精神的陵辱──いいぞもっとやれ







「──風よ、吹ふき荒あれろ──！」


　真しん剣けんな表情をした少年──下しも野の根ね隆たか良らが、一声大きく叫さけぶと同時に──しかし彼の望むように、風が吹き荒れることはなかった。代わりに吹き荒れたのは、どぴゅっ、とやや嫌いやな音を立てる、白はく濁だくとしてヌメりを帯びたゲルだった。


「……そりゃそうだよな。ふう……」


　明らかに落らく胆たんした隆良が、溜ため息を吐つきながらうな垂れる。


　──今現在、隆良が居るのは、新市街と旧市街を合わせても最大の病びよう床しよう数を誇ほこる国立病院の屋上──街を一望できるその場所で、金かな網あみのフェンス越ごしに街を見下ろしている。


「……あ、あの、隆良……」


　ふと、背後からおずおずと心配そうな声が届いてくる。その声の主は、焰ほむら熾おこし夜よ侘わび──淡あわい桃もも色いろの髪かみを持つ気弱そうな少女が、何やら頰ほおを赤らめ、もじもじと身動みじろぎしていた。


「あ、あの、その、ねっ……」


「あ、夜侘か……へへっ、なんか変なトコ見られちまったな。まあ別に何でもない──」


「お、男の人って、その……仕方ないっていうか、そういう我が慢まんできなくなっちゃうこともあるかもだけど……アタシやっぱり、こんなトコでって、それは良くないと思う！」


「いやなんかニュアンスにズレがあるんですけど!?　大体お前、俺の異能のコト知ってんだろが！　この公共の場で、一体ナニをぶっ放したと思われてんの!?」


「『宿命の妹ソウル・シスター』的にも、容よう認にんしきれないよ!?」


「だから毎回ソレ、意味分かんねーっつーの！」


　夜侘の暴走勘かん違ちがいに煩はん悶もんする隆良だが、そんな二人へと、更さらに声が掛かかる。


「全く、夜侘ったら……気にするところは、そこじゃないですのっ」


「！　お、おお……なんだよ、沙さ凪なぎも見てたのかよ」


「ええ、全すべて見てましたのよ。だから分かってますの。問題は──」


　夜侘に続いてやってきていたらしい少女は、水すい仙せん花か沙凪──軽くロールがかった緑髪を持った彼女が、歳とし不相応に成長した胸を張り、いかにも真剣な表情で口を開いた。


「隆良様が、今この瞬しゆん間かん、ゲルを無む駄だ撃うちしたことですの！　無駄にするくらいなら、このわたくしにぶっかけやがれっつう話ですのー！」


「違う上に違ーう!?　別に無駄撃ちしたことを咎とがめられる覚えはねーし、お前にぶっ放す理由も無いっしょぉ!?」


「隆良様のせいで、わたくしのフラストレーションは溜まりまくりですの……何が理由だよぉぉぉですの！　問答無用でゲルぶちまけろオラァァァ！　ですの！」


「ちょ、落ち着け……胸むな倉ぐら摑つかむなヤメロォ！　屋上から突つき落とされそうで怖こわいわ！」


　フェンスが無ければ危なかった。フェンスがあって、本当に良かった……と、そこで脱だつ線せんしていた話を、脱線させた主である夜侘が戻もどしにかかる。


「そ、それじゃ、隆良……あの、なんで落ち込んでたの？」


「うぐっ、そ、それは……」


「……さっきアタシ達、魅み神かんの病室へお見み舞まいに行ったんだけど……魅神の様子も、ちょっとおかしかったよ……何か、あったの？」


「…………」


　目を逸そらし、何も答えない隆良──しかし夜侘は、なおも彼に食い下がる。


「あ、あのねっ、アタシ、その、頼たよりないところも、あるかもだけど……でも、隆良の役に立ちたいのっ。だから、えっと……何か悩なやみがあるなら、話して欲しいっていうかっ」


「……夜侘……」


「えっと、えっとね……ふきゅんっ。……た、隆良？」


　おもむろに頭の上に手を置かれた夜侘が、思わず目を丸くする。隆良は『やれやれ』と観念したように笑いながら、軽く頷うなずいた。


「別にそんな、大したコトじゃねーんだけどな。軽く喧けん嘩かしちまったっていうか、まあいつものコトだし……面おも白しろくも何ともねーぜ？」


「う、うんっ……いいよっ。聞きたいっ」


「……ああ、分かった。……で、あの、その前に、コレさ……」


　隆良が指差したのは──いまだに胸倉を摑み、ガクガクと揺ゆさぶってくる沙凪。


「庶しよ民みんのクセにバカにしやがってよぉぉぉですの！　ゲル出せオラァァァですの！」


「……なんとか、なんとかしてくださァい……」


「……あ、う、うん……沙凪ちゃん、ブレイクブレイク。落ち着いてぇー……」


「出さんかいワレァァァ……ハッ!?　わ、わたくし一体何を!?　ですの！」


　軽く半泣きの隆良から引き離はなされた沙凪が正気に戻ったところで、ようやく落ち着いて話を聞く態勢が整ったという。








　隆良が屋上へ赴おもむく、その数十分ほど前の話だ。たった一人の怪け我が人へ宛あてがうにしては、あまりにも広い病室──新市街と旧市街を含ふくめて最大の国立病院において、更に政府の直接管理下にある『特別病びよう棟とう』に、隆良はやって来ていた。


　政府の直接管理下であるがゆえに、政府所属のストレンジャーは負傷などすれば、優先的にここで最さい先せん端たんの治ち療りようが受けられる。そんな『特別病棟』のベッドの上で、室内にあって太陽のような煌きらめきを放つ金きん髪ぱつを持った美少女が、不満げに口を尖とがらせていた。


「全く、もうっ……入院なんて大げさよ。定期通院だけで充じゆう分ぶんだったのにっ」


　軽く頰を膨ふくらませた少女──雷らい轟ごう魅神。つい最近、徒党を組んだアウトロー達の巻き起こした事件にて、ビルを爆ばく破はされ、その瓦が礫れきによって右足に怪我を負ってしまった。しかし彼女はよほど暇ひまを持て余あましているのか、見舞いに来ていた少年へと愚ぐ痴ちを零こぼす。


「私がいないと仕事だって滞とどこおるはずなのに、アリアったら、過保護なんだから……そう思わない？　……ちょっと、聞いてるのっ？　バカ隆良ってば、ねえっ」


「おお、聞いてるっつーの……ったく、あんま文句ばっか言うなよ。大事を取れって言われたんだし、しっかり治せって」


「むっ……何よっ。バカ隆良もアリアの味方なのっ？」


　不満が一層上うわ塗ぬりされた魅神だが、隆良は溜め息を吐きながら首を横に振ふる。


「あのなあ、怪我が出来るだけ早く治るようにって、どう考えてもお前のためだろーが。仕事がどうだっつーなら、安静にするのが今の仕事だろ。きっちり休んでろ」


「えっ。あ、あう。なによう……ば、バカ隆良のくせに、まさかとは思うけど、その……わ、私のコト、心配でもしちゃってるワケっ？」


「は、はあ!?　ナニ言ってんだ、俺が心配なんて……あ、おい、あんま動くなっつの！　安静にって言われてんだろ……水か？　ほれ、取ってやるから、待ってろよ」


「え、やっ、別に、あっ……ぅん……」


　心配なんて、と口にしかけておきながら、アリアに負けない過保護ぶり。怪我人などには優やさしいのか、明らかにいつもと違う隆良に、魅神の調子も微かすかに狂くるう。


「ほれ、ここ置いとくからな。他にも何かあったら、動かず言えよ？」


「ぁ……ありがと……ぅ、な、なんだか……」


　ベッドの真横の椅い子すに座った隆良に、聞こえるか聞こえないかくらいの小声で礼を言った魅神が、掛け布ぶ団とんのシーツに口元を埋うずめて、ぼそぼそと呟つぶやく。


「……こんな、感じなら……たまには、怪我するのも……」


「ったく、すぐ無理しやがるから……って、んあ？　何か言ったか？」


「!?　べべっ、別にっ!?　何も言ってないけどおっ!?」


「へ？　そう……って頭振り過ぎじゃね!?　おい落ち着け、安静にしてろっつっただろ！　パンクロッカーかと疑うわ！」
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「……べ、べっつにぃ？　わ、私は常に冷静ですけどぉ？　はあ、はあ……」


　息切れしている口で良く言えたな、と呆あきれた隆良だが、そこは持ち前の鈍どん感かんさでスルー──魅神が入院を嫌がる理由を、どうやら軽く取り違えているらしい。


「まあよ、こんなトコで寝ねてらんねーって思う気持ちも分かるよ。お前も、あのヤローのコトが気にかかってんだろ？　……あの、トーヤとか言うヤツのコト」


「はあ、はあ……へ？」


　隆良の言葉はどうも見当違いだったらしく、素すっ頓とん狂きような声を出す魅神。隆良が言うトーヤのコトとは──魅神が右足に怪我を負った一件の直後、唐とう突とつに現れた少年の話だ。彼は圧あつ倒とう的な力を用い、無む抵てい抗こうのアウトローへと容よう赦しやのない攻こう撃げきを加え、しかも隆良と魅神にまで理り不ふ尽じんな攻撃に及およんだ。


　怒いかりに燃える隆良の話は、徐じよ々じよに変わり始める魅神の様子に気付かないまま続く。


「ついこの間、訳の分からんコト言われながら、一方的に攻撃されたもんな……リベンジしてぇ、って気持ちも分かるよ。でもお前は怪我してんだから、大人しくしとけって」


「…………」


「お前は安心して、ゆっくり寝てろよ。アイツは俺が、ゼッテーぶっ倒たおしてやっから──」


「バカ隆良、アンタ……本気で言ってるの？」


「……あ、あん？」


　先ほどまでとは打って変わり、冷静な目を向けてくる魅神──その急変に戸と惑まどう隆良へと、彼女は遠えん慮りよなく言い放つ。


「今回の件で分からなかったの？　遊びじゃないの、命がけなの。……危険なのよ？」


「そ、そんなの分かってるっつーの！　誰だれも遊びだなんて……」


「アイツが……トーヤとかいうヤツがどんなに危険なのか、アリアから聞いたでしょ？」


「ぐっ……」


　アリアから聞いた、トーヤについての情報──本名は王おう真ま燈とう矢や、『爆ばく発はつするダーツ』という異能のランクはＢで、元・政府公こう認にんストレンジャーだったという少年。『元』という意味はそのままで、今は政府公認のストレンジャーではないという事だ。


　彼はアウトローの捕ほ獲かくにおいては、非常に優ゆう秀しゆうなストレンジャーだった。しかしそれ以上に、あまりにも冷れい酷こくで容赦の無い、言ってしまえば融ゆう通ずうの利きかない少年だった。アウトローは、消す──その信念のもと、政府の命令さえ無視することも──いや、それどころか、アウトローを排はい除じよするためなら同どう僚りようの公認ストレンジャーをも巻き込み、苛か烈れつな攻撃に及ぶことまであった。


　抑よく制せいの利かない彼は、とうとう政府公認ストレンジャーとしての資格を取り上げられた。が、しかし彼はそれでも変わらず、自身の信念に基づいてアウトローを駆く逐ちくし続け──ついには行き過ぎたやり方を危険視され、指名手配までされるようになったという。


　異能のランクだけでいえばＢ級だが、危険性でいえば特Ａ級──そんな彼との衝しよう突とつは、出来ることなら避さけるべきだ、というのがアリアの見解である。


　が、隆良は違う──何としても、トーヤへのリベンジを果たしたい……が。


「ヤツが何であろうと、関係ねーよ！　俺は、アイツにゼッテー……」


「Ｄランクストレンジャー、下野根隆良」


「──っ！」


「……それがアンタよ。弱いアンタの、現実よ」


　現実よと、突きつけるように言い放った魅神が続ける。


「アンタは弱いんだから、無む為いに危険を冒おかす必要は無いのよ。私やアリアに任せていれば、それでいいの。王真燈矢は、この怪我が治ったら、私が必ず倒すから……だから」


　一呼吸を置き、魅神は諭さとすような声こわ色いろで言い聞かせようとした。


「ヒーローごっこなんて、もう──止やめにしなさい」


「んなっ……！」


　言い方はともかく、魅神なりに隆良を心配しているのだろう──が、しかし『ヒーローごっこ』という言葉で、トーヤから言われた『キミはヒーローにはなれない』という一言が、隆良の脳のう裏りにフラッシュバックしてしまう。


「──ごっこじゃねぇよ！」


「っ……何よっ、どこが違ちがうっていうのよ！　弱いくせに大たい言げん壮そう語ごばっかりで、私の目の前でやられちゃったクセにっ……またあんなコト、繰くり返す気!?」


「……次はそうならねぇよ！　アイツを倒して、それを証明して──」


「どこにそんな保証があるのよっ……危険だって言ってるじゃない！」


「だからっ……やってもみねーで、分かるかよっ！」


　売り言葉に買い言葉、互たがいに声を荒あららげて言い争う形になってしまう。水みず掛かけ論のような言い争いの最中──勢い良く立ち上がった隆良が、魅神に背を向けた。


「俺はっ……お前が、何と言おうとなぁ……！」


「えっ……ば、バカ隆良、ちょっと？」


「ゼッテーアイツを、倒してみせる！　見てろよ……この電動ミカンーっ！」


「なっ、誰が電動……って、待ちなさいよ！　も、もう帰るの……ああっ、もおっ！」


　魅神の制止は聞かぬまま、隆良はそのまま病室を飛び出して行った──








「……な？　つまんねー喧嘩だろ？」


　事の顚てん末まつを夜侘と沙凪に話し終えた隆良が、フェンスに背中を預け寄りかかる。


「……アイツの、魅神の言うコトも、理解できないワケじゃねーんだよ……あのトーヤとかいうヤロー、確かに危険だし、何より……尋じん常じようじゃなくツエー」


「……隆良……」


　黙だまって話を聞いていた夜侘に名を呼ばれるも、それには気付かず、隆良は天を仰あおいだ。


「ああ、チクショー……強くなりてーなぁ……そしたら魅神にも、アリアにも、あのトーヤとかいうヤローにも、何も言わせねーのに……強かったら、俺はヒーローに──」


「────隆良っ！」


「!?　よ、夜侘……どしたよ？」


　気弱な少女の突とつ然ぜんの大声に驚おどろく隆良だが、夜侘の口は微かに震ふるえながらも止まらない。


「そんな弱気なコト言うの、隆良らしくないよっ……隆良はもっと、もっとねっ……」


「……夜侘……」


「傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、おバカなコトばっかり言って、無む駄だに偉えらそうで……まあ別段強くないし、正直イタいコトばっかり言う変人だけどっ……」


「ごめ、ちょ、俺の心に言葉の刃やいばが突つき刺ささるんですけど。グサグサくるんですけど」


「そしてゲルを放出しまくる──『全自動ゲル出し男フルオート・ゲルメ～ン』ですの！」


「うん、沙凪も、ちょい黙ってて。それは今、俺にとって追い討ちにしかなんねーから」


『心の傷負い人ハートブレイカー』下野根隆良の哀かなしみは深く──しかしそんなものはいつものようにスルーし、夜侘は純じゆん粋すいな想おもいで隆良を励はげまそうとした。


「でも、それでも隆良はっ……変なコトばっかり言ってても、イタくても、いつも前向きなのっ……アタシ、そんな隆良が、スゴいって思うから……だから、あのねっ」


「……ったく、俺としたコトが……お前に励まされてちゃ、世話ねーよな」


「……え？　た、隆良？」


　不意に声色の変わった隆良が、ニカッ、と歯を見せて夜侘に笑いかける。


「へっへっへ、俺としたことが、電動ミカンやら、あのトーヤとかいうスカしヤローに言われたくれーでヘコむなんざ、らしくなかったよな。誰に何と言われようと、知るかっつーの！　この俺様以上にヒーローの素質があるヤツなんざ、いねーんだからよ！」


「隆良っ……そうだよっ。ヒーローとかは良く分かんないけど、落ち込んでるのなんて、隆良に似合わないもんっ。『宿命の妹』として、そう思うよっ！」


「『宿命の妹』も良く分かんねーけどな！　へへっ、それはともかく……見てやがれ、あのスカしヤロー……この俺様が、ゼッテーぶっ倒してやんぜっ！」


　強く握にぎり拳こぶしを作って吼ほえる隆良に、そこで沙凪も横よこ槍やりを入れてくる。


「チッチッチ、ですの。隆良様……ちょっと忘れてるコトがありますのよ？」


「へ？　沙凪……忘れてるコトって、なんだよ」


「ふっ、決まってますの……隆良様には、超ちよう絶ぜつお嬢じよう様さまであるこのわたくしという、心強～い味方がいる、ということですの！」


「────!?」


「あっ……アタシもいるよっ!?　うふふっ、この『陽焰の淑女マイ・フレア・レデイ』たるアタシが、隆良の行く道を照らしちゃうんだからねっ……」


　胸を張る沙凪に続き、夜侘も慌あわてて名乗りを上げると──隆良は思わず目め頭がしらを押さえた。


「お前らっ……そうだな、俺には、お前らがっ……！」


　そう──隆良には、頼たよりになる仲間がいる。ライター程度の火を数秒ほど点ともし続けることの出来る能力を持つ夜侘と、どんな虫でも一いつ匹ぴきだけ自由自在に操あやつれる能力を持つ沙凪という、何とも頼たのもしい二人の仲間が──！


「……頼りになんねえぇぇぇ……」


「「た、頼りにならないとはなんなの！」ですの！」


　ゲル男に『頼りない』と言われた夜侘と沙凪の憤ふん慨がいは尤もつとも。が、しかし隆良は気を取り直し、いつもの調子で笑ってみせた。


「へへっ、冗じよう談だんだって。そーだよ、俺ら三人は、あの『雷らい神じん』魅神にだって勝ったコトがあるんだぜ？　スカしＢ級ダーツ野や郎ろうになんざ、負けねーっつうの！」


「た、隆良っ……うん、うんっ！」


　隆良がいつもの調子になったのが嬉うれしいのか、何度も頷うなずく夜侘。もはや弱気な様子の窺うかがえない隆良は、打だ倒とうトーヤという目標に一直線だった。


「よしっ、そうと決まったら、トーヤ打倒の作戦会議だ！　えーと……確か夜侘の家がココから近かったな。おし、早さつ速そく行こうぜ！」


「うん、うっ……ふぇ!?　ちょちょ、待っ……待ってよっ、イヤだよう!?」


　いきなり隆良が突とつ飛ぴな提案をしたもので、慌てる夜侘。しかし無神経に定評のある隆良は首を傾かしげ、率そつ直ちよくに夜侘へと尋たずねる。


「おいおい、時間がもったいねーだろ？　一体、何をイヤがってんだ？　……まさか、見られてマズいモンでも隠かくしてんのか？」


「!?　そそ、そんなワケないよっ!?　あ、アタシは潔白だもんっ、真っ白だもんっ！」


　図星なのだろうか、やたらと否定する夜侘──しかし否定がそのまま墓ぼ穴けつになってしまったのか、隆良は軽く頷いて強行しようとする。


「おし、そんじゃ、何の問題もねーな。夜侘の家で作戦会議だ！」


「はうっ……で、でも、うう～……何も、アタシの家じゃなくても、研究所でだって……」


　なおも食い下がろうとする夜侘──だが、そこで沙凪も何やら呟つぶやく。


「ふむう、友達の家に行くのって、初めてかもですの……」


「う～……ふぇ？　さ、沙凪ちゃん、今……なんて？」


「！　かか、勘かん違ちがいするんじゃないですのっ。別にわたくしに今まで友達がいたことないとか、そんなワケじゃないですのよっ!?　学校では基本一人ぼっちとか、そんなオカルトありえねェーですのぉぉぉ！」


　なるほど、どうも友達作りは苦手な模様。分かりやすい、非常に分かりやすい──が、しかし夜侘は何やら惚ほうけている。


「……友達が、初めて家に……」


「よし、そんじゃ行こうぜ、夜侘。善は急げってな！」


「あ、うん……って、まだ許可出してないよ!?　あ、アタシ、なんか流されてる!?」


　それはもう、見事な流されっぷりだが──兎とにも角にも、一行は夜侘の家へと移動することにしたという。








　住宅街の中にある、二階建ての一いつ軒けん家や──新築なのか、白を基調とした外観は傍はたから見ても小こ奇ぎ麗れいで、何となく落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもしている。


「なんだよ、あんまり嫌いやがるからどんな家なのかと思ったら……全然普ふ通つうじゃん」


　玄げん関かん先さきで靴くつを脱ぬいだ隆良が呟くが、夜侘はキョロキョロと何やら落ち着かない。何度も二階に視線をやる夜侘を怪け訝げんに思いつつ、隆良は続けざまに夜侘へと語りかけた。


「今日は親おや御ごさんとか、いねーのか？　なあ、夜侘……おい、おーい？」


「……にゃ!?　あ、うんっ、えと、パパは出張が多いし、ママは看護師さんで夜勤だから……アタシ一人のコトとか、普通だし」


「ふーん、飯とか苦労すんだろ？　まあ、それはともかく……作戦会議なんだけど」


「！　一階、一階の居間でやろっ？　今日は誰だれもいないし、居間なら広いしっ……」


　夜侘の提案は何やら切せつ羽ぱ詰つまっているが、理には適かなっている。そうだな、と隆良が頷きかけた瞬しゆん間かん──沙凪がおもむろに階段へと向かう。


「夜侘の部屋に興味ありますの。二階へ行きますの」


「沙凪ちゃん、人の話聞いてる!?　ていうか、何でアタシの部屋が二階って分かるの!?」


「あれだけチラチラ気にしてたら、誰でも分かりますの。さあ、レッツゴーでーすのー」


「沙凪ちゃん……沙凪ちゃーん!?」


　トッ、トッ、と軽快に階段を駆かけ上がって行く沙凪を、夜侘は制止するように呼びながら追いかけるが、いかんせんノンストップ暴走娘むすめである。


　隆良も呆あきれて頭を搔かきつつ、しかし夜侘には諦あきらめるよう促うながした。


「ま、アイツがマイペースなのも、今に始まったコトじゃねーだろ。仕方ねーって」


「うう、他ひ人と事ごとだと思ってぇ……」


「はは、まあまあ、そんな神経質になんなよ。それに、別に普通の家じゃん？　見られて困るようなトコなんて見当たらねーし、気にするコトなんか別に……っておおお何だこの扉とびら!?　なんかココだけ、やけに不自然に飾かざり付けられてね!?」


　隆良の言う通り、沙凪が立ち止まっている部屋の扉は、他とは違う威容を醸していた。


　小奇麗な家の中にあって、炎ほのおを模した色取りどりのシールが執しつ拗ようと言えるほど貼はられているその扉。更さらには、夜侘のベルトに付いているのと同じようなデザインの半泣きドクロがぶら下がっており、その下の掛かけ看板には『眠ねむれる紅くれない乙女おとめの間──改め、宿命の妹の寝しん所じよ[image: ]』と記されていた。


　この、変に飾り付けられた部屋を指差した隆良が、夜侘へと尋ねる。


「……あ、あのよ、ここ、まさかお前の部屋じゃ……」


「！　ち、違うよっ!?　ここは、えっと……物置！　そうそう、物置だからっ……散らかってるし危ないし爆ばく発はつするし、絶対に入っちゃダメ──」


「あら、掛け看板の隅すみっこに『よわびのおへや』って書いてますの。お邪じや魔ましますのー」


「沙凪ちゃん、今日はどうしたの!?　ちょっとアグレッシブすぎない!?　前回、出番が少なかったから鬱うつ憤ぷんでも溜たまってるの!?」


　夜侘も人の事を言えないが、沙凪のグイグイ踏ふみ込んでいく積極性たるや、目を見張るものがある。と、そんな沙凪に続こうとする隆良だが──


「んじゃ俺も、お邪魔しまーっす、っと」


「!?　ちょ、ちょっと待ってよ、隆良っ！」


「!?　ど、どーしたんだよ、夜侘？」


　いきなり左ひだり腕うでに抱だき着かれて驚く隆良に、夜侘は思い切り頰ほおを膨ふくらませ、彼の行動に不満の色を滲にじませた。


「で、デリカシーなさすぎだよっ！　せめてこう、もうちょっと遠えん慮りよするとか、控ひかえめにするとかさぁっ……その、女の子の部屋なんだから、少しは意識したり……とか……」


「はぁ……？　おいおい、ワケ分からんコト言うなっての。ほれ、俺ら、作戦会議が目的なんだからよ。時間がもったいねーだろ。ちゃっちゃとしようぜ」


「！　ダメっ……女の子の部屋に無ぶ遠えん慮りよに入ったら、子々孫々まで呪のろわれるんだよ!?」


「マジでか。呪いを背負ったヒーローとか超ちようカッケーじゃん。お邪魔します」


「もうナニ言っても普通に入る気でしょ!?　ばか！　隆良も沙凪ちゃんも、ばかーっ！」


　哀あわれ、ほとんど一いつ切さいの主張を受け入れられず、ズカズカと部屋に踏み込まれる夜侘だった。が、夜侘を左腕で引きずりながら足を踏み入れた隆良の、最初の感想は──


「……おお？　な、なんだよ……扉があんなんだったから、多少は不安だったんだけどよ……なんつーか、普通の部屋じゃん？」


「ばかぁ……って、え？　そっ……そう？　あの……変じゃ、ない……？」


「おお、ていうかまあ、女の部屋なんて、どんなのが普通か良く知らんけど……普通に、カワイイ感じだと思うけどな」


「！　か、カワイイ……？　え……そうかなぁ？　えへへっ……そ、そぉかなぁ～？」


　あくまで『部屋が』という意味で隆良は言ったのだろうが、ここまでハートをフルボッコにされ続けていた夜侘が、徐じよ々じよに機き嫌げんを持ち直してくる。隆良も部屋をぐるりと眺ながめながら、立て続けに感想を述べた。


「おー、ぬいぐるみ多いな。女の子の部屋って感じだな……猫ねこのヤツが多いけども」


「あ、うん……ねこ、好きだから……」


「あー、なんかお前、そんな感じするしな。んで……漫まん画が多いな。ほとんど少女マンガだけども……へー、なんだよ、意外と面おも白しろそうなのもあるじゃん」


「！　う、うん、面白いよっ。あ、よかったら……いくつか貸してあげてもいいよっ？」


「おお、じゃあ、後で適当に……んっ？　……んんっ!?」


　本ほん棚だなから目を離はなした隆良が、続けて見つけたのは──何やらベッドの下からチラリと覗のぞく本の角。なぜ、そんな所に──しかしいくら考えてみても、一つしか心当たりがない。


（ベッドの下に隠してある本──決まってる、当然──Ｅ☆ＲＯ☆本！）


　思春期男子ならではの発想だが──男子と女子、果たしてそれほどの違いがあるだろうか。後ろめたいから隠すのだ。それすなわち──アレな本という以外に考えられない。隆良だって、アリアから送りつけられてきた大量のエロ本を、ベッドの下に隠している。しかも、特にお気に入りのモノは奥のほうへ大切に──あ、これは言う必要なかった。


　まあそれはともかく、これは本来触ふれるべきではない、いわば禁断の果実だ。しかし、だからこそ触れたくもなる──女子の、しかもあの大人しくて気弱で、なおかつ思い込みの激しい妄もう想そう乙女である夜侘が所持しているエロ本となれば、それは、もう。


（きっ……気になるに決まってんだろぉぉぉ！）


　心の中で叫さけんだのと同時──ほとんど無意識のうちに、隆良の手は動いていた。夜侘に見つかったら大目玉は免まぬかれないだろうが、しかし当の彼女は、


「うーん……どれがオススメかなぁ……？　マンガなんて貸したりするの、初めてだから悩なやむよう……うーん、うーん……」


　どうも、隆良に貸す少女マンガを物色している模様。もはや隆良を止める者などいない──と思われた、その時！


「？　隆良様……ベッドの下に手ぇ突つっ込こんで、何やってるんですの？」


「!?　さ、沙凪っ!?　いやその、これはっ……」


「ふむう？　なんですの？　ベッドの下に、本が……？」


「………………」


　瞬間、回転する隆良の思考──夜侘の恥ち部ぶを引っ張り出そうとしている現場を目もく撃げきされた隆良が、沙凪へと起こすべきアクションは──


「……沙凪、知らねーの？　友達の家に来たらな……まず、ベッドの下を掃そう除じしてやるのがセオリーなんデスヨ？」


「ふおっ……ま、マジですの!?　し、知らなかったですのっ……」


「うん、マジマジ。だから、ほれ……お前も手伝えヨ☆」


　沙凪を、共犯として巻き込むことだった──これで今度こそ遮さえぎる者はなく、無法の発はつ掘くつ作業が進められる──といっても、ベッドの下に隠している本を引っ張りだすだけだが。


　が、しかし、いざ隆良がベッドの下の本を引っ張り出してみると──


「あれ、これ──え、Ｅ☆ＲＯ☆本じゃ──ないっ!?」


　そのタイトルは……『三日で解わかる黒くろ魔ま術じゆつ』『猫になりきる十の方法』『輪りん廻ね転生・解体新書』etc, etc……隆良が考える類たぐいの本ではなかったが──しかし別な意味でアレな本だ。


（こ、これはっ……俺にも覚えがある、これはっ……『他人に見られたら恥はずかしくて死ねる系』のブツっ……！）


　読んだことのないモノだらけだが、本能的に理解した隆良──そんな彼には気付かず、どこか嬉うれしそうに表情を綻ほころばせていた夜侘が、思い出したように手をパタパタさせる。


「……あっ！　言い忘れたけど……読んでいいのは本棚にあるヤツだけだからねっ。ほ、他の所の本は、見るのもダメだよっ？」


「！　おおお、おう！　ベッドの下の本とか、全然気にしてないかんな!?」


「!?　ちょ、何でベッドの下に本があるって知ってるの!?　か、隠かくしてたのに……って、違うよ、違うからね!?　アレは、その……友達のっていうか！」


　否定するように激しく首と手を振ふる夜侘──しかしそんな彼女にはお構いなしで、沙凪が話題に上がっている『輪廻転生・解体新書』を容よう赦しやなく読み漁あさる。


「あ、なんか赤線が引いてありますの……『清せい浄じようなる紅こう焰えんに宿りし魂たましいの灯ともし火びは、時を経て輪廻を巡めぐり宿命の人の傍かたわらへと辿たどり着くだろう』～……？　死ぬほど回りくどい上に、ぶっ倒たおれそうなほど意味分からんですの」


「!?　ささっ、沙凪ちゃん、待って、音読とかしないでっ……それ、違うから！　そんな本、アタシ全然、知らないからっ──」


「まったく、夜侘ってば……変な本ばっか読んでますのねっ！」


「──────」


　言い訳ごとバッサリと切り捨てられ──夜侘、果てる。


「シクシク……うう、ひどいよ、とんだデストロイヤーズだよう……なんでアタシがこんな目にぃ……あんまりだよう……」


「まあ元気だしますの、夜侘。何だったらわたくしも、今度『クライマックスお嬢じよう様さま列伝・竜りゆうの巻・虎とらの巻』を貸してあげますのよ！　それを読んで、お嬢様の気品というモノを少しでも学ぶが良いですの！」


「うう、何それ意味分かんない……こんな意味分かんない沙凪ちゃんに変な本ばっか読んでるとか言われたアタシって、一体何なの……」


　ベッドの上で咽むせび泣く夜侘。あまりの惨さん状じように居た堪たまれなくなりそうな元げん凶きよう……もとい隆良だが、それはそれ──当初の目的を果たすため、その場にどっしり腰こしを下ろした。


「と、とにかくだ……あのスカし爆ばく弾だんダーツヤローをぶっ倒すための、作戦会議を始めようぜ。もうあんま変なコトしねーから、機嫌直せって、夜侘」


「！　ほ、ホント……？　約束だよっ？　次からは、この部屋にあるもの、アタシの許可ナシで触さわっちゃダメだからねっ？　必要なモノがあったら、アタシが取るからっ」


「おお、分かった分かった、約束な。さて、と……」


　座り込んだ隆良が、頭を搔きながら夜侘へと要よう請せいを出す。


「早さつ速そくで悪いんだけどよ、何か書くモンねぇ？　ノートとか、あとペンとか……」


「！　う、うん、あるよっ。ちょっと待っててね……大人しく待っててね!?」


　釘くぎを刺さしつつベッドから立ち上がった夜侘が、自身の机へと歩み寄る──と、そこで何かに気付いた沙凪が、軽くドン引きできるレベルで一切の躊ちゆう躇ちよも無くベッドとマットレスの間へと手を差し込み──一冊のノートを抜ぬき取った。


「隆良様、ノートならありましたの。夜侘ったら、こんな近くにあるのに……そそっかしいですの」


「お、サンキュー……ん？　これ……日記、か？」


　ちょうど沙凪からノートを受け取っているところで、机の前にいた夜侘が振り返る。


「はい、ペンとノート──沙凪ちゃぁぁぁん!?　何で一向に話を聞いてくれないの!?　反はん抗こう期なの!?　ていうかなんかもう、今日の沙凪ちゃん、ジョーカーすぎるよっ!?」


「むふぅ……わたくし初めての友達の家で、何やら気が昂たかぶってる気がしますの……」


「そ、それは……ちょっと気持ち、分かるけどぉ……って、だめだめ、そんなので懐かい柔じゆうなんてされないよ!?　隆良もそれ、返し……ちょっ、何で読んでるの!?　返してーっ!?」


　ノートを取り返そうと飛びつく夜侘だが、しかし隆良はなぜか真ま面じ目めな表情で読み耽ふけっている。抱き着いて暴れる夜侘には構わず、隆良はぼんやりと呟つぶやいた。


「……これ、日記かと思ったら、交こう換かん日記じゃねーか。へー、そういう相手とか、いたんだな。……ふーん、小六の時、ねぇ……割と最近だな」


「ギクゥッ!?　……そ、そうだよ？　アタシ、い、意外とモテてたっていうかぁ……」


「……人に歴史あり、っつーけどな。どらどら……」


「何で読んでるの!?　何でちょっと『気に入らない』みたいな感じになってるの!?　ていうか、プライバシーの侵しん害がいだって──ほ、ほでゅわ!?　さ、沙凪ちゃん……!?」


　いきなり背後から羽は交がい締じめにされた夜侘に──沙凪は神しん妙みような表情で声を掛かける。
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「わたくしも、ちょっと気になりますの……ていうか、交換日記？　というのがどういうモノなのか、すんげぇ気になるですの。隆良様、読んで聞かせて欲しいですの」


「交換日記が何なのか知らないの!?　いやそれはもう、後で辞書引くなりググるなりして調べてくれない!?　ていうか日記の音読とか、本気で止めてくれない!?」


「夜侘、今日は大きな声が良く出ますの……まあ元気なのはイイことですの」


「出したくて出してるんじゃないよ!?　必死なのっ……だから、は～な～し～てぇ～!?」


　しかし放さぬ。まっこと鬼おにの所業ではあるが、更さらなる修しゆ羅らはここにあり──


「……『六月九日──夏の始まりに、我、目覚めん──』……ちょうど今いま頃ごろの季節だな」


「!?　ウソでしょ……ねえ、隆良っ……ウソでしょぉ～!?」


　修羅、下野根隆良──夜侘と誰だれかさんとの交換日記とやらを、音読し始めた──





『六月十日──アタシの中に、不思議な力が芽め吹ぶいている気がする……これはきっと、異能の目覚め、運命の胎たい動どう……ねえ、アナタも感じるでしょう？』


『六月十日──ククク、やっと気付いたか、夜侘よ……目覚めたのではない、オマエが気付かなかっただけで、それは初めから存在していたのだ……じきにオマエも目覚めるだろう……ククク、それこそが我らの宿命なのだ。やっと気付いたか……ところで、昼ちゆう餐さんに出たプリンは、さぞ美う味まかったであろう……？』


『六月十一日──毎年この季節になると、決まって雨が降り続ける……もしかして、これはアタシの中に眠ねむる炎ほのおの力を封ふう印いんするための楔くさび……？　そう……そうだったのね……!?　あと、昨日のプリンはとってもおいしかったわ……！』


『六月十一日──ククク、その通りだ、この雨こそ、汝なんじの力を封じるプリン……やっと気付いたか……この雨が降り止やむその時、オマエの力は目覚めるだろう……』


『六月十二日──ねえ、アナタは一体何者なの……？　アタシのコトを、アタシ以上に知っている気がする……はっ!?　ま、まさか、アナタは──!?』


『六月十二日──ククク、やっと気付いたか……そう、オマエの思う通りだ！　我は、我の正体は、オマエの────』


　……交換日記はここで終わっている……。





　隆良が日記を読み終えたころ、夜侘は自身の顔面を両手でピッタリと覆おおいつつ、ベッドの上で丸まっていた。そして沙凪は──今しがた聞いた日記の内容に、軽く首を捻ひねる。


「うーん、要するに、その日の日記を交換していく形式ですの？　それにしても……なんか、変な日記ですの。やたらと回りくどいというか、変に仰ぎよう々ぎようしいですの……」


「は、はうっ……！」


「まず……『やっと気付きすぎ』ですの、この日記だけで四回くらい気付いてますの。あと、六月ごろに雨が降り続けるのは、ただ単に梅つ雨ゆですの。ていうかこの頃から今年まで、結局は異能に目覚めてなかったワケだから……異能の目覚めとかは、気のせいですの」


「はうっ、はうっ、はうっ！」


「その上、なんだかスゴく短い上に、中ちゆう途と半はん端ぱなトコで終わってますの……うーん、変な日記ですの……ていうか夜侘も相手の人も、なんか変ですの」


　類は友を呼ぶ、ということだろうか、それにしても……と怪け訝げんな表情をする沙凪だが、しかし──隆良は、違ちがった。確信めいた表情で、口を開く。


「──謎なぞは、全すべて解けた──」


「!?　隆良様……いえ、名探たん偵てい・隆良様──それは一体!?　ですの」


　身体からだは高一、頭脳は厨ちゆう二に、じっちゃんの名には特にかけない、名探偵・下野根隆良の推理が、今始まる──！


「通常なら精々、一日ごとの交換となるはずなのに、その場で書き返しているかのごとく即そく日じつで返ってきている返事──そこまでのめり込んでいるにしては、異常に中途半端で終わっている交換日記──不自然なのは明らかだが、何より、これが最大の状じよう況きよう証しよう拠こ──」


　交換日記の、夜侘の書いているページと、相手と思おぼしき人間の書いているページ──それぞれの文字を指差しながら、隆良の瞳ひとみが鋭するどく光る。


「筆ひつ跡せきが──寸分たがわず、全く同じなんだよ──これが示す真実とは──！」


「ヤメテ……モウヤメテ……ユルシテ……」


　ベッドの上でカタカタと震ふるえる夜侘……しかし隆良は、ついに真相を打ち明けた。


「この交換日記には、相手など存在しない……つまり、これはっ……夜侘が一人で書いた……『妄もう想そう一人交換日記』だったんだよーっ！」


「な、なんだってー!?　ですの！」


「ヤメテ……ヤメテェェェェ!?」


　明かされた衝しよう撃げきの真実──これにはさすがの沙凪も、思わず片手で口元を覆う。


「なるほどですの……つまり、異様に中途半端なところで終わっているのは、この辺りで正気に戻もどったっていうコトですのね……それにしても、これは……ですの」


　もはや絶句するしかない沙凪──しかしそれ以上に、真犯人（？）である夜侘には、もはや余よ裕ゆうなど微み塵じんも窺うかがえなかった。


「ナニコレ、ナニこの公開処しよ刑けい……作戦会議じゃなかったの……？　なんでアタシの恥ち部ぶをつつきまくる会になってるの……？　あんまりだよう……ひぐっ、ふぇぇん……」


　もはや夜侘もマジ泣き──ここへ来る前『アタシは潔白だもんっ、真っ白だもんっ！』と言っていたのが、虚むなしく思える。出てきたのは潔白どころか、漆しつ黒こくの黒歴史だった。


　さめざめと泣く夜侘に、沙凪がさすがに申し訳なさそうに声を掛ける。


「よ、夜侘……スマンですの。なんか変にテンション上がりすぎてましたの……」


「うう……知らないモン……隆良も沙凪ちゃんも、もう知らないんだモン……」


　取り付く島もない夜侘──沙凪もこれには困り果てるが、そこで隆良が動く。


「……ったく、仕方ねーな……夜侘、このペン、借りるぜ？」


「……ふえ……？」


　夜侘が先ほど持ってきていたペンを手にした隆良が──何やら『妄想一人交換日記』にツラツラと書き込んでいき、それをベッドの上で丸まっている夜侘に手て渡わたす。


「ふう……ほれ、夜侘。コイツを見な」


「……？　コイツを、って……こ、これは!?」


　日記を受け取った夜侘が、ガバッ、と起き上がり、隆良の書き込んだページに目を通す。そこに、そこに書き込まれていたのは──！


『ククク、何を落ち込んでいる、夜侘よ……泣くことなどあるまい。悲しみに打ちひしがれるその心、このヒーロー様が救ってやろうぞ……さあ、顔を上げよ……』


　夜侘の書いている内容に引っ張られているためか、ヒーローというより悪役っぽくなっているが──それは確かに、夜侘の日記への返事。そう、つまり、これによって──！


「ほれ、夜侘……これでもう、『妄想一人交換日記』じゃなくなっただろ？　何しろ……この俺様が、相手として書き込んでやったんだからな！」


「……！　た、隆良っ……アタシ、アタシっ……！　ふぇぇぇん！」


　感極きわまったように、小こ憎にくらしいドヤ顔をする隆良へと抱だき着いていく夜侘──


「アタシ、本当はずっと辛つらかったっ……！　こんな重荷を抱かかえて、でも、何となく捨てられなくって……本当は、ずっと辛かったのぉっ……！」


「ああ、分かってる……分かってんよ、夜侘……全部、分かってるからよ……」


　そう、隆良は分かっている。夜侘とはジャンルこそ違うが、隆良も似たような行こう為いに及およんでいた。隆良の部屋の、なぜか捨てきれず机の奥底に今も眠っている、小学生の時分に書き綴つづっていた『おれの考えたサイキョーの必殺技わざノート』の存在があったからこそ──隆良は夜侘に共感できたのだ（代表例：『勝利の疾風ウイン・ド・ウインド』）。


「ふっ……また一人、迷える少女の心を救っちまったぜ……さすが俺様、ヒーローだぜ」


　そもそも、隆良が日記の朗読になど及ばなければ、こんなことにはならなかったと思うが──兎とにも角にもこの感動の場面を傍はたから眺ながめていた沙凪が、ぼそりと呟く。


「なんですの、この茶番……というか、そういえば作戦会議はどうなったんですの？」


　元げん凶きようのお前が言うな、という感じだが、しかし沙凪の冷静なツッコミを受けて──


「「……[image: ]」」


　ようやく本来の目的を思い出した隆良と夜侘が、同時に顔を見合わせ──ぷくっ、と頰ほおを膨ふくらませた夜侘が、文句を口にし始めた。


「そ、そうだよっ……作戦会議のために集まったんでしょっ。人の部屋を掘ほり返して遊んでる場合じゃないよっ。隆良、言いだしっぺのクセに、何やってるのっ」


「し、仕方ねーだろ!?　俺だってダチの家なんて初めてだから勝手が──はっ!?」


「……ふぇ？　えっ、隆良も、お友達の家……初めて、だったの？」


「い、いや、その──そそ、そんなワケないだろぉ～!?　友達の家くらいお前、ガキの頃は足が棒になるほど通い詰つめてたっつうの──……いやいや、マジで、な!?」


　どこから見ても怪あやしい、そんな隆良に──沙凪もまた、横から口を挟はさんできた。


「隆良様、友達の家に来た時のセオリーとか語っといて……自分も友達の家に来るの、初めてだったんですのね……？」


「さ、沙凪、お前まで!?　いやその、だから俺は──！」


「隆良？」「隆良様？」


　二人の少女に詰め寄られ、「むぐっ」と呻うめいて後ずさった隆良だが──しかし、


「……やれやれ……バレちまっちゃ、仕方ないな」


　なぜか開き直り、変に斜しやに構えて格かつ好こうつけたポーズを取って──ニヒルに笑った。


「……ふっ、孤こ高こうのヒーローたる俺にとって、友と呼べるのは俺に語りかけてくる『風』だけだったからな……致いたし方ないのさ……」


　何やらむず痒がゆいことを言い出した隆良に──なぜかハッとした夜侘と沙凪も続く。


「！　ふっ……アタシだって友達遊びなんて、もはや前世で飽あき飽きしていたくらいだわ……で、でもまあ、久し振ぶりにやるのも？　悪くないかな～、ってね？」


「わたくしとて、気高きお嬢じよう様さまとして、友達遊びになんて興じるつもりは無かったですの……でもまあ、気き紛まぐれもお嬢様の特権っていいますの？　まあ今後も？　気紛まぎれることがあってもいいかな～っていう？　ですの？」


「「「………………」」」


　素す直なおな感想を言えばいいのに、全員が全員、変に斜に構えている──そういう部分が『今まで友達の家に行ったことがない』という原因に繫つながっている気がするのだが、もはやキリがないと察した隆良が、微び妙みような表情で脱だつ力りよく気味に片手を振ふり上げる。


「……それじゃいい加減、作戦会議、始めっかー……」


「「……お～っ……」」


　返事した夜侘と沙凪も、同じく微妙な雰ふん囲い気きは隠かくせていなかったが。





　直前まで横道に逸それまくっていた隆良達だったが、ようやく『打だ倒とうトーヤ作戦会議』を開くことが出来た……とはいえ。


「お前らがヤツの注意を引き付けてる間に──俺がヤツの後ろを取るだろ？」


「うんうん……そしたら……？」


「すると──俺の本当の異能が覚かく醒せいして、『勝利の疾風』が吹ふき荒あれるワケだ」


「そ、その可能性は非常に低いと思うよ!?　希望的観測すぎるよう……」


「……だよなあ、はあ……」


　夜侘の指し摘てきは尤もつとも──打倒トーヤといっても、その作戦のほとんどはイマイチ決定打に欠けるもので、光明が見えているとは言い難がたかった。


「うーん……何も思いつきませんの。そもそも、そのトーヤとかいう人の異能が『爆ばく発はつするダーツ』っていう情報だけじゃ、作戦も立てられませんの……せめて、どれくらいの規模まで爆発させられるのかとか、詳しよう細さいな情報が欲ほしいですの……」


　沙凪も頭を抱えながら、軽く溜ため息を吐つく。


「はあ……せめて魅神がいれば、攻こう撃げきには不自由しませんのに……」


「！　おい、沙凪……分かってると思うけどよ、アイツは怪け我が人だぞ？　怪我人を駆かり出すなんざ、ヒーローとして認めらんねーぜ!?」


「ふおっ！　そ、それくらい分かってますの！　……でもそうなると、作戦も何も……」


　再び頭を抱える沙凪──打開策の見えない現状で、しかし隆良は前向きだった。


「……いや、そうでもねーぜ。こうして会議をしていて、俺らにあってアイツに無いモノってのが、少し見えてきた気がするしな」


「えっ……た、隆良。それって、何なのっ？」


「ふっ……それはだな」


　尋たずねてくる夜侘へと、したり顔の隆良が、勿もつ体たいつけながらも答えた。


「──お前らという、存在さ──」


「「──えっ？」ですの？」


　夜侘と沙凪が同時に首を傾かしげるも、隆良はそのままの調子で続ける。


「ヤツは──トーヤは、アリアから聞く限り、いかにもワンマンプレイヤーって感じだぜ。実際に対たい峙じしたコトのある俺も、そんな印象を受けた……つまり、ヤツに欠けているのはチームプレイ──これが俺らにあって、アイツにないモノだ──！」


「！　な、なるほど……つまり、絆きずな……ってコトだよね!?」


　夜侘の言葉に、隆良がニヒルな笑えみを浮うかべつつ、コクリと頷うなずく──『絆』という一言には、魔ま法ほうの響ひびきが含ふくまれている。実際に存在するのかしないのか、目に見えないあやふやなモノではあるが、そう言われると仲間としてはテンションが上がってしまうのだ。


「絆……うふ、えへへ……『宿命の妹』としては、おあつらえ向きっていうかぁ……」


「高貴なるお嬢様に芽生えた、仲間との絆──にゅ、にゅふふ、悪くないですの！」


「ふっ……そうだろう、そうだろう……ふっふっふ」


　単純バカ──いやいや、純じゆん粋すいなハートを持った三人は、『絆』という言葉に酔よいしれながら、夜侘、沙凪、隆良と順番に、一いつ致ち団結の構えを見せる。


「いけるっ……いけるよっ！　作戦は一向に浮かばないままだけど、アタシ達の力が合わされば、そのトーヤっていう人にも勝てるよっ！」


「そうですの！　作戦なんてこれっぽっちも決まりませんケド、わたくし達の前に、敵なんていませんのっ！」


「ああ、その通りだぜ──作戦自体は全く進展さえ窺えないけども、俺達ならどんな障害でも乗り越こえられる……そんな気がするぜっ！」


「「「お───っ！」」」


　なんと素晴らしい団結力か──しかしその内実は、頼たよりないにも程ほどがある。結局、作戦は一向に浮かんでいないのだ。ここに魅神かアリアがいれば、間ま違ちがいなく冷静なツッコミを入れてくれるはずなのに……と、その時、鳴り響いたのは隆良の携けい帯たい電話。


「……うおっ!?　おお、なんだよ……って、あ!?」


　着信は、アリアから──絶ぜつ妙みようなタイミングでかかってきたことよりも、そういえば連れん絡らくを入れていなかった事を思い出した隆良が、俄にわかに焦あせり始める。


「やっべー……そういや、魅神の見み舞まいが終わったら、研究所に戻もどる予定だったんだよな……お、怒おこってるかな……も、もしもし？」


　ピッ、と受話ボタンを押した瞬しゆん間かん、飛び込んできたアリアの声は──


『──もしもし、隆良くんか？　夜侘ちゃんと沙凪ちゃんもいるか？　帰りが遅おそいから心配しているのだぞ？　何かあったのか？　トラブルか？　もしもし、もしもし？』


「うおお質問攻ぜめ!?　ちょ、タンマタンマ……あー、夜侘も沙凪も、一いつ緒しよにいるよ。その、なんつーか……連絡しなくて悪かったよ。心配かけたな」


『む……そ、そうか、無事なら良いのだ……本当に良かった……コホンっ。それで今、どこにいるのだ？　車で迎むかえに行こうか……？　私が飛んで行くぞ!?』


「か、過保護か！　いや、大だい丈じよう夫ぶだっての。つーかお前の運転のほうが心配だし、俺らも別に知らないトコにいるワケじゃないし……今な、夜侘の家にいるんだけど──」


『……ちょっと待て、夜侘ちゃんの家に、だと？　……どういうコトだ、それは……まさかとは思うが、キミ達……遊んでいるとでもいうのか？』


「……は!?　いやっ……違う違う！　そんなんじゃねぇって！」


　しまった、と隆良は心の中で呟つぶやく。魅神を見舞った帰りに、夜侘の家に寄るという行為──そこだけ聞けば、どう考えても遊びに寄ったようにしか聞こえない。しかも悪いことに、今は勤務中も同然。それなのに、上司であるアリアへの連絡さえ忘れて遊び呆ほうけていたと勘かん違ちがいされれば、アリアからの雷かみなりは免まぬかれないだろう。


　夜侘と沙凪も、悪い雰囲気を察してか慌あわてているが──アリアの追つい及きゆうは止まらない。


『おい、隆良くん、答えろ……キサマ、私に連絡も入れず、夜侘ちゃんの家で遊び呆けていたなどと……そんな、そんなことが許されると……思っているのか……!?』


「い、いや、違うんだって！　俺らはちゃんと、仕事の話し合いでだなっ……」


『──なんで私も誘さそってくれなかったのだ!?　私だって、皆みんなと遊びたいのだぞ!?』


「そっちで怒っとんのかいぃぃぃ！　怒るべきトコ、間違ってね!?」


『うう、キミ達は帰ってこないし、連絡もないし、心配したのに、寂さびしかったのに……私だって、一度くらい友達の家に遊びに行ってみたいのに……こんな仕打ち酷ひど過すぎる……なんかもう私、泣けてきた……しくしく……』


「お前も遊びに行ったコトないのかよ！　俺が言うのも何だけど、何なんだ俺らの友達いない率！　……いや、つーか泣くなって！　悪かったから、謝るからさ!?」


『うう、絶対許さん……キミ達が今すぐ帰ってきて、ギュッて私を抱だきしめてくれて、謝りながら、よしよし、って頭を十二時間くらい撫なで続けてくれるまで、許さん……』


「半日強行軍!?　ハードすぎるだろ！　いやだからっ……俺ら、別に仕事と関係ないコトはしてないんだって！　夜侘の家で、作戦会議をしててだなっ!?」


『うう、しくし……は？　……作戦会議？　……一体、何の作戦会議だ？』


「……お、おお……いきなり泣き止やむなよ。だから、あのな……」


　急に雰囲気を変えたアリアに面食らう隆良だったが、しかし何とか気を取り直し、電話越しに説明を続ける。


「だからな、ほれ、あのトーヤとかいうヤロー……アイツを俺らで倒たおすための、作戦会議を開いてたってワケよ。まあ、明確な良案は浮かばなかったワケだけども……」


『…………』


「でもよ、今の俺らの団結力なら、もう何でも来いってカンジだぜ!?　トーヤのヤローはもちろん……なんだったら、アウトローの捕ほ獲かく任務でも、今のテンションなら余よ裕ゆうだっつの！　そうだ、もし急ぎの仕事でもあったら、俺らが一発──」


『ちょっと待て、隆良くん……一体、何を言っている？　何か、勘違いしてないか？』


「……へ？　あ、ああー……そういやお前は、トーヤのヤローとの衝しよう突とつは避さけるべき、って見解だっけか。いやでも、それは遺い恨こんが残るっつうか──」


『いや、ヤツのコトだけではなく……アウトローの捕獲任務にしても、だ。……隆良くん、いいか？　良く聞くのだぞ？』


「え、お、おお……？　なんだよ？」


　いつになく真しん剣けんな声こわ色いろのアリアに、隆良も思わず居住まいを正す。話を聞く態勢が整ったのを察してか、アリアがゆっくり、しかしハッキリと──声を送ってきた。


『魅神不在の現状だ──少なくとも魅神が復帰するまで、キミ達は無期限の待機だぞ。これは決定で、厳守すべき事じ項こうだ。……分かったな？』


「ああ、なるほどな。ははっ、そういうコトか。うんうん、なるほど──」


　アリアの言葉を受け、なるほど、と数度ほど頷いた隆良が──


「────はあ!?」


　かなり遅おくれて、ようやく不服の声を上げたのだった。












　02　尻と乳、そして太もも──これらを合わせて三種の神器と呼ぶ。とくと味わえ（※三種の神器の内訳はちょくちょく変わるゾ☆）







　アリアから命じられた、無期限の待機命令──それを先ほどの電話で受けた隆たか良らは、アリアに直じき訴そするため、夜よ侘わびと沙さ凪なぎを伴ともない、急いで研究所へと戻ってきていた。


「くそっ……一方的すぎるだろ、納なつ得とくできるかよ！」


　愚ぐ痴ちを漏もらしながら、室長専用の──つまりアリア専用の研究室の扉とびらを、隆良はノックもせずに開け放つ。


「たのもーっ！　おい、アリアっ……って、アレ？　いねぇ……？」


　が、アリアの姿は無い──別の部屋か、と踵きびすを返そうとした隆良に、部屋に足を踏ふみ入れたばかりの夜侘が慌てた声を上げる。


「た、隆良──上にっ……ひゃあ!?」


「へ？　上って──おおお!?」


「ふはははは……油断したな！」


　なぜか──本当になぜか天てん井じように張り付いていたアリアが、高笑いしながら降ってきて、そのまま隆良の背中に覆おおいかぶさる。


「よくぞ帰ってきた。さあ、私を存分に撫でるがよい。ギュッ、と抱きしめながらな」


「おおお、お前、どうやって天井に張り付いてたんだよ!?　エイリアンか！」


「ふむ？　どうやってって……本当に聞きたいのかい？」


「…………いや、その」


　問われると、何となく聞き辛づらくなる隆良──だが、ふと天井を見上げてみると、アリアが張り付いていたと思われる部分に、何やら手形のような二つの窪くぼみが。


（………………）


　状じよう況きようから推測するに、握あく力りよく一つで天井に張り付いていたらしい──想像すると空そら恐おそろしいが、それは見なかった事にした隆良が、超ちよう人じん・アリアに勇ましくも不満をぶつけた。


「……つ、つーかな、俺は直じか談だん判ぱんしにきたんだっつの！　一方的に待機命令なんか出されて、腹立ってんだぞ!?」


「何を言っている。放ほったらかしにされて、怒っているのはこちらのほうだ。まずは私のご機き嫌げんを伺うかがえ。さあ、夜侘ちゃんと沙凪ちゃんもこっちに……ん？　夜侘ちゃん？」


　夜侘と沙凪にも、自分のほうへ来るように促うながすアリアだが──夜侘は何やら、怒ったような顔をしているのが目に入る。


「アリアお姉さまっ……やりすぎですよっ、もうっ！」


「えっ……あ、あの、夜侘ちゃん？　ま、まさか、怒っているのか……？」


「当たり前ですっ。あんまりそんなコトばっかりしてると、アタシ、アタシ……！」


「えっ……えっ、あの、夜侘ちゃん？」


「アリアお姉さまのコト──嫌きらいになっちゃいますよっ!?」


「──────」


「……？　あ、あの、アリアお姉さま……？」


　予想外のショックを受けているアリアに、夜侘も思わず戸と惑まどう──アリアは何やらうな垂れて、ぼそぼそと呟き始めた。


「……私が……お姉さんたる、この私が……夜侘ちゃんに、嫌われるなんて……」


「あ、アリアお姉さま？　あ、あのー……？」


「私なんて……もはやこの世に存在しないほうが、良いのだろうか……」


「アリアお姉さま!?　そこまで言ってないんですけど……あの、思いつめすぎですよ!?」


　ネガティブＭＡＸ状態のアリアに、慌てて取り繕つくろう夜侘──と、そんな二人の横から、沙凪が首を傾かしげつつ声を上げた。


「む？　わたくしは、なんかちょっと面おも白しろかったですのよ？」


「！　さ、沙凪ちゃんっ……そうだろう、そうだろう!?」


　沙凪の前向きな感想を受けて、少しだけ気を持ち直すアリア──だがそこで、最大の被ひ害がい者しやである隆良も割って入る。


「いや、取り憑つかれた俺はリアルに怖こわかったわ。食われるかと思ったっつの」


「二対一で負け越こしたっ！　チクショウ、やってられっかー！」


「あ、アリアさーん!?　いつもと口調がチゲーぞ、酔よっ払ぱらってんのか!?」


「はあ……悪かったよ、もう……お詫わびとして、好きなだけ私を撫でる権利をくれてやろう……さあ、皆で存分に私を可愛かわいがるが良いさ」


「結局どうあがいてもお前が構われたいだけだろが！　つーか……遊びに来たワケじゃねーんだよ……無期限の待機命令って、どういうことだっつの！」


「…………ああ、なんだ、そのことか」


「えっ……お、おお、なんだよ、また急に……」


　先ほどまでのふざけた雰ふん囲い気きから一転、急に冷静に──いや、冷れい淡たんと言って良いほどの態度を見せるアリアに、隆良は戸惑いながらも直談判に出る。


「俺らが無期限の待機命令って、どういうコトだっつの！　トーヤのヤローのコトだけじゃねーぞ……アウトローにしたって、ヤツらは活動を続けてるはずだろ？　それなのに、魅み神かんの怪け我がが治るまで待機って、そんな悠ゆう長ちようなコト言ってたら……！」


「王おう真ま燈とう矢やの件に関しては、キミ個人の私情。アウトロー対策に関しては、『雷らい神じん・魅神』の不在では危険性が高すぎる。また同時に、アウトロー対策を行っている公こう認にんのストレンジャーは我々だけではない。魅神が復帰するまで、我々が無理をする理由は無い」


「えっ……いやでも……政府のストレンジャーは、アウトローに比べて不足してんだろ？　魅神はいなくても、俺達の団結力なら、役に立たないなんてコトは……」


「そんな不確かな名目を頼たよりに、任務に当たらせることは出来ない。それでは、以上の理由を以もつて──下しも野の根ね隆良の直談判を、即そく時じ棄き却きやくする」


「なっ……お、おい、いくらなんでも、そりゃ……！」


　アリアの言に理が無いわけではないが、しかし一方的すぎる──隆良が呼び止めようとするも、アリアは冷たい視線と口調を同時に放った。


「無期限の待機命令に、変へん更こうはない──悪いが、私はこれから仕事だ。失礼する」


「お、おい……アリア……？」


　待機命令の直談判の話になってから、アリアの様子は明らかにおかしい。取り付く島もなく、隆良が呆あつ気けに取られていると──部屋を出て行こうとしたアリアが振ふり返る。


「……私をナデナデしたいというのなら、時間を取らんでもないが……？」


「いや、しねーよ!?　なんなの、待機命令の直談判や仕事より、そっちのが重要なの!?」


「……だったら、この話は終わりだ………………チッ」


「舌打ちまで残すほどに!?　どんだけ撫でられたいんだ、お前！　……おい、アリア!?」


　結局──直談判は一いつ切さい受け付けられることなく、打ち捨てられたのだった。








　アリアから突つき付けられた、待機命令──それを一方的に受けた隆良は、アリアへと幾いく度どとなく撤てつ回かいを申し出たが──頑がんとして受け入れられなかった。


　結局、待機命令が出されてから、三日が過ぎようとしている現在──チームは本当に活動停止の状態となっている。隆良達はそれぞれ、自宅と研究所、学校、そして時々魅神のお見み舞まいに病院へと、必要最小限の行動範はん囲いを行き来しているのが現状だ。


「うぬぅ……アリアったら……本当にこんなコトで、大だい丈じよう夫ぶなんですの……？」


　日曜日の朝方──沙凪が一人、研究所への道を歩きながら現状への不満を漏らした。待機命令中とはいえ、日曜日で学校の無い日は余よ程ほどの事情が無い限り、研究所へと赴おもむくのが基本となっている。これもまた、仕事の一いつ環かんだとアリアは言う。


　が、しかし、つい最近まで任務に臨のぞんでいた身として──何もせずに特定の場所を行き来するだけの現状は、色々と持て余すものだ。


「むう……なんだか面白くありませんの。このまま研究所に行ったって、今日もどうせ、ダベって終わりですの……隆良様は、なぜかゲルぶっかけてくれないですし」


　それは隆良のほうが、倫りん理り的に正しい気もするが……とにかく、今日はイマイチ気乗りのしない沙凪が、口を尖とがらせながら公園に寄り道しようとする。それなりに手広いこの公園には政府から雑ぞう木き林が寄き贈ぞうされており、何となく落ち着いた雰囲気を醸かもしていた。


「ふん、ふーんだっ、ですの。ささやかな抵てい抗こうとして、遅ち刻こくしてってやりますのっ」


　本当にささやかな抵抗である。さて、日曜日だというのに、ほとんど人ひと気けの窺えない公園にて──とりあえず喉のどの渇かわきを潤うるおそうと、沙凪は自じ販はん機きの前に立った。


「さて、お嬢じよう様さま的には優ゆう雅がに紅茶でも……──!?　……いえ、ここは当然『待ちくたびれた眠ねむり姫ひめの血の涙なみだジュース』ですの。にゅふふ、いかにも高貴な香かおりがしますの……！」


　本当にそれ大丈夫か、と改めて考え直すことを勧すすめたくなるが、完全に雰囲気で騙だまされている沙凪はコイン投入口に迷わず手を伸のばした──瞬しゆん間かん、カツッ、と音を立て、同じく小銭を投入しようとしていた何者かと、小銭同士をぶつけ合ってしまう。


「にゅふ!?　むう……わたくしとしたことが、迂う闊かつでしたの。スマンですの」


「あ、いえいえー、こちらこそ、ごめんなさ──いっ？」


　何やら素すっ頓とん狂きような声を出した相手を、沙凪が見上げると──バーミリオンの髪かみをポニーテールでまとめている少女と、真まっ直すぐ目が合った。


「……あれ？　さ、沙凪ちゃん？　こんなトコで会うなんて、偶ぐう然ぜんっていうかー……？」


「あら、ルリ、奇き遇ぐう──ですのっ!?」


　思わぬ人物との遭そう遇ぐうに、沙凪も思わず目を丸くする。彼女は、ルリ──葛くず代しろ瑠る璃り花か。『触ふれた物質を五分前の状態に戻もどす』という『時間操作』の異能の持ち主で、つい最近まで、沙凪や隆良達のチームメイトだった少女だ。だがしかし、彼女の滞たい在ざい期間は非常に短かった。彼女は、隆良が血ち眼まなこになって探している件くだんのトーヤという少年に付き従い──沙凪達の前から、今この時まで姿を消していたのだから。


「ルリっ……わたくしアナタのコト、探してたんですのよっ!?」


「えっ……そ、それもしかして、アリアさんの命令とかで!?　うう、ルリ、あの人のコト苦手だよー……た、退散ーっ！」


「待ちますのっ、逃にがさないですのー！」


「えっ……きゃぁー!?　やっ、ダメダメ、スカート摑つかまないでー！　ズレちゃうよー!?」


　グイグイとスカートを引っ張ってくる沙凪に対し、必死で抵抗するルリ。が、しかし沙凪の根気は強く──一向にその手を放そうとしない。


「ルリっ……放しませんのよ!?　わたくし、わたくしっ……」
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「いやーん！　見み逃のがしてよぉー……うう、こうなったら、強きよう硬こう手段っ……！」


「わたくしアナタに──個人的に、聞きたいコトがありますのっ！」


「沙凪ちゃん、覚かく悟ご──へ？　個人的に、って……アリアさんの命令で、ルリを捕つかまえるために探してた……とかじゃないのー……？」


「？　なんですの、それ？　わたくしそんなコト、一言も言ってませんの」


「えっ……で、でも、沙凪ちゃんー……」


　トーヤのコトとか探してるかと思ってたけど、違ちがうの？　と言いかけたルリだったが、それは寸でのところで堪こらえたらしい。どうも沙凪は、ルリからトーヤの情報を引き出せるという考えには至っていないようだし、藪やぶを突つつくのも躊躇ためらわれたのだろう。


　まあ、沙凪の聞きたいコトというのがトーヤの行方ゆくえというのであれば、話は別だが──その時はその時で誤ご魔ま化かせばいいか、とルリは結論付ける。


「……わ、分かったよー、ルリに話せるコトなら話すから……スカートを放し──」


「えっ、ホントですの？」


「わきゃーっ!?　い、いきなり放さないでよう、勢い余ってめくり上げちゃったよー!?」


「にょふ……スマンですの。まあ、気にしないコトですの」


「うう、誰だれもいないから良かったけど……い、いないよね？　見られてないよね……？」


　キョロキョロと辺りを見み渡わたすルリ──と、実のところ同時に、周囲に誰か潜ひそんでいないか念のため確認していた。一応、人気は確かに無いようだが──ルリの警けい戒かいは晴れない。アリアの命令でないのが本当だとしても、沙凪自身の目的は分からないのだから。


「……ねえ、沙凪ちゃん……ルリを引っかけて情報を引き出そうなんて思ってるなら、甘いよ？　ルリ、こう見えても──口は堅かたいほうなんだからー……」


「んお？　そりゃまあ、話したくないコトは別に話さなくてもいいですの。人間誰しも、言いたくないことはありますの……わたくしとて、そこまで鬼おにじゃないですのよ？」


「ん、えっ……えっ？　そ、それはまあ、そうだけどー……」


　それで尋じん問もんが成り立つのだろうか、とルリは思う。まさか本気で、ただ聞きたいことがあるだけなのか──沙凪達を裏切る形になった、ルリに対して──？


「……あ、あの、沙凪ちゃんー……？」


「む？　ルリ、なんですの？」


「え、えっと……沙凪ちゃんは、なんでそんなに、ルリの話が聞きたいのー……？」


「んお？　そりゃまあ──わたくし以前から、ルリとは通じるトコロがあると思ってましたから──一度、ちゃんと話してみたいと思ってましたの！」


「！　それは噓うそだよっ。だってルリ達、そんなに接点ないでしょー……やっぱりね、ルリを懐かい柔じゆうして、情報を引き出すつもりだったんだっ。その手には──」


　と、ルリが邪じや推すいを口にしきる前に──沙凪がその理由を、あっけらかんと述べた。


「何せ、『お嬢様』と『アイドル』には──通じるところがありますのっ！」


「────へ？」


「庶しよ民みんの羨せん望ぼうを一身に受ける『お嬢様』と、庶民の熱望を一身に受ける『アイドル』──なかなかに、似た者同士ですの……これは、興味も出ようってモンですの！」


「え、いやー……『お嬢様』と『アイドル』じゃ、色々と違うと思うケドー……」


「にょほほ……謙けん遜そんするコトはないですの。苦しゅうないから、楽にしますのよ！」


「え、ええー……う、うーん……」


　勝手に謙遜している側にされ、呆気に取られるルリへと、どこまでもマイペースな沙凪は自販機で『待ちくたびれた眠り姫の血の涙ジュース』を買いながら問いかける。


「ルリ、何にしますの？　まあここは、お嬢様たるわたくしの広～い度量で、奢おごってさしあげますの。海よりも深く感謝しますの！」


「えっ、あ、うんー……お嬢様の割に、ジュースくらいでやたらと恩着せがましい気がするケド……あっ！　じゃあこの『限界突とつ破ぱ！　カカオ一二○％チョコレートドリンク』ってヤツで……チョコレートドリンクって、甘くておいしそうだよねー♪」


　自由奔ほん放ぽうに振る舞まう沙凪だが、ルリも意外と負けていないのだった。





　公園内では一ひと際きわ大きな樹木の木こ陰かげで、沙凪とルリは並んでベンチに座る。


「それじゃ、ルリ──わたくしの質問に、答えてもらいますの」


「う、うん、いいよー……なんだか緊きん張ちようするナー……」


　言葉通り、モジモジと身動みじろぎしているルリに──沙凪は率そつ直ちよくな疑問をぶつけた。


「ルリは、どうして──わたくしや隆良様達のもとから姿を消して、トーヤとかいう人についてったんですの？　わたくし達のコト……嫌きらいになっちゃったんですの？」


「！　む、むむー……いきなり核かく心しん突ついてくるねー……うーん、えっとね……沙凪ちゃんや隆良さん達のこと、嫌いになったワケじゃないんだけどー……」


　嫌いになったワケではない、とルリは言う。それならば、どうして？　と純じゆん粋すいな疑問をぶつけてくる沙凪は、まるで子供のようだが──ルリとしては、誤魔化しにくいようだ。


「……沙凪ちゃんや隆良さん達のコトね、むしろ、好きだと思うよ。でも、ルリにはね、トーヤが何よりも大事で……それだけのコトなんだー」


「そうなんですの？　ふむぅ……でもトーヤとかいう人、聞く限り、かなりヤベェ人って感じですの。ルリは、なんでそんな危なそうな人のほうがイイんですの？」


「むむっ、危なそうって、それは違うよー！　トーヤはね、徹てつ底ていしてるだけなのっ。ちょっと悪に対して容よう赦しやがなくって、つい思いっきり爆ばく破はしまくっちゃうだけなんだから！」


「充分に危ないですの。聞いたまんまの危険人物ですの」


「さ、沙凪ちゃんに一刀両断されちゃったー!?」


　バッサリといかれたルリは慄おののくが、沙凪は構うことなく続けて問いかける。


「まあ、とりあえずルリが、そのトーヤとかいう人のほうが大事ってのは分かりましたの……でも、なんでそんなに大事なんですの？　その人と、何かあったんですの？」


「ん……えへへー、そうだねー……うん、トーヤはね、本当に素す敵てきなんだよー♪　ん～、何から説明したらいいカナー……それじゃ、えっとね、ルリのママ、アウトローの起こした事故に巻き込まれちゃったんだけどね……」


「あ、その話は知ってますの。盗ぬすみ聞きしましたの」


「……お、おぉぅ……ルリ、真正面から『盗み聞きした』って堂々と言われたの、初めてだよー……う、うん、じゃあ、そこは端折はしよって……その後の、ルリの話なんだけど」


　沙凪のあまりの潔さに、盗み聞きされた事をもはや怒おこる気にもなれないルリは、気を取り直してそのまま話を続ける。


「ルリね、ママが死んじゃってからは、政府の公こう認にんストレンジャーとして、アウトロー捕ほ獲かくの任務とかに当たってたんだー。あの時は一人だったから……チームに入る前の魅神さんと、同じ感じ？　それでね、もうホント、あの頃ころのルリってば荒あれちゃってて……復ふく讐しゆう心、っていうのかなー？　絶対に許さないっ！　って、アウトローなんてどうなっても知らないっ、ていうくらい、非情に徹てつしようとしてたんだよー」


「ふむ……む？　徹しようとしてた、っていうコトは……出来なかったんですの？」


「ん……正解ー。ルリね、何だかんだ言って、ビビっちゃってたんだー。ママの仇かたきだって、復讐してやるなんて言いながら、いざアウトローを目の前にして、命いのち乞ごいなんてされたりすると……出来なかったよ、トドメを刺さしたりなんて……結局アウトローを捕まえて、政府に引き渡わたして、それで終わり……」


「ん、むー……それは、ルリが優やさしいからじゃないんですの？　それだったらわたくし、非常に徹しきれないルリのほうが、むしろ好きですの」


　沙凪から素直な好意を述べられて、一いつ瞬しゆんキョトンとしたルリだったが、直後に照れ笑いのような表情を浮うかべ──しかし次の瞬間には、哀かなしそうな顔を見せた。


「えへへ、沙凪ちゃん、ありがと……でもルリは、そんな自分が大だい嫌きらいだったんだー。だって、アウトローは次から次へと湧わいてくるのに、ルリは甘いコトばっかりで、実際アウトローに逃げられちゃうようなダメダメなトコもあったし……それで、その甘さのせいで──自分自身も追いつめるコトになっちゃったんだ」


　はあ、と溜ため息を吐ついたルリ──だが、自身を追い詰つめるコトになるという話の直前なのに、不思議とその表情は緩ゆるみつつあった。


「ルリ……いつもみたいにアウトローを捕獲寸前まで追いつめて、いざトドメ、っていう時に命乞いされて……油断しちゃったんだー……学習しないよねー。……そしたら、その隙すきを突ついて……アウトローが隠かくし持ってたナイフで、後ろから切りつけてきたのー」


「！　ぬなっ……そんなの、卑ひ怯きようですのっ！」


「でしょー？　あの時は、ホントに危なかったよー。背中だったから、ルリの異能で治そうにも、手が届かなかったしね。もうホント、殺されちゃう、って思ったもん。でも、それも仕方ないかな、って……ルリの甘さが招いた自じ業ごう自得かなって……ルリ、思い出すと笑えちゃうくらい、諦あきらめてたんだ……うん、諦めてた……でも、でもね……えへへっ、ホント、喉のど元もとにナイフが突きつけられた、ギリギリって時にねっ……！」


　徐じよ々じよに緩みつつあったルリの頰ほおが、そこでより一層、くにゃっ、と緩んだ。


「ルリのヒーローが──トーヤが、助けに来てくれたの！　異能のダーツでアウトローを爆破して、ルリのコト、お姫様みたいに救ってくれたのっ……そしたら、そのアウトロー、性しよう懲こりもなくトーヤに命乞いしたんだけどねっ、トーヤはルリみたいに、隙なんて見せなかったんだよ。躊ちゆう躇ちよなくアウトローにトドメを刺して、やっつけちゃったの！」


　目をキラキラと輝かがやかせながら、ルリは両手を頰に当てて、思い出に身をくねらせる。


「しかも倒たおれてるルリに『キミ、時間操作なんて有用な能力を持ってるのに、アウトローに隙を見せるなんてバカじゃないの？　力を有効に使いこなせないのなら、今ここで排はい除じよしてしまったほうがマシなのかな？』って優しく声を掛かけてくれてねっ……！」


「優しさの定義を見誤ってますの。それ、かなりドギツイですの」


「んー、そりゃルリも、その時は『いきなりナニ言ってるの、この人……』って感じだったよ……でも彼に『今ここで僕に排除されるか、僕の下で力を有効に活用する術すべを学ぶか──どっちがいい？』って聞かれたら、もう『ついてく』って言うしかなかったよ。今思うと、その時の胸の高鳴りが、もしかしたら恋こいの始まりだったのかも……なんてー！」


「いやそれ、ただ単に怖こわかっただけじゃないですの？　ほぼ脅おどしですのよ、それ」


　やや呆あきれ気味の沙凪に、しかしルリは、むしろ誇ほこらしげに微笑ほほえんでみせた。


「最初はそうだったかもしれないけど……でも今のルリは本気でトーヤについてってるんだから、結局は間ま違ちがいじゃないでしょ？　彼は状じよう況きようを正確に分ぶん析せきして、正義のために容赦のない行動を取って、結果的に被ひ害がいを最小限に抑おさえることが出来るの──彼が徹底してアウトローを排除する姿は、ルリには出来なかったコトで、理想だったの。トーヤと行動を共にするようになって……彼はルリの、本当のヒーローさんだって分かったの」


　アウトローを駆く逐ちくするトーヤ──彼に共鳴するルリには、一いつ切さいの迷いも無いようだった。けれど、沙凪には──どうしても納なつ得とくできないことが、一つだけある。


「……そのトーヤが、アウトローを容赦なく排除する輩やからで、ルリがそんな姿に憧あこがれるようになった、ていうのは分かりましたの……でも、トーヤっていうヤツは、隆良様や魅神にも攻こう撃げきを加えたって聞きましたの。それも──ルリは、肯こう定ていしますの？」


「！　……そ、それは、そのー……あ、でも、トーヤが二人につけた傷は、ルリが」


「治したからイイ、とは言わせませんの。わたくしはトーヤという男が、あの二人に攻撃したコト自体が許せませんの。ルリは許せるんですの？　わたくし達のコト、嫌いじゃないって言ってましたの……アウトローを攻撃するのとでは、別じゃありませんの？」


「…………」


　一瞬、表情に陰かげりが見えたルリ──だったが、その色は、すぐに消える。


「……許せるよ。沙凪ちゃんは怒るかもしれないけど──トーヤの行動に、間違いはないの。トーヤの言うコトや、やるコトは、全部正しいって──ルリは、信じてるの」


「…………」


「出会った頃は公認ストレンジャーだったトーヤが、政府の勝手で指名手配されるようになっても、ルリはトーヤの味方だった。……ルリは公認ストレンジャーのままでいたほうがトーヤの役に立てそうだったから、しばらくは公認のままでいたけどね。とにかく──中ちゆう途と半はん端ぱじゃないの。ルリはトーヤを信じて、ついていくの。絶対──離はなれないの！」


　迷いもなく、確固とした意志を見せるルリに──沙凪は諦めたように溜め息を吐く。


「ふう……半端なく惚ほれ込んでますのね。こりゃどうしよーもねーですの」


「！　ふふっ、そうだねー……こればっかりは、どうしようもないの。えへへっ」


　ルリは笑いながら、ピン、と人差し指を立て、補足をつける。


「あっ、でもね、トーヤにはルリがいないとダメっていう自信もあるんだよー？　トーヤってば、低血圧で朝は弱いし、自分でご飯も作れないし……ホント、一いつ緒しよにいられる時はルリがお世話してあげないと、どうしようもないっていうかぁ……♪」


「ほほー……なんていうか、ノロケ話ほど聞いててメンドクセェ～なモノはないですの」


「でも照れ屋さんでね……ルリが『はい、アーン[image: ]』ってご飯を食べさせてあげようとしたら爆破されたり、お買い物中に腕うでを組もうとしたらビックリされて爆破されたり、もはやいきなり半径１メートル以内に入ろうとしたら爆破されるようになったり……」


「ノロケ話かと思ったら、スンゲェ不ふ憫びんな恋の一方通行でしたの。その辺り、さすがにもうちょっと、どうにか出来ないモンですの？」


「でもそんなトコが意外と可愛かわいいっていうかー！　もうルリ、今じゃメロメロだよ～♪」


「ふおお……ルリ、ポジティブさ加減がむしろ痛々しいですの……」


　ルリの恋れん愛あい事情は、傍はたから見るとどうにも芳かんばしくなさそうだが──それはそれ、沙凪は続けてルリに尋たずねる。


「それで、そのトーヤは、今どこで何をしてますの？」


「うん、基本的にはアウトロー退治のために行動してるから、今は──ってあぶなーっ!?　さ、さりげなく居場所を明かしちゃうトコだったよ!?　ナニコレ、誘ゆう導どう尋じん問もん!?」


「？　なんですの？　今まで色々と答えてくれてたのに、急にケチ臭においですの……」


「わ、わざとじゃないんだ……？　うう、やりにくーい……」


　沙凪には裏表が全く無い分、アリアより手ごわい部分があるのかも、とルリは思う。


　沙凪は沙凪で、答えて貰もらえなかったことへの不満を露あらわにしつつ、そういえば買ったままで忘れそうになっていた、『待ちくたびれた眠ねむり姫ひめの血の涙なみだジュース』を開ける。


「全く、それくらい教えてくれても良さそうなモンですの。ケチで──ボブッハァ!?」


「だ、だってー……さすがにそれは明かせないよ……ん？　……ど、どうかしたー？」


「……な、ナニコレですの……は、鼻血？　鉄？　……の味が、しますの～……」


「沙凪ちゃん、一体何を飲んだの!?　これ……え、ナニコレ……いやホント、ナニコレ!?　　眠り姫の血の涙!?　なんか横に『吸きゆう血けつ鬼き的な生物、もしくは蚊かとかそんな感じの方かた向け』って投げやりに書かれてるよ!?　な、なんでこんなの買っちゃったのー……？」


「お嬢じよう様さま的に、姫という高貴な響ひびきに惹ひかれたら、もはや買うしかなかったですの……でも、マッズイですのぉ～……おほぉぉ……」


「そ、そんな理由で……もうっ、沙凪ちゃんも仕方ないなぁ……はいこれ、あげるー」


「ぉぉぉ……ぉ？　……にゅふ？」


　ルリが差し出したのは、まだ開けていないチョコレートドリンク──それを沙凪に手て渡わたしながら、ルリは軽く微笑んでみせた。


「……ルリ、いいんですの？」


「うん、まあ元々は沙凪ちゃんが買ったんだしー……遠えん慮りよしないでっ」


「むむっ……それじゃ遠慮はしないけど、感謝はしますの！　……にゅふふっ」


「いいってばー。まあ……お姫様の血の涙は受け取れないけどね！　……あははっ」


　互たがいに笑い合い、しばし顔を見合わせた後──ルリが、ゆっくりと立ち上がる。


「……ルリ達ね、アウトローの排除だけじゃなく──仲間を集めてるの。ヒーローに相応ふさわしい、仲間をね。まあ、有望そうな人がいても、トーヤが気に入らないみたいで、隆良さんの時みたいに倒しちゃうから、全然集まらないんだけど……」


「……ルリ、何が言いたいんですの？」


「……沙凪ちゃんも、ルリ達の仲間にならない？　まあ、トーヤが認めなかったらダメだけど……ダメでも、絶対に怪け我がなんてさせずに帰すって、約束するから」


「…………」


　ルリの言葉は、真しん剣けんそのものだ──それを察した沙凪も、真剣に返す。


「悪いですケド、ルリがそのトーヤって人の味方なように、わたくしも隆良様達の味方ですの。……こればっかりは、絶対に譲ゆずれませんの」


「……うん、そう言うと思ったよー……残念だけど、仕方ないよねー」


　あーあ、とルリが思い切り伸のびをして──公園の出入り口に向かって歩き出す。


「それじゃ、ルリ、そろそろ行くねー……沙凪ちゃんと話せて、楽しかったよー」


「……わたくしもですの、ルリ。また、こうやって話したいですの」


「……うん、そうだねっ！　それじゃ──またねっ！」


　駆かけ出そうとするルリ──そんな彼女に沙凪は、最後にもう一度、大声で呼びかけた。


「ルリー！　もしも、ルリがトーヤとかいう人のやり方に耐たえられなくなったり、何か助けが必要になることがあったら……わたくし達の所に来るんですのよーっ！　わたくしも、隆良様も……他の皆みんなだって、絶対に助けてくれますのーっ！」


「……あははっ、ありがとー！　ルリ、一応……覚えておくねーっ！」


　本気で聞いているのかいないのか、それは定さだかでないが──少なくとも応こたえてきたルリを見送り、沙凪は小さく俯うつむく。


『お嬢様』と『アイドル』に共通するモノがあるとか、それだけでなく──沙凪はルリの優しさに好感を持っていた。それは以前、落ち込んでいた魅神をルリが励はげましていた時にも感じたコト──ルリはきっと、隆良達のチームでも、やっていけるはずなのに。


「ルリ、わたくしは……きっと隆良様達も……あなたとは、敵対したくないですの……」


　けれど、それもルリに言わせてみれば──トーヤ次し第だいなのだろうか。


　ルリから受け取ったチョコレートドリンクを開けながら、沙凪はため息を吐ついた。


「ふう……きっと憂ゆう鬱うつな気持ちのせいですの。甘いはずのチョコレートドリンクが、何だか苦く感じ──オボッゾォアッ!?　なんですのコレ、本気で苦いですのぉぉぉ!?」


　思い切り噴ふき出す沙凪──チョコという甘い響きに騙だまされることなかれ、カカオとは本来、苦いモノである──限界突とつ破ぱの一二〇％となれば、もはや軽く兵器だ。


　人ひと気けの無い物もの寂さびしい公園にて、沙凪の苦く悶もんの声が響くのであった──





　沙凪がルリと公園で遭そう遇ぐうしたのと、ほぼ同時刻──日曜日の朝方、学校が無いのを良いことに、隆良は夜侘の部屋を訪おとずれていた。床ゆかの上であぐらをかいて座っている隆良に──ベッドの上で大きめの猫ねこのぬいぐるみを抱だいていた夜侘が、声を掛ける。


「……沙凪ちゃん、携けい帯たい出ないね……持ち忘れちゃったのかな？　ねえ、隆良……」


「ああ、それか、何かしてて気付いてないのかもな……」


「うん……それで、えっと、その……秘密の作戦会議？　……どうする？」


　今、隆良が夜侘の部屋にいる理由──隆良が突とつ然ぜんに訪ねてきて『秘密の作戦会議をする』などと言ったためだ、夜侘も少し慌あわてていたが、今はもう落ち着いている。


　さて、沙凪とは連れん絡らくがつかないという状況で──隆良は軽く頷うなずいた。


「いや、そうだな……連絡つかねーなら、それはそれで、逆に好都合かもしんねぇ」


「え？　好都合って……何が？　……あ、あの、隆良？」


「……夜侘……」


　ゆらり、隆良がおもむろに立ち上がり──ベッドに座り込んでいる夜侘のほうへ、ゆっくりと近寄って行く。


（えっ……えっ？　これ、このシチュエーション──ま、まさかっ!?）


　沙凪がいなくて好都合。両親は留守にしている家。自分の部屋で、男の子と二人きり。これらのシチュエーションから導き出される、この後の展開とは──


「──だだだダメだよ隆良！　アタシ、あのその……『宿命の妹』から『永遠のつがいエターナル・ラヴアー』になるには、まだ心の準備が、っていうかっ……」


「──夜侘！」


「────!!?　あ、あうあう……！」


　ガシッ、と肩かたを摑つかまれた夜侘が、もはやどうすれば良いのか分からず、グッ、と目を瞑つぶる。覚かく悟ごの定まらないままで、もはや流れに身を任せるしかないのか──と、顔を真っ赤にし、ぬいぐるみを強く抱いて震ふるえる夜侘に──隆良は、言う。


「俺は──トーヤのヤローを探しに行く！　だから、夜侘……後の事、任せていいか？」


「──待って！　アタシやっぱり、まだ早いかなって……にゃ？　トーヤ？　後の事？」


「ああ、確かに、せっかちだと思われるかもしんねーけどよ……でもやっぱ、このまま何もせず、ジッとなんて出来ねぇ。俺は──ヤツとキッチリ、ケリをつけたいんだ！」


「………………」


「だから……おい、夜侘？　聞いてんのか？　……おーい？」


「……ハッ!?　う、うんうん、き、聞いてますケドー!?」


　勘かん違ちがいの果て、盛せい大だいに空から振ぶった夜侘が、安心したような残念なような複雑な気持ちを抱かかえつつ、真っ赤なままの顔で隆良へと尋ねる。


「コ、コホン……でも、隆良、アリアお姉さまの命令……破っちゃっていいの？　それに、後の事って……どういう意味？」


「ああ、アリアのお叱しかりは覚悟してんよ……んで、後の事ってのはな……あのヤローを見つけることが出来ても、俺が無事とは限らないだろ。だから、俺と連絡がつかなくなったりした時は……事の経けい緯いを、お前からアリア達に伝えて欲しいワケだ」


「え……えっ!?　隆良、それって、つまり……一人で行く気なの!?」


「ああ……改めて良く考えたんだけどよ。やっぱ俺、あのヤローとはサシで決着つけたいんだよ。……じゃねーと、あのスカしヤロー、俺のコトなんざ永遠に認めねーって……そんな気がするんだ」


「……ま、待って……」


「まあ、そんなワケで……ちょっと行ってくるかんな。まあ心配すんなって。世界のヒーローたる、この俺様だぜぇ？　チャチャっとぶっ倒たおして、帰ってくるから──よっ!?」


「隆良──待ってってば！」


　軽口を叩たたきながら部屋を出ようとする隆良の背中に、夜侘が思い切りしがみつく。


「アタシも……アタシも行くよっ。隆良一人じゃ、心配だもんっ」


「……は、はあ？　お前、話聞いてたか？　お前には、イザって時のため、アリア達へのメッセンジャーになって欲しいって……」


「でもそれって、隆良に何かあったら、ってコトでしょ!?　ヤダよ、そんなのっ……そんな話聞かされて、待ってるだけなんて無理だよう……アタシも、ついてくっ……」


「あ、あのな……つっても、お前がいたところで、どうにも……」


「うっ……た、隆良に言われたくないもんっ。何よう……隆良だってアタシと同じで弱いくせに……アタシは魅神みたいに強くないから……だから、連れてってくれないの？」


「へ？　おいおい、何でそこで魅神の名前が出てくるんだよ……だから、俺はサシでトーヤのヤローとケリがつけたいんだって……」


「ぅう～……隆良の、ばか……ばか隆良ぁ……」


「……はぁ……あのなぁ……お前まで魅神みてーに、バカ隆良とか言うなっつーの」


　やれやれ、と首を振った隆良が、ぽん、と夜侘の頭に手を置く。


「分ぁーかったよ……でもな、少しでも危険になったら、お前だけでも逃にげるんだぜ？　それが約束できるなら、連れてってやるよ」


「！　うんっ……約束するっ。口先だけでも約束するよっ！」


「うん……いや、心の底から約束してくんね？　正直なのは褒ほめてやるよ。でも不安になるわ。何かもう、それこそ口先だけでもいいから、今だけでも安心が欲ほしい」


　若じやつ干かんの不安を抱えてはいるが、隆良達は独自にトーヤ捜そう索さくへと乗り出すことにした。





　隆良達がやってきたのは、旧市街──トーヤはアウトローを狙ねらっていると聞くし、アウトローの多い旧市街にいる可能性が高いと踏ふんでのことだ。


「夜侘……携帯の電源、ちゃんと切ってるか？」


「う、うん……大だい丈じよう夫ぶ、家でちゃんと切ったよ」


「よし……アリアに位置特定されたら、一発でバレちまうからな。まあ、帰ってから誤ご魔ま化かせるかっつったら、それも微び妙みようだけども……」


　それでも、何の対策も練らないよりはマシだろう。とはいえ対策を練ったところで、十中八九、この件はアリアにバレるだろうが──元々隆良はアリアからのお叱りは覚悟の上だし、夜侘に関しては無理やり連れてきたとでも言って庇かばうつもりだった。


　そんな隆良の内心を知らない夜侘は、彼に率そつ直ちよくな疑問をぶつけてくる。


「ねえ、隆良……トーヤっていう人を探すにしても、当てずっぽうなんだよね？　今回、見つからなかったら……ていうか見つけるの、難しいと思うけど……どうするの？」


「ん？　ああ──そうだな、そん時は、ほれ……またお前の家にお邪じや魔まして、作戦会議でも開くか。今度は沙凪もちゃんと呼ぶか？」


「あ、そうだね──って、言わないよ!?　ていうか今日もホントはちょっと思ってたけど、何でアタシの家で色々やろうとするのっ……!?」


「んあ？　いや、何となく……気軽に集まれるし、便利だし？」


「そ、そんなに都合の良い家だと思ってもらったら、困るんですけどっ。アタシの部屋に居座るのだって、もうちょっと遠えん慮りよしてよっ！」


「お、おお……なんだよ、そんなに迷めい惑わくだったか？　それならそれで、もっと早く、ハッキリ断ってくれよな。分かったよ、もうお前の家には行かねーよ」


「……あ、えっ……えっ？」


　家には行かない──夜侘が嫌いやがるから隆良はそう言ったのに、なぜか彼女は狼狽うろたえる。


「？　なんだよ……嫌だったんだろ？　悪かったから、もう行かねーって」


「あ、やっ、その……完全に、全部がイヤとか、そういうワケじゃなくってぇ……」


「……な、なんだそりゃ、ハッキリ言えよ。意味分かんねーぞ？」


「だ、だからぁ……アタシの部屋のものに勝手に触さわったり、掘ほり起こしたりとかせず……普ふ通つうに遊びに来るくらいなら、別にイイっていうか……」


「……俺や沙凪が家に行った時、イヤだったんじゃねーの？」


「ぅ……か、勝手なコトされた時は、そうだったけど……でも……」


　モジモジと身動みじろぎし、視線をキョロキョロと忙せわしなく動かしていた夜侘が、顔を真っ赤にしながら──上うわ目め遣づかいで言う。


「ちょ、ちょっとだけ、その……う～っ……た、楽しかったのっ！　友達が遊びに来るなんて、初めてだったから……うう～、言わせないでよっ、恥はずかしいよぉ～……！」


「……そ、そっか……分かった分かった。無理に言わせて悪かったって」


「うう～……なに、この羞しゆう恥ちプレイぃ……アタシもう、死んじゃうぅ……」


　真っ赤になった顔を両手で押さえる夜侘の頭を、さすがに申し訳なくなった隆良が軽く撫なでてやる。やれやれ、と隆良が当初の目的を見失いかけていた──その時。


「……ねえ、ちょっとぉ？　人の縄なわ張ばりで、な～にをイチャついてんのよぉ」


「「────!?」」


　突然、隆良達に声を掛かけてきたのは、背の高い妙みよう齢れいの女性──ボディラインを強調するようなスーツを着ている彼女に、隆良が軽い調子で対応する。


「あー、こりゃどうも、知らなかったもんで……すぐ出てくんで、失礼──」


「──待ちなさいよぉ、勝手に入ったバツとして……通行料、置いていきなさぁい？」


「……けっ、カツアゲかっつーの」


　縄張りだなんだ、勝手に言っているクセに──と、眉まゆ根ねを顰ひそめる隆良は気にせず、彼女は舌なめずりをしながら、隆良と夜侘の顔を眺ながめていた。


「……？　なんだよ、気持ち悪いな、アンタ……おい、通行料って、まさか」


「……ん！　決～めた！　そっちの可愛かわいい女の子……置いていきなさぁい？」


「ひっ……!?　え、あ、アタシぃ……!?」


　いきなり指差され、顔が真っ青になる夜侘──が、隆良は夜侘を庇うように前へ出た。


「あんた……この旧市街にいて、縄張りとかぬかせるってことは……アウトローか？」


「あら、ご明察～。分かったら、しっぽ巻いて逃げたら？　さもないとぉ……」


「……へっ、残念だったな──俺達は、政府公こう認にんのストレンジャーだ！」


「！　な、なんですってぇ……!?」


　彼女の──アウトローの反応に、ニヤリと笑えみを湛たたえる隆良。余よ裕ゆうぶっている隆良に、アウトローは警けい戒かいを強めつつ語りかける。


「……へえ、もしかしてアナタ、この私を捕つかまえにきたってワケかしらぁ？」


「おお……その通りだ。お前に関して、調べはついている。だからこそ、一○○％お前を捕まえられる俺達が派は遣けんされたのさ……大人しく捕まるなら、危害は加えねーぜ？」


「っ……！　チッ、政府のやり方ってのは陰いん険けんねっ……」


　舌打ちするアウトロー──横で隆良の言葉を聞いていた夜侘などは、よくあんなに口から出まかせが出てくるなぁ、と呆あきれと感心の情を半分半分で覚えていたが──しかしそこで、アウトローが夜侘の顔を見つめ──じゅるり、再び舌なめずりをした。


「……大人しく捕まる？　目の前にこんな……こんな小ちっちゃくていかにもビビりっぽい極ごく上じようのロリがいるのに……何もせず無む抵てい抗こうで諦あきらめろって──冗じよう談だんじゃないわよ！」


「えっ？　えっ、えっ……えっ？」


「戦うわ──ロリを一日中からかい、あたふたと焦あせる可愛いロリを眺め続ける生活──その崇すう高こうな目的のためにアウトローになったんですもの──負けてたまるかぁぁぁ！」


「────────」


　ぞぞぞ、っと背筋に怖おぞ気けが走る夜侘──そんな彼女を庇う隆良が、軽く舌打ちした。


「チッ……ストレンジャーには変人が多いのかねぇ、ったくよぉ！」


「──え、あ、うん、そうかもね、うん」


　一応は同調する夜侘だが、ガン見だった──隆良を、ガン見だった。


　さて、それはそれ──無抵抗で捕まえられるなら御おんの字だったが、そうはいかない。変態嗜し好こうのアウトローは、やる気満々だ。なぜか右手で壁かべに触ふれ、そして──


「────はっ！」


　一息吐はくと同時に──ジュッ、と壁に手の平型の焼印を付ける。それを見て、内心では焦っていた隆良だが、それは表に出さず冷静ぶって口を開いた。


「ふっ……手の平から熱を放出する能力者か……調べた通りだぜ」


「みたいね……ふん、Ｃランク級だと思ってバカにしてる？　当たると──痛いわよ」


「ふっ、Ｃランク級か、知ってたぜ……ちなみに、当たるとどんな感じになる？」


「それも知ってるクセに……皮ひ膚ふは爛ただれて神経は焼き切れ、三日三晩は眠ねむれないほどの激痛が続き、烙らく印いんのような火傷やけどが一生消えずに残るでしょうね」


「そうか」


　ペラペラと喋しやべってくれるのはありがたいが──隆良は内心『ヤベェェェ思ったよりエグい！』と軽くビビっていた。どう攻こう略りやくしたものか、隆良が必死で頭を働かせたところで──アウトローを目の前に、そんな猶ゆう予よなどない。


「さあ、行くわよっ……このロリへの熱情で、アンタを焼き尽つくしてやる！」


「ふっ、いいのか？　そんな不用意に近づこうとして……俺がどんな能力かも知らず」


「おおおお！　喰くらえぇぇぇ！」


「ダメか」


　興奮状態で話を聞く気の無い敵に、ハッタリは届かない。熱を放出する手の平が迫せまってくる中、もはや応戦するしかなく──隆良も手の平をアウトローに向け──


「くそっ……喰らえ、『混沌より生まれし粘流ゲル・ジ・アビス』！」


「え────きゃぁぁぁ!?」


　盛せい大だいに降り注ぐゲルを、アウトローは熱を放出するその右手──いや、両手でガードする。左手からも熱を放てるのは切り札だったのか、しかしそれはそれ──ジュウ、とゲルを蒸発させながらも結構な量を浴びてしまったようで、その気色悪さに身み震ぶるいしている。


「な、なんて、なんてエグいのっ……このエグさ、もしや──Ａ級能力!?」


「ふっ、そうさ、その通り……決してエグくはないが、まさに俺様はＡ級の実力者さ」


「お、おぇぇぇ……キモい、キモいわ……もはやこのキモさ、特Ａ級ぅ……」


「……そうさ……決してキモくはないが、俺は特Ａ級の実力者さ……」


　微妙に泣きそうな隆良ではあるが、しかし彼女が憔しよう悴すいしきっている今がチャンス──ここで畳たたみ掛けるべき──だが。


（……って、あれ……え、どうやって……？）


　ここで、隆良が気付く──気付いてしまう。自身の異能における、重大な欠点に。


　隆良のゲルは──相手を翻ほん弄ろうしたり、ハッタリを利きかせて惑まどわすのには、形状的にも適していると言えるだろう。しかし──トドメを刺ささねばならない時は、どうか。


　そう、隆良の異能は──決定打に、欠けるのだ。


　隆良が逡しゆん巡じゆんしている間に、憔悴していたアウトローが立ち上がり──隆良を睨にらむ。


「くうっ……レディにこんなモノ、ぶっかけやがってぇ……このクソ男がぁぁぁ……！」


「うっ……」


　熱を放出する危険な両手を向けられ、隆良が後ずさる──これでは接近戦もままならない。アウトローの異能を前に、明らかに気け圧おされる隆良が──背後の夜侘に声を掛けた。


「夜侘……コイツは俺が引き付けておくから、お前は逃げろっ……！」


「えっ……えっ!?　隆良……そ、そんなの、ヤダよっ！　アタシも一いつ緒しよに……」


「バカ、お前のライター程度の火じゃ、どうにもならねーよ！　魅神ならともかく……」


「っ……！　ば──ばかにしないでっ！」


「なっ……よ、夜侘!?」


　隆良の制止を振ふり切り、彼の前に出る夜侘──どう考えても無む謀ぼうだが、しかし彼女には、少なくとも勝算があるようだった。


「アタシにだって、やれるよっ……！　異能に目覚めてから今日まで、何もしてなかったワケじゃないんだからっ……アタシも、強くなってるんだからっ！」


「!?　夜侘……それ、マジでか!?」


「うんっ……見てて、隆良！　アタシのっ……『炎えん神しん』の力っ！」


「おお……ん？　……『炎神』？」


　夜侘がそう呼ばれているのを聞いた覚えはなく、なおかつどこかの『雷らい神じん』さんとかぶっている気もするが──夜侘に威い勢せい良よく人差し指を向けられ、アウトローが狼狽える。


「喰らいなさいっ……天と地の理、森しん羅ら万ばん象しようの悉ことごとくを絶つ、我が炎ほのお──！」


「……!?　熱ならまだしも──炎を放つ能力者ですって……!?　そんなの、世界に数人といないはず──あ、ありえないっ!?」


「────『絶ぜつ焰えん』！」


　一声叫さけぶと同時に、夜侘の指先から劫ごう火かが──！　……噴ふき出さない。灯ともったのはライター程度の炎……いや！　チャッカマンだ、チャッカマンくらいはある。頑がん張ばっている！


　さて、呆あつ気けに取られるアウトローを尻しり目めに、隆良が夜侘に語りかけた。


「……あ、あのよ……その、特にパワーアップしてるようには見えねーっつーか……」


「──まだだよっ！　アタシの炎は──二度、燃え上がるのっ！」


「お、おおっ……今度こそ、マジでか!?」


「うんっ、そうだよ……だから、見ててね、隆良っ……すっごい見ててね!?　お願いだから、目を離はなさないで、ちゃんと見守っててね!?　いくよっ──！」


　よほど不安なのか、念を押しまくった夜侘が──カッ、と目を見開き。


「ダブルッ！　ファイ──あぅんっ……」


　ぽしゅっ、限界を超こえて目を瞑つぶってしまったのと同時に、鎮ちん火かされてしまう。


「……あ、あのよ、夜侘……その……」


「……えへへ……魅神の真ま似ねして、『二文字縛しばり』してみたんだけど……」


「夜侘？　おい、ナニ言ってんだ……おい!?」


「……こういう、コトじゃ……なかった、みたい……だ、よ……ガクッ」


「夜侘……当たり前じゃねーかっ、それっ……夜侘、夜侘ィィィ！」


「真っ白に……燃え尽きちゃったよ……炎使いだけに……」


　余裕があるのか無いのか、良く分からない夜侘だが──ここまで一連の流れで、おちょくられていると言って過言でないアウトローが、怒おこっているのかわなわなと震ふるえ──


「はぁあぁ……弱くて小さくて、へろへろで足あし腰こしの立たない少女……萌もえェ……[image: ]　絶対お持ち帰りするぅ……！」


　怒っているほうが、まだマシだったかもしれない。もはや正気を失っていると言っても過言でない彼女を前に、隆良が勇ましく立ち塞ふさがる。


「……ついに、俺の切り札を使う時が来たようだな……ヒーローに与あたえられし天てん啓けい、我が内に宿りし千の戦法の中にある、禁じられた奥おう義ぎ──見せてやろう」


「……!?　あ、あのキモい異能の、更さらに奥義ですって……!?」


　そのキモさを想像してか、動けなくなるアウトロー──それを見た隆良が、今しかない、とばかりに──なぜか夜侘を肩かたに担かつぎ上げ──！


「ふぇ……ええっ!?　たた隆良!?　なに、どうする気なのっ!?」


「決まってんだろ……逃にげるんだよォ～！　しっかり摑つかまってろ、夜侘ィ！」


　ジョースター家にでも倣ならっているのか、迷いなく一目散に逃げ出す隆良──彼らが曲がり角へと進んだ辺りで、ようやく事態を飲み込んだアウトローが追いすがる。


「ま、待ちなさいっ……逃がすとでも──ニベアッ!?」


　が、アウトローも曲がり角を曲がった瞬しゆん間かん、何かに滑すべって盛大にコケる。


「い、いたぁ……何よ、コレ……え、コレ……いやぁぁぁ！　エグいゲルぅー!?」


「へっ、ザマーみろってんだ！　……ザマー、みろって……くそっ！」


　いつもなら、もっと調子に乗って、何か罵ば声せいでも飛ばすはずだが──しかし隆良の様子は、どこかおかしい。が、そんな彼に担がれている夜侘は、それどころではない。


「ふにゃー!?　た、隆良っ、あああの、アタシ、自分で走れるよっ!?」


「無理すんなよ……能力使って、ヘタり込んでたじゃねーか……」


「そ、それは、そうだけど。……？　あ、あの、隆良……どうかしたの……？」


「…………っ！」


　夜侘が尋たずねるも、隆良からの返事は無い。もう、先ほどのアウトローが追ってくる気配は無いし、大だい丈じよう夫ぶのはず──しかし隆良は、一心不乱に走り続けていた。彼の様子を心配して、夜侘がおずおずと声を掛かけようとする──が。


「あ、あの、隆良？　大丈夫……ひやあああっ!?　なな、なんでお尻しり摑むのー!?」


「……くそぉっ……！」


　担いでいる夜侘からの抗こう議ぎは聞こえないらしく、隆良は手の平に更なる力を込こめる。


（くそっ……なんだよ、コレ……俺の力じゃ、どうにもなんねぇじゃんかよ……！）


「あの、隆良、聞いてる!?　あの、お尻っ……ねえ、摑まないでってっ……ひうっ！」


（逃げるコトくらいにしか、役に立たねえのかよっ……チクショウ、チクショウ……なんだよコレ、くそっ！　なんだよこの柔やわらけぇの……なんなんだよ、チクショウ！）


「に、握にぎりしめないでぇっ!?　力、入れないでっ……ひゃんっ!?」


　己おのれの不ふ甲が斐いなさが、情けなくて、悔くやしくて──ぐっ、と隆良は強く手を握った。


「チクショウ……チクショォォォ！」


「あ、やっ……ひにゃぁぁぁんっ!?」


　太陽が出ていても薄うす暗ぐらい旧市街の通りを駆かける影かげから、二人分の慟どう哭こくが響ひびき渡わたった──





「はぁ、はぁ…………きゅぅぅぅ……」


　なぜかぐったりとしている夜侘を抱かかえ、研究所の一室へと帰ってきた隆良は──まず沙凪から、面と向かって非難を浴びせられていた。


「わたくしを置いていくからですの！　ホントにもう、何をやってるんですの！」


「いや、お前がいたくらいで、どうにかなるってモンじゃなかったと思うけども……」


「そ、そんなコトありませんの！　お嬢じよう様さまパゥワァーを舐なめるんじゃないですのー！」


　身み振ぶりを交えて憤ふん慨がいする沙凪だが、対する隆良にいつもの覇は気きは窺うかがえない。空元気のような半笑いで、隆良は軽く片手を上げて応こたえる。


「はは、悪い悪い……ちょっと焦あせり過ぎちまってたみてーだ。勘かん弁べんしてくれよ」


「む……むむっ？　隆良様……なんだか元気がないですの？」


「！　いや、そんなコトねーぞ!?　俺は、ほれ、いつでも元気イッパイっつーかね!?」


　とは言うが、明らかに無理をしているようにしか見えない。らしくない様子に沙凪が首を捻ひねっていると──突とつ然ぜん、勢い良く扉とびらが音を立てて開け放たれた。


「うおっ!?　……あ、アリアか……ビックリするじゃねーか」


「…………」


「……う、もしかしなくても、やっぱ怒ってるか……？」


　隆良が尋ねるも、しかしアリアから返答は無い。先ほどまで、ぐったりとして机に突つっ伏ぷしていた夜侘も、アリアの雰ふん囲い気きが張りつめていることを察して身を起こす。


「あ、あの、アリアお姉さま、アタシ達、その……」


「…………」


　夜侘の声にも、アリアは反応を示さない。何を考えているのか分からない無表情で、ツカツカと隆良の眼前にまで歩いて行く。やはり、怒っているのだろう──そう判断した隆良が、バツの悪い顔をしながらも、己の非を詫わびようとする──が。


「……その、悪かっ──」


「このっ──大ばか者っ！」


「え……──っ!?」


　パァン──乾かわいた音が、室内に響く。アリアが、隆良の頰ほおに平手打ちをお見み舞まいしたのだ。夜侘と沙凪は、一瞬それが理解できなかった。隆良も、突然のことに固まってしまっている。そんな中──アリアは隆良の両頰に手を当て、震える唇くちびるを動かした。


「ばか者っ……なぜ、勝手な行動を取った。なぜ、無茶な真似をしたっ……待機だと、言っただろうっ……取り返しのつかないことになったら、どうする気だっ……！」


「……あ、アリア、あのよ……」


「っ……ばか者っ……ばかぁ……！」


　隆良の両頰に当てられた手も、微かすかに震えている。つう、とアリアの目め尻じりから一筋の涙なみだが零こぼれた時、隆良と──そして夜侘の心中に、言いようの無い罪悪感が湧わいてくる。


　隆良もさすがに居た堪たまれなくなり──片手で頭を搔かきながら、アリアへと声を掛けた。


「……アリア、その……わ、悪かったよ、すまねぇ。……でもよ」


「っ……！　隆良くんっ！」


「さすがにちょっと、過保護すぎるような──って、ぶっ!?」


　言い終える前に、アリアに抱だきしめられ──顔面が胸の中に埋うずまる形となり、隆良は何も言えなくなってしまう。


「……すまない、隆良くん。私としたことが、感情的になりすぎた……叩たたいてしまって、本当に悪かった……頰、痛むか？」


「むぐっ、むぐぐっ!?　むぐーっ！」


「そうか、大丈夫か……それなら良かった。だが、私の心配も察してくれ……もう二度と、こんな無茶はしないと、約束して欲しい……頼たのむ、隆良くん……」


「むぐっ……うんむっ、ほぐんぐーっ!?」
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「そうか……約束してくれるか。ありがとう……」


　凄すさまじく一方的な気はするが、もがく隆良の声を勝手に良いように受け止めたアリアが、続けて夜侘のほうへ向く。


「夜侘ちゃん、キミも……」


「……あ、アリアお姉さま……」


「……んっ、くっ……す、すまない、まだちょっと、気持ちが落ち着かなくて……」


「んぐぐ……んっ、んんっ、んーっ!?」


　隆良の顔面を胸に挟はさんだまま、アリアは溢あふれそうになる涙を指先で拭ぬぐう。それを目まの当たりにした夜侘の胸に──更なる罪悪感が上うわ塗ぬりされた。


「アリアお姉さま……ぅ、アタシ、アタシ……」


「夜侘ちゃん……キミだって、私にとって大事な子なのだ……今回のような無茶は──」


「アタシっ……ひぐっ、ご……ごめんなさいっ！　～～～っ！」


「え……よ、夜侘ちゃん？　ま、待ってくれっ──！」


　涙目の夜侘が、勢い良く飛び出して行ってしまう。片手を大きく伸のばしたアリアが、夜侘を追おうとする──が、しかしそこで、沙凪が止めに入った。


「あ、アリアっ……ちょちょっ、ちょっと待ちますの！」


「!?　沙凪ちゃん……なぜだ、どうして止める!?」


「いやあの……たたっ、隆良様がーっ!?」


「……え？　隆良くん、って……お、おおっ!?」


　沙凪が指差したのは、アリアの胸むな元もと──そこには、異常に豊満なバストに顔を突っ込こんだ隆良が……成すがままで、力なくぶら下がっていた。


「おおお、隆良くん、大丈夫か!?　すまない、気付かなかった！」


「ぅ……お、おぱ、おぱ……」


　呼吸困難に陥おちいっているのか、意識は朦もう朧ろうといった様子の隆良を、アリアが揺ゆさぶる。


「しっかりしろ……傷は浅いぞ！　私が言うのも何だが！」


「う、ぉ……おっぱい怖こわい、おっぱい怖い……そ、そして……」


「隆良くん……隆良くん？　そして？　……そして、何だ!?」


「ここら辺で……柔らかい、太ももが……一番、こわ、い…………ガクッ」


「……！　隆良くんっ……してあげるから……いくらでも、膝ひざ枕まくらで介かい抱ほうしてあげるからっ……だから……目を開けてくれぇー！」


　下野根隆良、堕おつ──この悲しい事件は、後に落語の新演目『おっぱいこわい』として公演される予定──など全く無い。


「隆良様……まさか、こんな最さい期ごだなんてっ……あんまりですのぉ～っ！」


　今この場で起こった悲劇に、沙凪も目め頭がしらを押さえながら、天を仰あおぐしかなかった──


　……ちなみにこの数分後、隆良はアリアの膝ひざの上で息を吹ふき返したという。








「はぁ、はぁ、はぁ……」


　研究所を飛び出した夜侘は、ただがむしゃらに走り続けていた。行く当てなどなく、そうせずにはいられなかった少女の心中は、罪悪感と不甲斐なさで一いつ杯ぱいだ。


「はっ、はぁっ……うう、アタシ、何してるんだろ……」


　息を切らせて立ち止まった夜侘が、ぼそりと呟つぶやく。何をしているのか──研究所を飛び出してきたこともそうだが、先ほど隆良と一いつ緒しよにアウトローと戦った時のこともだ。


『炎えん神しん』だの『絶ぜつ焰えん』だの、魅神の真ま似ねをしてみたところで、意味など無いのは分かりきっている。それでも、魅神の真似をせずにはいられなかったのは──なぜなのか。


「……アタシじゃ、魅神みたいに……隆良のコト、助けられないのかなぁ……？」


　夜侘は魅神が──羨うらやましかった。隆良の幼おさな馴な染じみで、最強の『雷らい神じん』と称しようされるほどに強くて、隆良の力になれる、そんな魅神が──羨ましかった。


　夜侘は、魅神とは違ちがう。昔からの付き合いではないし、『宿命の妹』なんて妄もう言げんだし、弱いがゆえに隆良の力になれないし──何もかもが、違い過ぎる。


　夜侘は隆良に、何となくの共感を覚えていた。そんな彼の力になりたいと、魅神のように、隆良にとっての『特別』になりたいと──そう思えばこそ、『宿命の妹』なんて突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出したことがある。けれど、それだけでは──ダメなのだ。


「アタシが、もっと強かったら……アタシにも、力が、あったらぁ……」


　そうすれば──隆良の力になれるのに。望めど、そう易やす々やすと手に入るモノではないと分かっていても──夜侘は、考えずにはいられなかった。








　研究所にて、隆良は目を覚ました後、何度か夜侘の携けい帯たいに電話をかけていた。しかしどうやら電源を切っているらしく、一向に繫つながらない──アリアも位置特定を試みたが、最後の位置情報は夜侘の家だったという。どうやら朝方、隆良と共に旧市街へと出かける前に電源を切って、そのまま忘れているようだ。


「はあ、夜侘のヤツ……一体、どこ行っちまったんだか」


　心配させやがって、と溜ため息を吐つく隆良の姿は、まるで妹を心配する兄のようにも見える。『宿命の妹』などと珍ちん妙みようなことを言い出したのは夜侘だが、何となく隆良と似た雰囲気（主にイタい部分）を持つ彼女を指す言葉として、存外、適切にも思えてきた。


　しかし、それだけに心配は増す。気弱で思い込みの激しい夜侘のことだ。今いま頃ごろ、一人で思いつめて、泣いているのではないか──と、夜侘の泣き顔を想像して微び妙みように居た堪れなくなってきた隆良の耳に、自身の携帯が鳴り響く音が届いた。


「！　夜侘か!?　……って、え？」


　ディスプレイを確かく認にんすると──そこに表示されていたのは『雷らい轟ごう魅神』の文字。滅めつ多たに電話をかけてこない彼女からの意外な着信に、隆良は首を捻りつつ受話ボタンを押した。


「お、おう、もしもし……魅神か？」


『あっ……ば、バカ隆良？　ちょっと、早く電話に出なさいよねっ。何コールしたと思ってるのよっ。ちょっと前まで電源も切ってたし……って、あ、そうじゃなくって……』


　勝手にまくし立てて、勝手にしどろもどろになっている魅神が、そのまま続けてくる。


『あ、あのさ……まあ大した用事じゃないんだけどね？　えと、今日は病院、寄ってかないの？　……いや、別にどっちでもイイんだけどね？　でもほら、もし来るなら、こっちにも準備が必要っていうか、だから確認っていうか……べ、別に来て欲しいなんて言ってないんだから、勘かん違ちがいしないでよね!?　……？　ねえ、ちょっと……聞いてるのっ!?』


「……え？　あ、おお、聞いてる聞いてる……悪いな、黙だまり込んじまって」


『え……あ、ううん、別に謝らなくってもいいけど……あの、バカ隆良……何か、ちょっと……元気ない？』


「！　い、いや、そんなコトねーぞ!?　俺は、ほれ、いつでも元気……ってアレ……なんかコレ、さっきの沙凪の時とデジャヴ……」


　絶ぜつ妙みような既き視し感にこめかみを押さえる隆良へと、どことなく心配そうな魅神の声が届く。


『……元気だなんて、噓うそ吐かないでよ。アンタみたいな単純バカのコトなんて、私にはお見通しなんだから。……その……喋しやべってみなさいよ。もしかしたら、ほら……少しは気も晴れるかもしれないし……』


「……？　な、なんだよ、オイ……まさか俺のコト、心配してんのか？　……お前が？」


『は、はあ!?　べべっ、別にそんなんじゃないわよっ……私はただ、いつもバカみたいに喧やかましいアンタが大人しいから、なんかちょっと……変だな、って思っただけでっ！』


「…………」


　それすなわち、心配しているということではなかろうか。あの魅神にまで気落ちしていることを悟さとられて、心配までされてしまうとは──傍はたからでも、電話越ごしにさえ分かるほど、よほど自分らしくないんだな、と隆良は軽く自じ嘲ちよう気味に笑う。


「ははっ……まさかお前に心配されるなんてな、俺もヤキが回ったっつーか」


『だから心配なんてっ……な、なによう……そんな言い方、しなくてもさぁ……』


「……つまんねー話だぜ？　今日っつーか、ついさっきのコトなんだけどよ──」


『えっ……う、うん。なに？　……特別よ、なんでも聞いてあげるから……』


　珍めずらしく大人しい魅神へと、隆良もまた、珍しく神妙に事の経けい緯いを語り出した──





　アリアから待機命令を受けていたこと。その待機命令を破って、夜侘を連れて旧市街へトーヤを探しに行ったこと。そこでアウトローと遭そう遇ぐうし、勝てなかったこと。研究所に戻もどって、アリアのお叱しかりを受けたこと──それらを説明し終えて、隆良が軽く息を吐く。


「と、まあ──こんなワケだ。……今回は、俺も不用心だったよ。でもまあ、怪け我がとかはしてねーから、大した事はないんだけどよ……もしもし？　魅神、聞いてるか？」


『…………バ…………』


「へ？　おい、魅神……もしもし、もしもぉーし？」


『バッッッッ……カじゃないのっっっ!!?』


「いっ────!?」


　いきなり大声を送り込まれ、隆良も思わず耳を押さえる。キンキンと鳴る耳が徐じよ々じよに落ち着いてきたころ、ようやく電話へ向けて言い返した。


「なっ……なんだよ、いきなりデカい声出すなっつの！　鼓こ膜まくが破れるかと──」


『アンタ、ナニやってんのよっ……忠告したでしょ!?　危険だって、止やめなさいって……夜侘ちゃんまで巻き込んで、ナニやってんのよっ……！』


「うっ……よ、夜侘のコトは、その……俺も、反省して……」


『バカッ……バカ隆良っ……！　人の気も、知らないでっ……！　私が、どれだけ心配してると思ってっ……』


「……な、なんだよ、やっぱ心配してんじゃねーか……」


『！　ちがっ……今のは、言葉のアヤっていうか──い、いたっ!?』


「!?　お、おい、どうした？　大だい丈じよう夫ぶかよ……？」


『んぅ……へ、平気よ、ちょっと怪我に響ひびいただけだから……』


「そ、そっか。……っ」


　興奮させてしまった自分のせいだ──気落ちしている隆良は、何となく魅神にまで、そのまま罪悪感を覚えてしまう。


『と、とにかくっ……これで分かったでしょ？　アンタは……アンタ達は弱いんだから。危険なコトなんて、しなくてイイの。だから、政府ストレンジャーとしての活動とか、任務だって、もう止めたほうが……ねえ、また聞いてないでしょ。ねえっ』


「……悪いな、魅神、怪我人に大声なんか出させちまって……謝るよ」


『えっ……？　や、別に大声出したのは、私が自分で……あ、あの、バカ隆良？』


「無理させて、悪かったな。そんじゃ……またその内、見み舞まいに行くからよ」


『あ、うんっ……って、待ちなさいよ！　話はまだ終わってな──』


　ブツリ、通話が途と切ぎれる──魅神はまだ、何か言ってたような気はするが、今の隆良にそれを気にする余よ裕ゆうはなかった。


「くっそー……最悪だ、俺……絶不調じゃねーかよ、ああ、もー……」


　トーヤを探すために、夜侘を巻き込んで危険に晒さらし、アリアを泣かせ、更さらには魅神にまで心配を掛かける始末──この体ていたらくに、隆良は大きくうなだれる。


「はぁぁぁぁ……なぁにやってんだよ、俺ェ～～～～……」


　一人の部屋で漏もれた自責の呟きに、答える者などいなかった。












　03　さあ、気弱な少女とお化け屋敷に行こう。彼女はイヤっていうだろうね。うん、でもね、見たい。ビビりまくって思わず腕に纏わりついてきて怖がって涙目になる少女がみたい。うん、それがきっと幸せってヤツだよね。うん、つかナゲーよ。







　一人──とぼとぼと行く当てもなく彷徨さまよい歩く、小さくて頼たよりない少女の背中が一つ。夜よ侘わびだ──衝しよう動どう的に飛び出してしまい、気まずさから研究所へ戻ることも出来ず、家へ帰るのも何だか躊躇ためらわれて──頭を冷やすため、こうして歩き続けているのだが。


「はあ……はあぁ～～～……」


　頭を冷やすどころか、憂ゆう鬱うつな気分は積み重なっていくばかりだ。何だかずっと、下ばかりを向いて歩いているような気がする。気持ちが沈しずむのと比例して、頭もどんどん下がっているような気が──いや、もしかしたら、実際にそうなのかもしれない。


　ずっと──『もっと力があれば』『もっと強かったら』と、考えても解決しないことばかりに思いを巡めぐらせていたものだから、幾いく度どとなく溜め息も漏れ出ていた。


　人が見ていたら、変に思われてるだろうなぁ──そんなことを、夜侘が思っていると。


「────ふきゅっ!?」


　ごつん、何かに頭をぶつけて、鈍にぶい音を立ててしまう。人とぶつかってしまったのだろうか、と慌あわてて顔を上げた夜侘が、勢い良く謝るが──


「ご、ごめんなさいっ！　アタシ、ボーっとして、て……？　……えっ？」


　が、そこで勘違いに気付く──夜侘がぶつかったのは、人ではない。壁かべ──しかし、それは何やら透すき通っていて、得体のしれない不気味さを醸かもし出している。


「な、何これ……ひゃっ。……つ、冷たい……？　これ、氷？」


　目の前にあるのは、行く手を遮さえぎる氷の壁──何でこんな物が、こんな所に、と疑問に思っていた夜侘が──周囲を見回し、再び驚おどろく。


「えっ……何？　ここ、どこ……？　あ、アタシ、いつの間にこんなトコに……」


　夜侘がいたのは、どことなく荒すさんだ雰ふん囲い気きのビル街──新市街でこのような場所は見たことがないから、いつの間にか旧市街に紛まぎれ込んでしまったのだろうか。


「……は、早く戻らないとっ……」


　こんな所に一人でいて、アウトローにでも出くわしてしまったら、どうなることか。ただでさえ、つい先ほどアリアに注意されたばかりなのに、すぐさま問題を起こしてしまったら、今度は泣かせるどころでは済まないかもしれない。


　急がないと──焦あせる夜侘だが、しかし。


「あ、あれっ……？　……ていうかアタシ、どっちから……？」


　どういう道を進んで、ここへ辿たどり着いてしまったのか、分からない。そもそも、下を向いて歩いていたといっても、こんな見知らぬ場所へ辿り着いてしまう歩き方はしていないはずだ。何度か、人にぶつからないように避さけて歩いた記き憶おくはあるが──


「……う……な、なんだか……」


　夜侘は急に、心細くなってしまう。迷子のような──いや事実、迷子そのものの心境で立ち尽つくしていると、不安で仕方なくなってきた。


「……う、ううん、落ち着くのよ、夜侘っ！　もう中学生でしょっ！　そうだよっ、落ち着けば、大したコトなんてないんだから。落ち着いて深呼吸を────すうっ」


　大きく息を吸った瞬しゆん間かん──ガララッ、と背後で何か物音が。


「──ひにゃっ!?」


　驚いて、身を竦すくませてしまう──誰だれかいるのかと、恐おそる恐る夜侘が振ふり返ると──何という事はない。ただ単に、瓦が礫れきが崩くずれて軽く音を立てただけだ。


「あ、あははっ、な、なーんだー……あははっ……」


　安心──しかし直後、不安が襲おそってくる。過か敏びんになってしまった神経と思考では、何だか悪いコトばかりを想像してしまう。この窮きゆう地ちに際して、夜侘は──


「……ふ、ふふっ……アタシとしたことが、この程度のコトで恐れを抱いだこうとは……やれやれね、柄がらでもなかったわ……この『紅くれない乙女おとめ』にしてみれば、こんな窮地は前世で幾度となく乗り越こえて──ふにゃあぁぁんっ!?」


　変なキャラを作って虚きよ勢せいを張ろうとするが、再び瓦礫の音に身を竦ませ、失敗──大いに取り乱した夜侘が、勢いよく辺りを見回して、


「う、ううっ……もぉヤダぁ～～～!?　助けて、隆たか良らぁ～っ！　ふぇ～～～んっ！」


　涙なみだ混じりの声を上げながら、氷の壁の横脇わきにあった廃はいビルへと逃にげ込んだのだった。





　不安から逃のがれようと廃ビルへ足を踏ふみ入れた夜侘だったが──ここは薄うす暗ぐらくて、静かで、蒸むし暑くて、不気味で──入ったことを後こう悔かいするのに、それほど時間を要さなかった。


「う、うぅ……なんか出そうで、怖こわいよぅ……」


　所々の壁が崩れ、内装が剝はげ落ちている廃ビルの内部。そういえば旧市街には、能力を制せい御ぎよできなかったストレンジャーに壊かい滅めつさせられ、そのまま放置されている建物もいくつか存在すると聞いたことはあるが──その関係もあるのだろうか。


　いかにもといった雰囲気で、夜侘も弥いやが上にも気が滅め入いってしまう。


「う～……あっ！　そうだっ……」


　夜侘が人差し指を立て、それを見つめながら、くっ、と気合を入れると──ぽっ、と微び弱じやくなライター程度の火が灯ともる。まだまだ心こころ許もとないし、少し疲つかれるが、何も無いよりはマシだ。しっとりと汗あせばんだ身体からだに衣服が張り付く不快感を堪こらえつつ、とりあえず落ち着けそうな部屋を探していると──ふと、一つの部屋の扉とびらが僅わずかに開いていることに気付く。


「……？　え……この部屋、何……？」


　部屋からは、何やら季節外れの冷気が漏れ出ていた。もうすぐ春も終わり、そろそろ夏に入ろうというこの時期で、明らかに不自然だ。だが、なぜだろう──それを『怖い』と感じて避けるというより、夜侘はなぜか、それこそ導かれるように──そこへ足を踏み入れていた。


「あ……お、お邪じや魔ましま～す……？」


　誰かいるのかなど定さだかではないが、一応は挨あい拶さつしながら部屋へ入る。すると──


「わ、わぁ……涼すずしいっ……♪」


　冷れい房ぼうが効いているかのような薄暗い部屋で、夜侘が思わず気持ちよさそうな声を漏らす。指先から灯していた火が、ポシュッ、と音を立てて消えるのと同時に──両手を広げた夜侘が、その冷気に身を委ゆだねていると。


「──へくちゅんっ！　……ちょ、ちょっと、寒いくらいかも……」


　ぶるり、身み震ぶるいした──すると、その時。


「……こんにちは……」


「あ、はい、こんにち──…………エッ？」


　不意に夜侘へと届いたのは、か細い少女の声──誰かいるのか、しかし太陽の光がほとんど差し込まない、この薄暗い部屋では──声のほうを確かく認にんできない。


　いや、そもそもこんな所に人がいるとは、とても思えない──つまり、それは、その。


（…………ゆゆゆゆ幽ゆう霊れい───っ!?）


　ぞぞっ、と夜侘の肌はだが恐きよう怖ふに粟あわ立だつ。気弱で臆おく病びようで妄もう想そう力もなかなか逞たくましい夜侘にしてみれば、幽霊なんて恐怖の代名詞──今より幼い時分、お化けが怖くて夜中にひとりでおトイレにいけなかったという、まあ今言わなくても良さげなエピソードもあった。


　さて、それはそれ、分かりやすく恐怖に震ふるえる夜侘が、踵きびすを返して退出しようとする。


「ああああのっ、お、お邪魔してごめんなす！（嚙かんだ）　あ、アタシ、すぐ出ていきますからっ……げげげ現世でごゆっくり───っ!?」


「……まって……またないと、のろいころすよ……？」


「……あ、はい、待ちます。呪のろい殺さないでください……」


　ピシッ、と凍こおり付いたかのように直立不動となる夜侘。もはや『はい終わったー。アタシの人生、幽霊に取り憑つかれて終わりましたー。隆たか良ら、タスケテー』と諦あきらめ半分である。出入り口の扉と向かい合わせで涙目の夜侘へ──少女幽霊（？）の声が、ゆらりと響ひびく。


「……ねえ、あなた……」


「!?　ははっ、はっ……はいっ……？」


「…………あなた──」


　一体、何を言われるのか──恐れに震える夜侘に、少女は──言った。





「ちからが──ほしいの？」


「────えっ？」





　一瞬──少女が何を言ったのか、夜侘には分からなかった。それを察してかは定かでないが、少女は勢い良く振り返った夜侘へと、再び声を送ってくる。


「ちからが……ほしいの？　たいせつな、だれかのために……つよく、なりたいの？」


「っ……な、なんで……」


　なんで分かるの？　と、まるで心を見み透すかされたかのようで驚く夜侘が、ライター程度の炎ほのおを指先から灯し、声のするほうへと向けた。


　微弱な炎では、ぼんやりとしか確認できないが──そこに、少女らしき影かげがある。とはいえ存在感に乏とぼしく、いまいち生気に欠け、幽霊疑ぎ惑わくは拭ぬぐえないが──彼女は問うた。


「ねえ……ちからが、ほしい？　つよく……なりたい？」


「…………」


　その問いに、何の意味があるのか──夜侘には、分からない。彼女が何者なのか、どうしてここにいるのか、なぜそんなことを尋たずねてくるのか──分からない。


　けれど、その問いを受けて──夜侘の心は、揺ゆれていた。


「……アタシは、アタシ、は……」


　弱いから、魅み神かんのようにはなれないのだと、夜侘は思う。けれど、力があれば──隆良の役に、立てるはずだ。もしも、力が得られたら──強く、なれるのなら。魅神のように、隆良を助けることが出来るはずだ。


　けれど、どうやったら力を得られるのか──それが夜侘には、分からなかった、が。


「……ねえ、ちからが──ほしく、ないの……？」


　暗くら闇やみの向こうから差し伸のべてくる、この魔ま性しようの手が──それを与あたえてくれるのか。


　その正体は分からない。怖こわいと思う気持ちも、拭いきれない。それでも、夜侘は──他に拠よるべき当てもなく、今この瞬間、唯ゆい一いつとも呼べる希望を突つき付けられた彼女は──
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「──アタシは──」


　大切な、誰かのために──隆良の、ために。





「アタシは、力が──欲ほしい」





　コクリ、小さく──けれど確かに、頷うなずいた。








　魅神が入院している、広い病室にて──沙さ凪なぎが布ふ団とんの上に顔を埋うずめながら、手足を軽くバタつかせる。


「はあ、やれやれですの……なんだかもう、今日は色々なコトがありすぎて、変に疲れましたの……ねえ、魅神、聞いてるんですの？　みーかーんー」


「はいはい、ちゃんと聞いてるわよ。ほら、もう……髪かみがグシャグシャじゃないの。直したげるから、顔を上げて、後ろを向いてジッとしてなさい」


「む、こりゃスマンですの。……それにしても、全く……」


　大人しく魅神の持つ櫛くしで髪を梳すかれながら、沙凪は愚ぐ痴ちを漏もらし始めた。


「夜侘にも、困ったもんですの。飛び出して行ったっきり行方ゆくえ知れずで……どこまで心配かけるのやらっつー話ですのよ」


「そうなんだ……夜侘ちゃん、心配ね。今はアリアが探してるのかしら？」


「ん、そうみたいですの。まあ、行方が知れたら、すぐにでも連れん絡らくが来るはずですの」


「そっか……そ、それで、あの……バカ隆良のヤツは、今日は来ないのかしら？」


「むふ？　うーん、ちょっと聞いてないから、分からんですの……気になりますの？」


「！　やっ、別に気になんてならないわよ！　……でも、そう……分かんないんだ」


　気にならないと言いつつ、あからさまに落らく胆たんの色を浮うかべる魅神。そんな彼女の様子には気付かず、沙凪は憶おく測そくを述べ始めた。


「まあ、隆良様も夜侘を探してるかもしれないですの……もしかしたら家に帰ってるかもしれないから、夜侘の家で待ってる可能性もありますの」


「えっ……？　でもバカ隆良、夜侘ちゃんの家なんて知ってるの？　……ああ、そっか、アリアにでも教えてもらったとか？」


「そりゃまあ、アリアに教えてもらったんでしょうケド──わたくしと隆良様、ちょっと前に夜侘の家に行きましたもの。そりゃもう、知ってるどころじゃありませんのよ」


「えっ？　……えっ、何？　えっと、皆みんなで、その……夜侘ちゃんの家に、遊びに行ったっていうコト？　……ちょっと、何それ……初耳なんだけど……？」


「む、遊びというか、作戦会議のためですの。でもまあ、やってたコトは遊びと変わらなかったような気がしますの。むふっ……まあ少しは、新しん鮮せんで楽し──かふっ!?　……あの、魅神？　何か髪が引っ張られて──ほぐんっ!?　あのちょっと!?　痛いですのよ!?」


　呼びかける沙凪だが、魅神は何やら、わなわなと震えて聞いていないようだ。


「……何よ、それぇ……！　わ、私だって……友達の家なんて、すっごく小さい頃ころにしか行った記き憶おくないんですけどっ……そういうの、何で私も誘さそわないのよぉぉぉ……！」


「いや魅神、入院してるじゃ──ヘイッ！　魅神、ヘイッ！　高貴なるお嬢じよう様さまヘアーにダメージが積み重なってますの！　引ひっこ抜ぬく気かっつーんですのォォンッ!?」


「……はっ!?　あ、あわわ、ごめんね、沙凪ちゃん……なんか、我を忘れちゃって!?」


「ふ、ふおお……ゆ、許せませんの……『お嬢様的・許せないリスト』に追加ですの！」


「何そのリスト、メモってるの!?　……って、ん？　えっと、隆良……？　何のコト？」


　沙凪がメモ帳に書き綴つづっていた内容がチラリと見え、魅神が尋ねると──沙凪が思い出したかのように顔を上げた。


「はっ──そうですの！　今、最も許せないのは──隆良様ですの！」


　ちなみに、魅神への怒いかりは既すでに忘れてしまったようだ。思い出したり忘れたり、忙いそがしい沙凪だが──そのまま開いていたメモを閉じた沙凪が、隆良への文句を口にし始める。


「隆良様ったら、酷ひどいんですのよ？　わたくしを置いてトーヤとかいうのを探しに行って……夜侘は連れて行ったくせに、仲間外れですの！　まあわたくしも着信があったのに、これっぽっちも気付かなかったワケですけど……けど、もっと気を遣つかうべきですの！」


「そ、それは着信に気付かなかった沙凪ちゃんも悪いんじゃない？　ていうか、そもそもアリアから待機命令が出てるんだから、皆それに従うべきなんじゃ……」


「そして何より……最近わたくしにゲルをぶっかけてくれないというのが、一番許せませんの！　このわたくしが、何度もお願いしているというのにぃぃぃ……！　ですの！」


「……ああ、それ一番なんだ……うん、私ね、沙凪ちゃんのコトがとっても心配。何であんなエグいゲルに執しゆう着ちやくしてるの？　あのゲルの、何がそんなに気に入っちゃったの？」


　しかし魅神の心配は軽くスルー、沙凪は愚痴りながらも、憂ゆう鬱うつそうに溜ため息を吐つく。


「はあ……まあとにかく、隆良様も夜侘も、なんか変ですの。様子がおかしいですの」


「……そうね、私もさっき、バカ隆良と電話で話してたけど……なんか、いつもの鬱うつ陶とうしい元気さが無いっていうか、らしくなかったっていうか……」


「そうですのっ。そもそも、トーヤにしてもアウトローにしても、あの二人だけで、どうなるってモンでもありませんのに、無茶ですの……魅神がいるならともかく、ですの」


　むん、と沙凪が難しい顔で腕うで組ぐみをし、横目で魅神の顔を見る。


「……やっぱり魅神がいないと、ダメみたいですの。よくよく思い返せば、魅神が欠けてから、隆良様や夜侘の調子が崩くずれてる気もしますの。そういう意味では、アリアの待機命令っていうのも、的確だったのかもしれないですの……もちろん、高貴かつ優ゆう雅がで典雅なスペシャルお嬢様であるわたくしがいないのでも、てんで話になりませんことよ？」


「さ、沙凪ちゃんの自意識過か剰じようはともかく……まあ、私がいないとダメなのは当たり前よ。隆良も夜侘ちゃんも、弱いんだから。……沙凪ちゃんもだけど」


「？　魅神、最後にチョロっと何か言いましたの？」


「気のせいじゃない？　うん、気のせいだと思うわよ？　……はあ」


　誤ご魔ま化かしながら軽く溜め息を吐いた魅神が、呆あきれた表情そのままに呟つぶやく。


「大体……無理があったのよ、チームを組むっていうコト自体。ちょっと私がいないくらいでコレじゃ、チームを組む意味なんて、最初から無かったんじゃないかしら」


「……んい？　チームを組む意味が無い、って……魅神？」


「バカ隆良にしたって、無茶しすぎなのよ。ヒーローだなんて夢みたいなコトばっかり言って、そんな妄想のために危ないコトするなんて、理解に苦しむわ」


「…………」


　魅神にしてみれば、苦言を呈ていしているつもりかもしれない。が、聞いている沙凪は、どう受け止めているのか──曇くもっていく沙凪の表情には気付かず、魅神は彼女に尋ねる。


「皆、もう止やめるべきよ。危険なんだって、これで理解できたでしょ？　ヒーローごっこに命をかける必要なんてないのよ……沙凪ちゃんも、そう思わない？」


「……魅神、ゾ[image: ]、本気で言ってますの？」


「……えっ？　さ、沙凪ちゃん？」


「仮に隆良様が命がけでヒーローごっこしてるとして、誰だれのために命をかけているのか、そんなことも分かりませんの？」


「バカ隆良が、誰のために、って……」


　同意どころか逆に質問を投げかけられた魅神だが、戸と惑まどいながらも何とか答える。


「……ま、まさかっ……わ、私のためだっていうの!?」


「ええ、まあ間ま違ちがってはいないと──つか、何をサラッと自うぬ惚ぼれたコト言っとるんですの！　隆良様は魅神だけのモノじゃないんですのよ？」


「!?　や、べ、別にそんな意味じゃっ……ていうかだって、話の流れ的にさあ!?」


「それを踏ふまえても、ですのよ。全く……ていうか、本当に分からないんですのね？　ふう……まあつまり、魅神のため『だけ』じゃない、ってコトですの」


　やれやれ、と呆れたように目を瞑つぶりながら、沙凪が人差し指を立てつつ語る。


「わたくし達はきっと、魅神『も』いないと成り立ちませんの。魅神がいなくてもダメですし、魅神一人でもダメですの。もちろん、他の誰が欠けても、わたくし達はきっと……満足できませんのよ」


「え、えっ……そ、それは、えっと、その……？」


　沙凪が連ねる言葉の意味を、しかし魅神は完全に理解できていないようだ。そんな彼女に向けて──沙凪は甘い顔など見せず、真しん剣けんな眼まな差ざしを送った。


「……その意味が本当に分からず、チームを組む意味が無いって思うのなら、Ａランクだとか『雷らい神じん』だとか、関係ありませんの。そんな人は──」


　立てていた人差し指を、ビシッ、と魅神に突きつけ──沙凪は大きく吼ほえる。


「──ただの、大おお馬ば鹿か野や郎ろうですの！」


「っ……!?　なっ、あっ……」


　明らかに狼ろう狽ばいする魅神に、ふんっ、と沙凪は一つ鼻息を吐き、そのまま背中を向けた。


「……今日のトコは、帰りますの。お邪じや魔ましましたの」


「……ちょ、ちょっと待ってよ、沙凪ちゃん……さっきの、どういう意味なのか──」


「それは、ちゃんと自分で考えますの。わたくしだって、上う手まく言葉にできるワケじゃないですし……自分で気付かないと、きっと意味ねーんですのよ」


「うっ……そ、そんなコト、言われても……」


　沙凪に強く戒いましめられているのがよほど応こたえているのか、魅神は思わず俯うつむいてしまう。しかし、沙凪は病室を出る間際──振ふり返り、魅神に笑え顔がおを見せた。


「……怪け我が、早く治るように祈いのってますの。やっぱり、わたくし達は──魅神がいないと、イマイチ張り合いが足りないですの！」


「！　……沙凪ちゃん……」


「にゅふふ、それじゃ、お大事に～、で～すの～」


　言い終えて、軽い調子で去っていく沙凪──そんな彼女を見送りながら、魅神は両頰ほおに両手を当て、ぼんやりと考え込む。


「……バカ隆良が……誰のために、って……」


　そんな事を急に言われても、分かるはずがない──もしも自分のためだったら、と考えると、魅神の顔は不思議と熱くなったが、沙凪は『それだけではない』と言うし──


「……う～……わ、分かんないわよぉ、うぅ、ううう～っ……」


　一人でいるにはあまりに広すぎる病室で、魅神が煩はん悶もんしていると──病室へとおもむろに足を踏み入れてきたのは、アリアだった。


「やあ、魅神……怪我の具合はどうだ？　ちゃんと休んでいるか──」


「うにゃあぁ～～～っ！　もぉっ、イライラする───っ！」


「ど、どうした魅神、思春期かー!?」


「……あっ」


　変なところをアリアに目もく撃げきされ、バツの悪そうな顔をする魅神だった。





「むふーっ……魅神も、まだまだ子供ですのっ」


　病院から出ようとした沙凪が、むふー、と妙みような溜め息を再度吐いていると──何やら病院の玄げん関かん先さきで右往左往している、一人の少年に気付く。


「むむ……？　あれは、隆良様ですの？　隆良様ーっ？」


「！　お、おお、沙凪か……見み舞まいの帰りか？」


「にゅふ、そんなところですの。……隆良様も、魅神のお見舞いですの？」


「あ、いや……まあ、そんなトコっつーか……まあ、アリアの後にでも、改めてな？」


「む？　アリアも来てるんですの？　入れ違いになったっぽいですのね……夜侘は見つかったんですの？」


「いや……見つかんねーってよ。ちょっと腰こしを落ち着けて、ノートパソコン使って政府の調査員だかと連れん絡らく取りながら探すからって、魅神の見舞いも兼かねて寄ったんだとさ」


「それはまた、時間が掛かかりそうですの……隆良様も、せっかくだからアリアと一いつ緒しよに見舞いに行ったら良いですのに……何で行かないんですの？」


「あ、おお……いやその……あのよ、魅神……怒おこってなかったか？　……俺に対して」


「む？　隆良様に対して、ですの？　んーむ、怒ってたっていうより……心配してた、って感じですの」


「げっ、そっか……うう、チクショー……気まずいなぁ……」


　ぼりぼりと片手で頭を搔かき、その場で右往左往する隆良。というか、どうもアリアが見舞いに来る前からそうしていたようだし──一体、いつからここにいたのだろうか。


「はあ……隆良様も、魅神と同じくらい仕方ないですの……ほらほら、隆良様、魅神のお見舞いに行きますのよっ」


「へ？　……い、いや、ちょっと待てって！　あのな、お前は知らないだろうけど、今はちょっと気まずいんだよ！　だから、もうちょい時間を置いてだな……」


「こんな所でうろうろしてても、仕方ないですの。いーきーまーすーのー」


「うおお、引っ張るなって！　ちょ、待て、分かったから、一度落ち着かせて──」


　二人が妙な引っ張り合いに興じていた──その時。


「え──うおっ!?」「ふおっ……なんですのっ!?」


　突とつ然ぜんに、耳が痛むくらい大きな警報音が響ひびき──続いて、街の各所に設置されている緊きん急きゆう用の放送機から、事務的な声が届いてくる


『──周辺地区の住民の皆みな様さまへ、緊急のお知らせです。つい先刻、旧市街Ｂ地区にて《超自然災害ハイパー・ネイチヤー・ハザード》の発生が確かく認にんされ、現時点より《非常事態宣言マーシヤル・ロー》が発令されました。分類は《火災被ひ害がい》となっております。規模は徐じよ々じよに拡大しておりますので、周辺地区の住民の皆様は、旧市街Ｂ地区方面には決して近寄らぬよう、速すみやかに避ひ難なんしてください。繰くり返します、つい先刻──』


　放送の内容──《超自然災害》というのは超ちよう常じよう現象による災害のことで──回りくどい言い方をしているが、要は《異能》によって引き起こされた災害を指す。つまり、ストレンジャーが起こしている災害ということ──大たい抵ていはアウトローが原因だが、《非常事態宣言》が発令されるほどの事例となると、非常に珍めずらしい。


　そしてその重大性は、政府に関かかわる、もしくは関わったことのある人間ならば、即そく座ざに理解できる──この警報を耳にした沙凪も、慌あわてずにはいられないようだ。


「あ、あわわっ……旧市街って、ここからそんな遠くないですの！　Ｂ地区ってどの辺か知らないですケド……隆良様、ヤバいですのっ。どうしますのっ……隆良様？」


「……《超自然災害》……《火災被害》……？」


　火災被害と聞いて、隆良の心中でずっと気に掛かっている存在──気弱で臆おく病びようで、変に思いつめるところのある、まるで妹のような少女の顔が──なぜか思い浮うかんだ。


「あ、あの、隆良様、急にボーっとして、どうしたんですの……？　隆良様ー？」


「……夜侘……？」


「えっ……ええっ!?　こ、これ……夜侘が原因なんですのっ……!?」


「い、いや……そんなはずねーよ！　だって、アイツの《異能》なんて、精々チャッカマン程度のモンだろ？　だから、そんなはずは……」


　自身で挙げた可能性を、自身で否定しようとするも──不安は波のように押し寄せて消えない。飛び出して行ったきり行方ゆくえ知れずの夜侘、このタイミングで発令される《超自然災害》、そして《火災被害》──全すべてが、不安要素に思えた。


「っ……くそっ！」


「え──た、隆良様!?　ちょっ……どこ行くんですのー!?」


「ジッとしてらんねぇだろ！　見てくるだけだよっ……夜侘が関係ねーのを確認したら、すぐ戻もどってくるから、お前は先に避難してろっ！」


「えっ、ちょ、隆良様っ……またアリアに怒られますのよ!?　ちょっとー!?」


　が、一心不乱に駆かける隆良の耳に、沙凪の声は届いていないらしい。


　取り残された沙凪は、少しばかり逡しゆん巡じゆんした後──


「う～っ……待ちますのっ！　わたくしだって、一緒に行きますのっ！　もう置いてけぼりはゴメンですのよーっ!?」


　旧市街へと走る隆良の背中を、追いかけていくのだった。








《超自然災害》による《非常事態宣言》が発令される、ほんの数分ほど前──旧市街にて、桃もも色いろの髪かみを持った少女が一人、おぼつかない足取りで彷徨さまよっていた。ふらふらと、全くの無表情で、同じ場所を何度も行ったり来たりで徘はい徊かいする様子は、どことなく不気味だ。そんな少女に対し──


「ねえ、そこのアナタ──」


　ボディラインを強調するようなスーツを纏まとう、妙みよう齢れいの女性が声を掛けた。その女性は以前、隆良と夜侘が交戦したことのある──アウトローだ。


「うふ、うふふっ……こんな所に一人で、どうしたの？　迷子？　おねーさんが、遊んであげるわよ？　ねえ……って、アナタ……あの時、あのゲル男と一緒にいた子？」


「…………」


「んんー……なんだか、雰ふん囲い気きが変わっちゃってるから、気付かなかったわぁ。でも……私の所に、戻ってきてくれたってコトね!?　そっか……だから、緊きん張ちようしてるのね!?」


「……アウトロー……」


　ぼそり、桃色の髪の少女は呟つぶやくが、アウトローの彼女には聞こえていない。何やらテンション高めで身をよじり、続いて頰を赤らめて照れたような表情を浮かべた。


「そ、そういえばぁ……あのエゲつないゲル男？　アイツは……いないのぉ？　ほら、キモいのぶっかけやがった恨うらみを晴はらしたいっていうか、なんかその、ちょっと気になってね……ふっ、ロリ一いつ徹てつで歪ゆがみねぇと言われたこの私に、なぜかこんなに気にさせる男は、初めてっていうか……えっと、そう……アナタがあの時に呼んでた名前は……」


「…………？」


「確か──隆良！　そう、隆良とかいうヤツよ！　……いないの？」


「──！　……隆良……？」


　そこまで無表情だった少女の目が、その名を聞いた瞬しゆん間かん、俄にわかに鋭するどくなる。そんな少女の突然の変へん貌ぼうに、アウトローも少々焦あせりの色を浮かべた。


「な、なによ、まさか……嫉しつ妬と!?　私が他のヤツのコトなんて気にしてるから、嫉妬してるのね!?　嫉妬するロリっ……なんてカワイイの！　大だい丈じよう夫ぶよ、アナタが一番だから、心配なんてしないで──」


「……うる、さい……」


「え──あ、熱っ!?　え、な、なに、今の……？」


　突然──アウトローを、熱が襲おそった。その熱の正体は分からない。ただ、少女に睨にらまれた瞬間、アウトローは正体不明の熱を感じて思わず声を上げてしまった。


「な、何なの……？　アナタ、ライター程度の火しか、出せないんじゃ……何なのよ……今のは一体、何なのよぉっ!?」


「倒たおす……敵は、あの人の、邪じや魔まするヤツ、は……」


「──ひ、ひいっ!?」


　アウトローの言葉への返事はなく、何やらぼそぼそと喋しやべり続ける少女──ギン、と視線が一ひと際きわ鋭くなった瞬間──アウトローは、確かに見た。


「隆良の、敵は……アタシ、が……倒す……！」


「ひっ……ひぃぃぃっ!?」


　少女の右みぎ眼めが真しん紅くに輝かがやくのと同時に──アウトローの目の前に、炎ほのおが踊おどるのを。












　04　ヤンデレ対決はトラウマなんです……超トラウマなんです勘弁してくださいマジで……







《非常事態宣言》が発令された直後──業ごう火かに見舞われる旧市街の通りを、必死で逃にげてくる妙齢の女性が一人──《両手から熱を発する異能》を持つ、アウトローだ。身に纏っているボディスーツは所々が焦こげ、何やら悲ひ愴そうな風ふう体ていである。


「はっ、はっ……助けて、誰だれか、助けっ……うっ！」


　かくっ、と膝ひざから崩くずれ落ち──ついに地面へ倒れ伏ふしてしまう。もはやこれまでか、と諦あきらめかけていた、その時──


「！　そこの人ー……だ、大丈夫ですかー？　しっかりしてくださいー！」


　今しがた倒れた彼女を助け起こしたのは、何とルリ──《右手で触ふれた物を五分前の状態に戻す異能》で、彼女のまだ新しい火傷やけどをたちどころに元へ戻していく。


　自らを救ってくれたルリに向け、アウトローの彼女は縋すがるような声を出す。


「うぅっ……助けて、ああっ……助けてっ！」


「ど、どうしたんですー？　一体、何が……教えてくださ──い!?」


　ルリが尋たずねるのと同時に、その答えと思おぼしき現象が見て取れた。女性がやって来たと思しき方向──廃はいビルの一つが燃え上がり、天にも届かんと立ち上る火か炎えん──明らかに尋じん常じような災害ではない。恐おそらくストレンジャーの《異能》によるものだろう、そう推測したルリだが、冷静な思考とは裏腹に、肌はだはトラウマによって粟あわ立だっていた。


「っ……あ、ううーっ……」


　その昔、ルリの母親はアウトローの起こした事故によって命を落とした──この状じよう況きようは、その時と良く似ていた。猛もう威いを振ふるう火の手と重なるように、ルリの脳のう裏りに過去の情景がフラッシュバックされる。


「はっ、はあっ……う、う……ま、ママ……」


「あわわっ……来る、あの子が来るっ……お願い……助けてぇ！」


「…………！」


　半身を抱だき起こしていた女性に助けを求められ、ルリの意識が現実に引き戻される。そうだ──今は呆ほうけている場合ではない、とルリは頷うなずいた。


「分かりましたっ……任せてくださいー。ここは、ルリが何とかしますからっ！」


「！　ほ、本当にっ……!?　う、ううっ……！」


　ルリの力強い声は、震ふるえを強ごう引いんに隠かくしているが──怯おびえているためか、そんなことに気付きもしない女性は、ルリの勇ましさに感極きわまる。


「ああ……アウトローの私なんかを、助けてくれるなんてっ……！　やっぱり、女の子は最高よ……天使よっ──！」


「……あ、なんだ、アウトローさんかー……じゃあどうでもいいやー」


「え──へぶっ!?　……しくしく……」


　ルリにいきなり手を離はなされ、ガツン、後頭部を地面に打ち付けて涙なみだながらに失神するアウトロー。しかしルリは彼女を冷たく一いち瞥べつしてから、同情の色など見せず立ち上がる。


　このアウトローは──今しがた『あの子が来る』と言っていた。恐らく、この火災の原因となっているストレンジャーだろう──やはり、それもアウトローだろうか。


《非常事態宣言》の放送は、トーヤも聞いているはず。彼がどこにいるのか、正確な居場所まではルリにも分からないが、きっと旧市街へと駆けつけてくるはずだ。


　トーヤを待つべきか、そう考えたルリだが──胸の内は、大きくざわついていた。


「……炎を使う、ストレンジャー……」


　口にしただけで、胸のざわつきが大きくなる──このまま原因を放置しておけば、被ひ害がいは更さらに広まるだろう。ここから新市街まで、そう遠くない。いや、新市街まで被害が及およばずとも、もしかしたらこの瞬間にも、火災に巻き込まれている人間がいるかもしれない。


　昔の、母を失った時のルリのように──絶望している人間が、いるかもしれない。


「……ルリが、止めなくちゃ……」


　すっ、とルリは、ほとんど無意識の内に一歩を踏ふみ出していた。震えは治まらないし、恐きよう怖ふ心は拭ぬぐえない。けれど、ルリは──歩みを止めなかった。


　今にも崩れそうな廃ビルを、朽くち果てた工場を、ルリが順番に通り過ぎて行く──次の曲がり角の向こうに、恐らく──この事態を引き起こしている者がいる。その先で、新たな火の手が上がっている。


「……はあ、はあっ……」


　壁かべへと背中を預けたルリが、曲がり角の先を、ゆっくりと覗のぞき込んだ。


　──燃え上がる建物、風に煽あおられて勢いを増す火の手、吹ふき込んでくる熱風──そんな中で一際異様だったのは、その中心で微び動どうだにせず、背中を向けている少女──


「はっ……え？　あの子……まさか、あの子は──」


　ルリは──彼女に見覚えがあった。少し前、ほんの短い期間とはいえ、チームメイトとして一いつ緒しよにいた少女──小さくて、気弱で、よく涙目になる、あの少女だ。


「──夜よ侘わび、ちゃん──？」


　その名をルリが口にした瞬間──少女は、微かすかに顔を横へ逸そらし、ルリに左眼を向けてきた。どことなく生気に欠ける瞳ひとみに、ルリは微かな寒気を覚えながらも、夜侘の眼前に姿を現した。


「夜侘ちゃん……これ、まさか、夜侘ちゃんの仕し業わざ……？　でも、夜侘ちゃんの《異能》って、ライター程度の火を灯ともすくらいしか、出来ないんじゃ……」


「…………」


「あの……夜侘ちゃん？　ねえ、聞いてる──」


「……アナタも、アタシの邪魔、するの……？」


「────!?」


　周囲の熱とは裏腹に、夜侘の声は異様に冷たい──しかも、ルリのことを覚えていないかのような反応。彼女は本当に夜侘なのか、ルリが逡しゆん巡じゆんしている間に──


「……邪魔、するのね……そう、でしょ……？」


「っ……!?　待って、夜侘ちゃん……話を──」


「許さない……アタシの……アタシ達の邪魔するヤツは……許さない……」


「えっ……？　…………!?」


　ゆらり、夜侘の身体からだがおもむろに揺ゆれ、横目でルリを眺ながめていた彼女が完全に振り返る──と、夜侘に宿る異常に、ルリがようやく気付いた。夜侘の右眼、その中心にある瞳が──異様なまでに煌こう々こうとした、真紅の輝きを放っている。


「よ、夜侘ちゃん……その眼、なに──えっ？」


　一いつ瞬しゆん、ルリには何が起こっているのか分からなかった──左ひだり腕うでの前で、炎が浮ういているのだ。突とつ然ぜんに、何の前まえ触ぶれもなく──その炎は、いつの間にか、そこにあった。


　目の前で起こっている現象を、ようやく頭が受け入れると──次いで身体が反応する。


「あっ──熱っ!?　うっ！」


　後方へ飛び退のいたルリが、右手で左手に触れ、微かに負った火傷を治ち療りようする。が、一体何が起こっているのか──炎へのトラウマも相まって、頭はほとんどパニック状態だ。


「なんなの……どうなってるの、これー……」


「……逃にがさ、ない、よ……」


「…………！」


　夜侘が再びルリのほうへ、紅あかく輝く瞳を向けると──


「熱っ……！　はあっ、ううっ……いやあっ！」


　またも身体に熱を感じる──まただ、いつの間にか灯っていた炎がルリを襲っている。


「はあっ──くっ！」


　夜侘の放つ攻こう撃げきの正体は、ハッキリとは分からない。けれど、あの真紅に輝く瞳に晒さらされるのは危険だ──その判断から、ルリは先ほどの曲がり角まで逃げ、再び身を隠した。


「はあっ、はあっ……夜侘ちゃんが、なんで……」


　あんな力を──と思うのと同時に、夜侘の今の状態を訝いぶかしがる。あれではまるで、夜侘ではない。弱々しく怖こわがりで、思い込みは激しそうだが、優やさしかった少女が──今は冷れい淡たんで、聞く耳も持たず、まるで心神を喪そう失しつしてしまっているかのように虚うつろだ。


　いっそ、あれは夜侘ではないと──そう思ったほうが、自然と思えるほどに。


「……このままじゃ……」


　被害は広がっていくばかりだろう。今の夜侘は、立ち止まることを知らない。どうしてこうなってしまったのかは分からないが──これは完全な『暴走』状態だ。


「トーヤ……トーヤなら、こんな時……どうする？」


　ルリが心に描えがく、トーヤの顔──彼ならばこんな時、どういう判断を下すだろう。被害を最小限に抑おさえるため、暴走している夜侘を──どうするだろう。


「…………」


　小刻みに震えていたルリの身体が、徐じよ々じよに落ち着いていく。それと同時に、ルリの瞳は、暗く、冷たく──沈しずんでいった。


　壁を背に隠れていたルリは、何を思ったのか、その身を夜侘の前へとおもむろに晒す。ルリを目視した夜侘は、キョトン、と首を傾かしげ──ルリに尋ねた。


「……？　アナタ、誰……アナタも、アタシの邪魔、するの……？」


「…………」


　つい先ほど対たい峙じしていたというのに、もう忘れてしまったのだろうか──やはり、今の夜侘は普ふ通つうではない。このまま放置しておくのは、あまりに危険すぎる。


　ルリは──決心した。それが夜侘のためなのだと、そして今、トーヤの代わりに自分がやるべき事なのだと──目の前にいる『対象』へ向け、冷れい徹てつな眼まな差ざしを向ける。


「ターゲット、炎ほのおの異能の暴走者、推定Ａランク級ストレンジャー──焰ほむら熾おこし夜侘」


　炎えん上じようする建物を背に、冷たい声が響ひびく──もはやルリに、迷いなどない。





「王おう真ま燈とう矢やのパートナー、葛くず代しろ瑠る璃り花かが──アナタをアウトローと断じ、排はい除じよします」





　放たれた、宣戦布告──それを受けた夜侘は、


「王真、燈矢……トーヤ……？　……隆たか良らの敵……敵の、味方は、敵……」


　紅く輝かがやく瞳に、より異様な輝きを宿し──





「隆良の、敵は……アタシの……敵……！」
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　夜侘とルリ──二人の戦いの火ひ蓋ぶたが、文字通り切って落とされた──








　魅み神かんの病室にて──ベッドから少し離れた位置にある机で、見み舞まいに来ていたアリアが凄すさまじい勢いでノートパソコンを操作しつつ、いずこかへと電話していた。


「そうだ……旧市街のＢ地区には、人っ子一人近づけるな！　公こう認にんストレンジャーもだ。私の許可した者以外は、絶対に誰だれも立ち入らせてはならん。火災被害も極力、旧市街のＢ地区だけに押さえるよう尽じん力りよくするのだ──いいな！」


　命令を出し終えて電話を切ったアリアだが、いまだにパソコンを叩たたく指は止まっていない。そんな彼女へと──不安そうな表情をしていた魅神が語りかける。


「ねえ、アリア……一体、何が起こってるの？　今の《超自然災害》が何なのか……知ってるのなら、教えてくれない？」


「魅神……いや、気にするな。何でもない……アウトローが暴れているだけさ」


「！　アウトローが、って……なら、私が出るべきじゃない？　大だい丈じよう夫ぶよ、こんな怪け我がくらい、大したコトないから。アリア、私に出動命令を──」


「──何を言っている!?　ダメに決まっているだろう！」


「きゃっ!?　……な、何よ……そんな大声、出さなくても……」


　アリアにキツく言われると、つい弱くなってしまう魅神──軽く涙目になってしまった彼女を見て、アリアが慌あわてて取り繕つくろう。


「あっ……す、すまない。はは、忙いそがしくてな、つい大声を出してしまったよ。だが、魅神は怪我が治るまで、動くべきではない。分かってくれるな？」


「ん……ま、まあ、アリアが心配してくれてるのは、分かってるけど……」


「そうだ……頼たのむから、無理はしないでくれ……っと」


　そこで、絶え間なく動いていたアリアの指が、ようやく止まる。ディスプレイに表示されていたのは『情報隠いん蔽ぺいの処置完かん了りよう』『これより旧市街Ｂ地区で起こる出来事は、外部へ漏もれることは決してない』といった旨むねの文言──政府の調査員からの報告だった。


「よしっ……ん？　……なにっ!?」


　が、続けて『今しがた旧市街Ｂ地区へ、強ごう引いんに踏み入った二組を、それぞれ別地点で確認』という連れん絡らくが入る。『一方は政府公認ストレンジャーの二人組』──『しかしもう一方は、正体不明の一人』との事。それを確認したアリアが眉まゆ根ねを顰ひそめながら立ち上がる。


「……魅神、私は今から出かけてくる。少々野や暮ぼ用でな──ああ、《超自然災害》に関しては、この病院まで被害が及ぶことはないから、安心して眠ねむっているといい」


「……アリア、仕事って……暴れているアウトローのこと？　なら、やっぱり私も──」


「魅神」


　魅神が申し出ようとするも、再びアリアに遮さえぎられる。が、今度は先ほどのように声を荒あららげておらず、アリアは子供に諭さとすような優やさしい声こわ色いろで語りかけた。


「大丈夫だ……ここは私に、任せてくれ。なに、終わったら真っ先に、ここへ帰ってくるよ。……それでは、急ぎなのでな──大人しくしているのだぞ！」


「あ、アリア……待ってよ、ねえっ！　……アリアってば！」


「絶対だぞ……絶対に来るんじゃないぞ！　絶対だからな！」


　何度も念を押しつつ、アリアは携けい帯たい電話を取り出しながら、慌ただしく病室を出て行った。一人で取り残された魅神は──


「何よっ……もうっ！　私の知らない所で、何が起こってるっていうのよっ……！」


　ベッドのシーツを、ぎゅっ、と強く握にぎりしめたのだった。








　燃え上がる旧市街にて、争うのは二人の少女──片や右眼を紅あかく輝かせ、至る所に炎を放っている夜侘。片や彼女の視界に入らぬよう立ち回ろうとするルリ。少しずつ移動しながら戦う二人は、いつの間にか朽ち果てた工場の内部で鬼おにごっこを繰くり広げていた。


　しかしルリが、いくら視界に入らぬよう立ち回ろうとしている、と言っても──


「──熱っ!?」


　一瞬でも夜侘の視界に入った瞬間、炎がルリを襲おそう。ルリが体感するに、本当に入った瞬間──つまり『見られただけ』で炎が灯ともるのだ。物もの陰かげに身を隠かくせない時のため、縄なわ紐ひもで括くくられていた雑誌の束を緊きん急きゆう用の隠れ蓑みのとして拝借していたが、それも今しがた燃やし尽つくされてしまった。慌てて物陰に身を隠しながら、ルリは小さく呻うめく。


「っ……デタラメすぎるよーっ……！」


　ただ『見ただけ』で、ほとんど『ノータイム』で着火できるとあれば──回かい避ひのしようもない。あまりにも強力過ぎる力に、しかしルリも退こうとはしなかった。


「……姿を見せなくても、戦う手段はあるんだよー……」


　ルリは何も考えずに逃にげ回っていたワケではない。ルリは何度か『罠わな』を仕し掛かけていた──それとなく、決して気付かれないように注意を払はらいながら。ここまでは、ほとんどの『罠』は発動するチャンスもなくスルーされてきたが、今回は違ちがう。


　コツリ、コツリ──注意していないと聞き逃のがしてしまいそうな、少女の靴くつ音おとが近づいてくる──息を潜ひそめたルリが、右手の手て袋ぶくろを外しつつ、タイミングを計った。


　そして──カツン、靴音が、ルリの隠れている物陰に近づいてきた瞬間──


「──えぇーいっ！」


　低い姿勢を保って飛び出してきたルリが、夜侘の足あし下もと──黒く焦こげて変質しているそれに、右手で触ふれた──その瞬間。


「！　ふ、ぅ……ぁ、んっ……！」


　復元された縄紐が、夜侘を縛しばり付ける──それは先ほど、ルリが隠れ蓑にしていた雑誌を括っていたものだ。どういう風に縛るか計算して復元したわけではないから、縛り方は非常に荒あら々あらしいが──少なくともルリの狙ねらい通り、夜侘の動きは封ふうじられた。


「まだっ……これで終わりじゃないんだからっ──これでも喰くらえっ！」


　夜侘の左側へ回ったルリが、輪っか状の物体を四つに分解したようなものを、夜侘の四方にバラまき──その中の一つに触れようとした、が。


「っ……みゃぁぁぁっ！」


「なっ──熱っ！」


　強引に身をよじった夜侘が、ルリのほうへ右眼を向けると──ルリが触れようとした欠片かけらの一つに炎が灯り、カラン、と音を立てて地面に落ちる。


「くっ……あと少しだったのにっ……！」


　再び身を潜ひそめ、軽く舌打ちをするルリ。縄紐で拘こう束そくされていた夜侘は、身をくねらせることで、ようやく解放された。


「…………」


　解放された夜侘は、縛り付けられていた時の苦く悶もんはどこへやら、再び生気の感じられない無表情でルリを探し始める。


　隠れているルリは──しかしこちらも、徐々に様子が変わってきている。戦い始めた頃ころのルリは、まだ少しは、いつもの雰ふん囲い気きを残していた。夜侘をアウトローと断じても、それでもどこか、夜侘のことを夜侘と思っていたようなのだ──が。


「あと少し……もう少しで、ヤツを排除できる……！」


　今、ルリの目に映っている相手は、焰熾夜侘ではなく──『炎を操あやつるアウトロー』でしかない。トラウマである炎の猛もう威いに晒さらされ続け、しかしそれを強引に心の奥で抑え込んでいたためか──目の前にいる夜侘が、まるで『仇かたき』のようにしか見えなくなっている。


「絶対にっ……ルリが、この手でっ……！」


　炎に酔よっているかのように、ルリの目は据すわっていた。が、煮にえたぎる感情とは対照的に、ルリは夜侘の《異能》の特性を冷静に分ぶん析せきしている。


　まず、夜侘の異能は、彼女が目視できる場所にしか火を熾おこすことが出来ない──今のルリのように障害物で遮しや蔽へいすることが出来れば、とりあえずの防ぼう御ぎよは可能だ。しかし──『目視した場所にノータイムで着火できる』というデタラメさは、最大の脅きよう威いである。夜侘の視線を振ふり切るスピードを実現できない限り、回避はまず不可能だ。


　だが──その熱傷に一度、いや、一いつ瞬しゆんでも耐たえきることが出来れば、どうか。その一瞬の間に、勝負を決められれば──あるいは、ルリもこの劣れつ勢せいを打破できるかもしれない。


「……やるしか、ないよねー……」


　沈しずんだ瞳ひとみのルリが──上着の内ポケットから、隠し持っていたハンドガンを取り出す。それは、トーヤから護身用として渡わたされていた一丁──これを使えば、相手の命まで奪うばってしまうかもしれない。ルリとしては『排除』と『殺害』は違うもので、今までは銃じゆうを使うことなど頭をよぎりもしなかったが──この時のルリは、尋じん常じようではなかった。カシッ、とセーフティーのロックを外した瞬間、彼女の瞳は一層暗く、そして冷たく沈む。


「……アイツが、悪いんだからー……アイツの、せいなの……」


　熱に浮うかされたように呟つぶやいたルリが──立ち上がり、物陰から出て行く。夜侘を──いや、夜侘と認識していない『アウトロー』を睨にらみ──彼女がルリのほうを向くと同時に。


「さよなら──アウトロー！」


　銃を構え、引き金を引こうとする──


「…………！」


　ルリを見つけて、夜侘の右みぎ眼めが真しん紅くに輝かがやく──しかしそれは、ルリも覚かく悟ごしていた。この炎ほのおに耐えながら引き金を引けば、ルリの勝ちだ。


　そう思っていた──が、しかし。


「──えっ？」


　炎は、ルリを襲わなかった。ルリの前方──正確には夜侘と銃じゆう口こうの中間に灯され、引き金が引かれてから間もなく、恐おそらく銃じゆう弾だんは炎に飲み込まれてしまったようだ。


「……うそ……」


　絶句するルリ──放たれた銃弾を目視することなど出来ないから、予想するしかないが──銃弾は夜侘に届くことなく、燃もえ尽きてしまったのだろう。


　しかも、夜侘の攻こう勢せいはそれだけで終わらない。真紅に輝かせたままの右眼が動くのと同時に──灯り続けていた炎も同じ動きをし、ルリへと襲い掛かかっていった。


「なっ──まさ、かっ……こんな使い方もっ……!?」


　ルリは、夜侘の異能を『点』と考えていた。視認した一ヶ所にのみ、ぽつりと灯せる能力なのだと──しかし、違った。異能を発動させたままで視線を動かせば、灯したままの炎はそのまま『線』となって動く──その結果。


「うっ……ああっ！　あうっ……いやぁっ!?」


　炎の蛇へびが、ルリの上半身へとまとわりつくように蠢うごめく。一度の痛みであれば覚悟していたルリも──思わず、ハンドガンを地に落としてしまった。


「くっ……このおっ！」


「…………！」


　ルリが火の燃え移った上着を脱ぬぎ、夜侘へと投げつける。夜侘の視界を遮った上着は、時を待たずして焼け落ちたが──その間に、ルリは再び物陰へと身を潜めた。


「────～～～～っ！　はぁぁっ……！」


　しゃがみ込むルリの身へと久方ぶりに、忘れていた恐きよう怖ふの震ふるえが舞まい戻もどる。最終手段の銃も夜侘には通じなかった──彼女の力は、ルリの予測を一つ超こえた所に存在している。


　勝てない──そんな考えが脳のう裏りをよぎるが、ルリは頭を振って払いのけようとした。


「はぁ、はぁ……負けないっ……倒たおす、倒すっ……絶対に、排はい除じよするっ……！」


　自分に言い聞かせるように、繰り返しつぶやくルリ。荒くなった息を落ち着かせようと、数度ほど大きく呼吸をした瞬間──ツン、とルリの鼻に、強い刺し激げき臭しゆうが届く。


「え……うぐっ────!?」


　刺激臭の元──今まで気付かなかったのが不思議なくらい、強きよう烈れつな激臭だ。それを視線で辿たどり──ルリは、見つけてしまった。この朽くち果てた工場にて、放置され続けていたドラム缶かん──激しい戦せん闘とうによって横よこ倒だおしになったのであろうそれが、その注入口から刺激臭のする液体を──恐らくガソリンを、ルリの目の前を横切る形で漏もらしている。


「──そんな──」


　流れ出しているガソリンは、夜侘からも見えているはず。もしも今、ここへ火を放たれたら──立ち上がり、逃げようとしたルリが夜侘へ視線を向けると──彼女は生気を感じさせない瞳で、地に流れているガソリンを見つめていた。


「──あっ」


　しばし、時が止まったかのような感覚の中──


「────トーヤ────」


　ぼそり、ルリが呟くのと同時に──夜侘の右眼が、真紅の輝きを灯した。








　旧市街のＢ地区へと入り込んだ二人──隆良と沙さ凪なぎだ。周囲に広がる火の手を前に、隆良は熱気と焦あせりから来る汗あせを手の甲こうで拭ぬぐった。


「くそっ、なんつー熱さだ……つか、原因のストレンジャーってのは、どこだよ……！」


「火の手が上がる所に──と思ったら、なんか移動してるみたいですの……ていうか、ホントに熱いですの……お嬢じよう様さま的に、耐えられませんのよコレ……」


「おいおい……まだ来たばっかだっつーのに、情けねーな……」


　既すでにへろへろの沙凪を、隆良が仕方なく支えてやる。


「おうふ……さすが隆良様、分かってますの……サンキューですの」


「お前、こんな時でもノリが軽いよな……って、おおっ!?」


「は──あばっふ！　ですの！」


　携けい帯たい電話が鳴り響ひびき、隆良がそれを取り出そうとしたことで──急に支えを失った沙凪が、前のめりにぶっ倒れる。しかし隆良は、それどころではない──


「……げっ！　あ、アリアだ……やべえな」


　また無断で旧市街へ来たのが、バレてしまう──いや、既に位置情報を特定されているのなら、バレているだろう。電話に出たくはなかったが、どちらにせよお叱しかりを受けるのは確実──それならばと、隆良は腹を括って受話ボタンを押した。


「お、おう、もしもしっ……アリアか？」


『……隆良くん、キミは今、旧市街にいるな？』


「…………！」


　やはり、バレている──アリアの目は誤ご魔ま化かせないようだ。しかし腹を括っていた隆良は、この状じよう況きようでむしろ開き直ることにした。


「アリア──待機命令、また破っちまった事に関しては、後でいくらでもお仕置きを受けるよ。でもな、この《火災被ひ害がい》に、もしかしたら夜侘が巻き込まれてるかもしれねーだろ？　夜侘のヤツ、飛び出して行ったきり、どこにいるのか分からなかったしよ……それは俺の責任だ。だからよ──今は何も言わず、行かせてくれ！　頼たのむ、アリア！」


『隆良くん……命令違い反はんの件に関しては、反省しているのなら、そこまで責めはしない。いや、まあ、お仕置きに何をしても良いというのであれば、やぶさかではないが……まあそれはともかく、キミが今、渦か中ちゆうの場にいるというのなら、むしろ都合が良い……』


「は……はっ？　お、おいアリア、それ、一体どういう意味で──」


『いいか、隆良くん──落ち着いて聞いてくれ』


　一つ、呼吸を置いてから──アリアは、隆良に言った。


『この《火災被害》を引き起こしているストレンジャーの正体は──夜侘ちゃんだ』


「は？　……はあ!?」


　隆良自身、その可能性は頭の中にあった──しかし、実際に聞いてみれば、不思議と『納なつ得とくできない』という気持ちのほうが強くなってしまう。


「ちょ、ちょっと待てよっ……そんなハズねーだろ!?　だってアイツの能力は、指先からライターか、精々チャッカマン程度の火を放つのが限界で……こんな事態を引き起こせるような、トンデモねー能力じゃなかったはずだろうが！」


『その説明は、今からしよう。いいか……夜侘ちゃんの《異能の本質》とは──』


　アリアから受けた説明によれば──夜侘の能力は『指先から火を放つ』ことではなく、『右眼で目視した場所なら、どこへでも自在に火を灯ともせる』能力らしい。視し認にんできる場所なら、ほぼ無制限──ただし、自身の身体からだにだけは灯せないようだ。しかし服などは別のようで、その場合は自身が身に着けているモノでも、火は燃え移ってしまうとのこと。


『──夜侘ちゃんが《異能》に目覚めたその日から、予兆はあった。火を灯している指先から視線を切ったら、自動的に消火されること。そして──夜侘ちゃん自身の身体から火が出ているワケではない、というのが最大の予兆だな。これにより、夜侘ちゃんが《人体発火タイプ》の能力者ではないというのは、最初から決定付けられていた。そもそも《人体発火タイプ》だとしたら、夜侘ちゃんの身体では耐えられないだろうからな』


「は、はあ……えーと……そりゃ、どういうコトだ？」


『うむ……簡潔に言うと、通常の人間の身体というのは、発火するほどの高温・高熱に耐えられるようには出来ていないのだよ。真っ先に脳が沸ふつ騰とうしてしまうだろうしな。それが出来るのは──ストレンジャーになったことで、炎に対する抵てい抗こう力が身体的な変化として現れた場合だけだ。しかし夜侘ちゃんの身体には、少なくともそんな変化は見受けられなかった──自分自身が燃え移らせた炎で、熱がるぐらいだったからな』


「……なるほど、要するに重要なのは、夜侘の能力は『近きん距きよ離り発火能力』じゃなく、『遠えん距きよ離り発火能力』の……『パイロキネシス』みたいなモン、ってコトでイイんだよな？」


『あ……そうだな、変にややこしい話を長々と挟はさんでしまって、すまない』


「い、いやまあ、この俺様ですんで？　余よ裕ゆうで理解できたんスけどね？」


　とはいえ、アリアが述べる原理や理り屈くつから理解できた訳ではなく、隆良が趣しゆ味みで調べていた『何となく格かつ好こうイイ感じの超ちよう能のう力りよく』の知識があったからこそ、当てはめることが出来たのだが──そこまで言げん及きゆうされない内にと、隆良は早々に話を進めようとする。


「……でもよ、今までずっと、それには気付かなかったのに……何で夜侘のヤツは、急にそんなコトが出来るようになったんだ？」


　隆良が尋たずねるも──アリアから、すぐに返事は来なかった。彼女自身、整理している段階なのだろうか──若じやつ干かんの間を置いてから、ようやく声が送られてくる。


『今までは……恐らく、自身にリミッターを掛けていたのだろう。もう少し簡単に言うと、夜侘ちゃん自身、そんなコトが出来るとは思っていなかったのだろうな。昔の魅神が足も《電気化》できると思っていなかったのと、同じさ。しかし何かのきっかけで、そのリミッターが外れ──その副作用として、今の《暴走》と呼んで差し支えない状態に陥おちいってしまったのではないか、と……私は考えている』


「……なるほど、だったら、この状況を夜侘が引き起こしちまったってのも、納得できるな……要するに、いきなり能力が強くなっちまって、制せい御ぎよできてない、っつーコトか」


『うむ……恐らく、そんなところだろう。しかも、突とつ然ぜんに驚きよう異い的な異能を身に付けてしまった者は、ショックで心神喪そう失しつしてしまう事例も存在する──恐らくそれが、今の夜侘ちゃんだ。リミッターの外れた暴走状態であるがゆえに、発生させられる炎もチャッカマンどころではなくなっている。今の彼女は、危険だ……だから、隆良くん──』


　神しん妙みような声こわ色いろで呼びかけてくるアリアに対し、彼女の言葉を予測した隆良は、先んじて否定の言葉を連ねようとする。


「ああ、戻って来い、っていうんだろ？　けど、悪いな──そんな話を聞いちゃ、なおさら戻ってやるワケにはいかねえよ。トーヤやらアウトローをどうこうするっていうのとは、訳が違ちがうだろ。お前がいくら止めようと、夜侘は俺が」


『夜侘ちゃんを──助けに行ってあげてくれ！』


「助けてやる──って、え？」


　アリアの言葉は、隆良の予測を外してきた。思わず面食らっている隆良に──アリアは続けて、真しん摯しな声を送り込んでくる。


『待機命令を出しておいて……少し前にはキミの命令違反にあれほど怒おこっておいて、こんなコトを頼むなど、どうかしていると思うだろう……しかし、それでも頼む……！　今の夜侘ちゃんは、きっと精神的に不安定なだけなのだ……けれど、キミの言葉なら必ず、夜侘ちゃんに届くはず……夜侘ちゃんを、救ってあげて欲しいのだ……！』


「……いいのか？　てっきり、危険だとかで、止められるかと思ったんだけどよ」


『うむ……確かに、危険だ。しかしそれは、今の夜侘ちゃん自身も同じ……このまま暴走状態が続けば、何か間違いが起こらないとも限らない。それだけは避さけたいのだ』


「そっか……へへっ、分かったよ。任せとけ──この俺が、駄だ々だこねて暴れてる夜侘を、楽勝で救ってきてやんよ！」


　隆良の放つ威い勢せいの良い返事──それを受けたアリアが、喜色を湛たたえた声を返してくる。


『っ……ありがとう、隆良くん！　私も今、そちらへ向かっているから──無理だと思ったら、私の到とう着ちやくを待つのだぞ。……ところで、気になったのだが』


「お？　何だよ、どうかしたのか？」


『ん、その……いつものキミが口にする、《ヒーロー》がどうのというのが、さっきから一度もないから……本当に些さ細さいなコトではあるが、少し気になってな』


「！　あ、いや……そうそう、この世紀のヒーローたる俺様にかかれば、楽勝だっつーの！　ははっ……ま、まあなんだ、とにかく……急いで夜侘を探さないとな、だろ!?」


『む、その通りだな……隆良くん、さっきも言ったが、無茶はするなよ──私が最も望むのは、夜侘ちゃんのコトだけではない……全員が、無事であるコトなのだ。そしてキミ達と時を同じくして、もう一人──何者かが旧市街に侵しん入にゆうしたらしい。そいつの目的は摑つかめんが……そちらにも、充じゆう分ぶんに注意しろ』


「……ああ、ありがとよ……そんじゃ、また後でな！」


　ぶつり、通話を切った隆良が──軽く溜ため息を吐つく。先ほど受けた『ヒーロー』に関するアリアの指し摘てき──隆良自身、無意識の内に『ヒーロー』と口にするのを避けていたことに気付き、少しばかり気分が淀よどんだ。


　やはりまだ、自信を取り戻もどせていないのか──そんな思いに囚とらわれそうになる隆良だったが、今はとにかく夜侘のコトだと、両手で顔を強く叩たたいて気合を入れなおす。


「よしっ……おう、行こうぜ、沙凪！　アリアからの許可も正式に下りたし、もう後ろめたいコトは何も──……さ、沙凪……？」


「………………」


　そこで隆良が見たのは──地面で仰あお向むけに倒たおれ、冷ややかな視線を向けてくる沙凪の姿──隆良が思わず戸と惑まどっていると、沙凪はそのままの体勢で話しかけてきた。


「さっき、隆良様がいきなり手を離はなしたから……わたくし、そのままずっこけましたの」


「……お、おお……そうだったんか……」


「……スッゲェ痛かったですの……」


「……す、スマン……悪かったよ、ほれ、摑つかまれって」


「にゅふふ……これはもう、ゲルで償つぐなってもらうしかありませんのよ～……？」


「そ、それは何かヤダ！　つか、それどころじゃねーだろが！　今はとにかく、夜侘のヤツを見つけ出さねーとだな──」


　沙凪を助け起こしつつ、隆良がたしなめるような言葉を口にしたのと、ほぼ同時に──隆良達が進んでいる道の先から、大きな爆ばく発はつ音が響いてくる。


「うおあっ……な、なんだぁ!?」


「にょ、にょふぁー!?　ここ、今度は何事ですのー!?」


　俄にわかに慌あわて、隆良へと抱だき着く沙凪──だが、そんな沙凪よりも先に冷静さを取り戻した隆良が、その答えを推測する。


「……なんだも、何事も……一つしかねぇ、夜侘に決まってる！」


「えっ……今の、夜侘ですの!?　だとしたら、さっきのは……あ、あそこですの!?」


　沙凪が指差した先には、見るからに朽くち果てた工場──そこから確かに、まだ真新しい火の手が上がっている。しかも他の場所より、炎ほのおの勢いが明らかに激しかった。


「……急ぐぞ！　夜侘のヤツを、さっさと助けてやんぞぉー！」


「むおっ……置いてかないでほしいですの！　わたくしも行きますのよ……夜侘ー！」


　勢い良く駆かけ出す隆良──沙凪も少しばかり遅おくれはしたが、二人して夜侘のもとへと向かうのだった。








「……？　？　？」


　朽ち果てた工場の内部にて──今しがた起こった爆発により、夜侘は尻しり餅もちをついて座り込んでいた。爆発を起こしたのは、恐おそらくガソリンが注がれていたドラム缶かん──そこから漏もれ出ていた液体に火を点つけたのは、夜侘だ。しかし夜侘にそんな意識は無く、ただ『目を凝こらして見ただけ』で、『火が灯ともってしまった』のである。


「……アタ、シ……あれ……？」


　霞かすみの掛かかったような意識の中で、思考を取り戻そうとしているのか──今にも倒れそうな程ほどにふらつきながらも、夜侘は立ち上がり、そして──彼女を、見つけた。


「……あ……」


　うつ伏ぶせに倒れ伏す、ルリの姿──指先の一つさえ、ぴくりとも動かない。呼吸をしているようにも見えず──まるで、それは。


「…………」


　虚うつろな目をした夜侘が、何を思ってかルリに近づこうとした、その瞬しゆん間かん──


「──夜侘!?」


「…………？」


　工場へと足を踏ふみ入れてきたのは、隆良──内部の惨さん状じようを見て、彼はすぐさま呻うめくような声を上げた。


「うおっ……なんつー有様だよ……ん？　そこに倒れてんのは……ルリか!?　……？　おい、どうした……ルリ、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　隆良と沙凪以外で旧市街に侵入した一名というのは、まさかルリのことなのだろうか。いや、それより、隆良が何度も呼ばわるも──うつ伏せに倒れているルリからは、全く返事が無い。まさか──と隆良が顔を上げると、ルリの傍かたわらにいた夜侘と目が合う。


「……おう、夜侘……この俺様が迎むかえに来てやったぞ。ほれ……そろそろ落ち着いて、一いつ緒しよに帰ろうぜ」


「……アナタ、は……だれ……？　だぁれ……？」


「……おいおい、まさか俺の顔を忘れちまったのかぁ？　仕方ねーヤツだな、ほれ、このいかにもヒーローたる俺様の顔をよ～く見て、思い出せっつーの」


「…………」


　軽口を叩くような隆良の言葉で、しかし夜侘は従順に彼の顔を見つめた。夜侘にとって──彼は何となく、ずっと探していた人のような気がする。もう少しで思い出せそうで、心に明かりが戻ってきそうで──夜侘はどことなく生気に欠ける目を凝らして、ジッと彼の顔を見つめた。が──その瞬間、夜侘の右みぎ眼めが、おもむろに真しん紅くの輝かがやきを宿す。


「おお、そんなマジマジと見つめられると、照れるじゃねーか……って、あ……アチチチチ!?　うおおおい、鼻先を炙あぶるなぁぁぁ!?」


「!?　にゃう、ぅ……？」


　慌てて夜侘が目を逸そらすと、灯っていた火はすぐさま鎮しずまった。隆良が炙られた鼻先を指で拭ぬぐいつつ、アリアから聞いた『夜侘の異能の本質』が事実であったことを確かく認にんする。


「はあ、はあ。……ふっ、なるほどな……瞳ひとみが真紅に輝くのと連動し、空間に炎を発生させるというワケか……さしずめ『無秒着火ゼロ・フアイア』とでもいうべきか。……つーか、トンデモねー力だな、ホント……しかもマジで暴走してるし、様子がヘンだし……」


　変に仰ぎよう々ぎようしく解かい析せきした隆良だが、その力の凄すさまじさに冷や汗あせをかき──しかし同時に、すぐさま安心したような笑えみを浮うかべる。


「……でもまあ、へへっ、ありゃ夜侘だな」


　暴走しているといっても、言葉が通じない訳ではない。隆良に怒ど鳴なられて、所在なく視線を動かす彼女の姿は、間違いなく夜侘だった。それがアリアの言う通り『隆良の言葉だから』なのかは定さだかでないが──夜侘を助けることが出来る、と隆良は確信する。


　そして、隆良に続き──沙凪も工場の内部へと足を踏み入れる。


「隆良様、ま、待ちますのっ……はあっ……お、置いていかないで～……ですの……」


「おお、悪い悪い。つか、遅おそいって──……!?　沙凪、避よけろぉぉぉ！」


「はあっ……にょふ？」


　膝ひざに手を突き、息を切らせていた沙凪が、隆良の叫さけびに上を向くと──すぐさま、自身に迫せまる危険に気付く。それは、ガラス片へん──熱に耐たえ切れなくなり、割れてしまったのだろう。今──沙凪めがけて、降り注いでいる。


「いっ……いやぁぁぁ！　ですの！」


「沙凪っ……ですのとか言ってる場合かよぉぉぉ！」


　ツッコミながらも手を伸のばす隆良だが、間に合わない──ガラス片が、沙凪を傷つけるかと思われた、その時。


「沙凪っ────え!?」


　沙凪の頭上に火が灯り、それが弧こを描えがいて、さながら炎の蛇へびが舞まい踊おどるかのようにガラス片を襲おそう──ついにガラスは溶とけ始め、鋭するどさを失ってから沙凪へと降り注いだ。


「にょ、にょほ……？　ってアチチチチですのぉぉぉ!?　ふおおおっ、どっせぇぇぇい！　ッシャー、オラッ！　ですのっ！」


　ぶん投げる勢いで振ふり払はらい、威勢の良い雄お叫たけびを上げる沙凪──元気いっぱい、無事これ幸いといった様子の沙凪を見て、隆良が安あん堵どしつつ──続いて夜侘のほうを見る。


「……お前が助けたんだな、夜侘……」


「はあっ、はあっ……たから、さま……？　……たから……？」


　先ほど沙凪が呼んだ『隆良様』という言葉に反応したのだろう。息を切らせながらその名を数度ほど口にすると、隆良は腕うで組ぐみしつつ笑った。


「おお、やっと思い出したか？　ったく、この俺様を忘れるなんざ、不届き者にも程があるぜ。こりゃアレだな、バツとしてアリアと魅神の前でも、例の『妄もう想そう一人交こう換かん日記』の朗読決定だな。覚かく悟ごしろよ──って、熱ぅっ!?　おい、冗じよう談だんだっつの、怒るなよ！」


「……アタシ……アタ、シ……」


「……ったく、仕方ねーな。ほれ、いい加減、いつもの調子に戻れよ？　ンな死んだ魚みてーな目ぇしてねーでよ……いつもみたいにビクビクして、常に涙なみだ目めで『ふきゅう』とか『ふにゃあ』とか言ってりゃイイんだよ。このイタイタ厨ちゆう二に娘むすめ──って、アツツツ!?」


「…………」


　再度、隆良の鼻先に点火しながらも──彼の言葉を耳にしていると、夜侘の無意識の中に火が灯りそうになる。温かいような、照れ臭くさいような、恥はずかしいような──恥ずかしいのは、隆良に『妄想一人交換日記』だ『厨二娘』だと言われているからかもしれないが──けれど、生気の感じられなかった夜侘の目に、ほんの一筋──光が宿ろうとしていた。


「────隆たか」


　夜侘が彼の名を口にしようとした、その瞬間──夜侘の眼前に投げつけられたのは、発光するダーツ。それは地面に着ちやく弾だんするのと同時に、大きな爆発を起こした。


「…………!?」


　思わず顔を背そむける夜侘──隆良もまた、あまりにも突とつ然ぜんの出来事に狼ろう狽ばいしてしまう。


「なっ……なんだぁ!?」


　何が起こったのか、まるで理解できずにいると、良く通る声が上方から聞こえてきた。





「この火災を引き起こしているアウトローというのは──キミだね？」





　どこから入ったのか、高みから登場したアッシュグレイの髪かみを持つ美少年──隆良達以外で旧市街に入った一名というのは、ルリではなく、彼のことなのだろう。張り付けられた仮面のような無表情に、隆良は見覚えがあった。


「テメーっ……トーヤ!?　このヤロー……何しに来やがった！」


「キミに名前を呼ばれる筋合いはないけどね……まあ、見ての通りさ」


「ああ……？　なんだよ、何が見ての通りだ!?」


「決まっている──アウトローを、排はい除じよしに来たんだよ」


「──なっ──」


　アウトローとは、誰だれのことだ──隆良が尋たずねるより先に、トーヤは高みから降り、倒たおれ伏すルリの傍らへと歩み寄る。


「……ルリ、ルリ？　ねえ……ルリ？」


　軽く抱だき起こし、何度か彼女の名を呼ぶトーヤ──しかし返事は、無い。トーヤは何を考えているのか分からない無表情のまま、目を閉じ──再びルリをゆっくりと横たえた。


「……ふう、僕を待っていれば、こんなコトにはならなかっただろうに……ルリは本当に、バカだな」


「!?　おい、テメェッ……！　身体からだ張った仲間に向かって、そんな言い方あるか!?」


「？　僕は思ったコトを口にしただけだよ。なぜキミに、文句を言われなければならないんだい？　──下しも野の根ね隆良」


「……！　トーヤ……テメェェェ……！」


　ギリッ、と歯は嚙がみしながら、拳こぶしを強く握にぎりしめる隆良──そんな彼を見た夜侘が、続けてトーヤのほうへ視線を移す。彼女の瞳は──いつの間にか、再び冷たく沈しずんでいた。


「……トーヤ……？　隆良の、敵……隆良の、邪じや魔まをする、ヤツ……」


「……焰熾夜侘、推定Ａランク級アウトロー──」


　トーヤの発した言葉に、しかしすぐさま隆良が嚙かみつく──


「なっ……おい、何言ってやがんだ!?　夜侘はアウトローなんかじゃねぇっ……間ま違ちがえんじゃねーよ、オイッ！」


「…………」


　が、トーヤは隆良を完全に無視し──夜侘に向けて、冷たい視線を送っていた。


「危険因子と見なし──アウトローは、即そつ刻こく排除と決定する」


　完全に夜侘をアウトローと断じ、その排除を執しつ行こうしようとするトーヤ。対する夜侘も、その真しん紅くに輝く瞳をトーヤに向け──


「隆良の、敵は……アタシの、敵っ……！　敵は────アタシが、倒すっ！」


　止めることの出来ない戦いを、始めてしまった──








　先ほどの工場から離はなれつつ、トーヤは旧市街の通りで夜侘と交戦していた。隆良と沙凪もそれについて行きながら、夜侘を必死に制止しようとする。


「おい、夜侘っ……止めろ！　落ち着け……被ひ害がいが拡大しちまうだろーが！　夜侘、おい、夜侘ー!?　……俺の声が聞こえねーのか!?」


「夜侘ー！　このお嬢じよう様さまたるわたくしが止めてますの、大人しくしますのーっ！」


　しかしいくら呼びかけても、夜侘は止まるどころか──


「はぁっ……うる、さいっ……アタシは、隆良のためにっ……戦う、のっ！」


「うおっ……あ、アチチチ!?」


「た、隆良様、大だい丈じよう夫ぶですのー!?」
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　あろうことか、隆良にまで火を放つ。隆良のためにと言いつつ、隆良にまで危害を及およぼしてしまうのは──あるいは彼を、隆良と認にん識しきしていないからだろうか。これは傍はたから見ても、明らかな暴走状態だ。


　そして問題なのは、夜侘だけではない──


「────はっ！」


　一声放つと同時に《爆ばく発はつするダーツ》を投げつけるトーヤ──その爆破が、まだ夜侘を捉とらえていないことに安堵する隆良だったが、このままでは時間の問題かもしれない。


「……こうなったら、わたくしが何とかするしかありませんの……！」


　決心を固めた様子で呟つぶやく沙凪──とはいえ『虫一いつ匹ぴきを自在に操あやつれる』だけの能力で、どうやってこの戦せん闘とうに介かい入にゆうしようというのか。無む謀ぼうとしか思えないが──しかし沙凪には、何やら秘策があるようだった。


「通常の個体より、優に二倍以上の体たい軀くを誇ほこるオオスズメバチ──『頂点の蜂王キング・キラービー』ですの──出来ることなら、これだけは使いたくなかったですの……」


　環かん境きようか、それとも別の要因か──異常成長を遂とげたオオスズメバチだ。かなり希少な個体で、入手には相当の労力を要したという──切り札として取っておいたそれを、沙凪が今まさに、常時身に着けているポーチから出そうとした。


「さあ、いきますのよ！　この戦せん況きようを、今こそ覆くつがえしま──すのんっ!?」


　透とう明めいなビンの中に入っている『頂点の蜂王』とやらを見て、沙凪、絶句──その希少なオオスズメバチとやらは、ピクリとも動かない。ゆさ、ゆさ、とビンを左右に揺ゆすってみても──まるで反応しなかった。


　そう……スズメバチというのは、熱に弱い生き物なのだ。そして今、沙凪達のいる旧市街は、まさに火の海。残念ながら、『頂点の蜂王』さんは──


「………………」


　沙凪は、何も言わなかった。何も言わずに、ビンをポーチの中へ戻もどした。心は泣いていたが、彼女はそれを表に出さず──哀かなしみを声量に転てん換かんして、大いに叫ぶ。


「夜侘ィー！　オラッ、さっさと正気に戻りますのォー！　おいトーヤこのヤロウ、夜侘にヒドいコトしてんじゃねぇんですのよォーッ！」


　哀しみが尾おを引いてか沙凪の口調は乱暴だが、隆良もまた、その勢いに乗じてトーヤの説得を試みる。


「この……アホトーヤ！　いい加減にしやがれってんだよこのバカ！　夜侘はアウトローじゃねーっつってんだろタコ！　聞こえねーのかオイコラ、スカポンタンー！」


　……少々説得とは掛かけ離れている気もするが、とにかく呼びかける隆良に対し──トーヤの放つ返答は、あまりにも冷たかった。


「……今の彼女を見て、どれだけ目が曇くもっていれば、アウトローじゃないなんて言えるんだい？　キミはこんな危険要素を、放置しておけと言うのかい？」


「ふざけんなっ！　テメーが横よこ槍やり入れてこなけりゃ、夜侘はこんな風に暴れてなかったっつーんだよ！　俺や、沙凪の声は……間違いなく、夜侘に届いてたんだよ！」


「はあ……どこにそんな保証があるって言うんだい？　そんな不確かなモノに縋すがって、もし失敗したら、どれだけ被害が広がるか──そんなことも想像できないのかい？」


「だからっ……夜侘は、そんなコトしねーって──」


「事実──ルリは彼女に傷つけられ、倒れた」


「────っ！」


　それは先ほど、隆良も目まの当たりにした現実──一体、どういう経けい緯いでそうなったのかなど、隆良には分からない。恐おそらく、トーヤも知らないだろう。しかし事実として、夜侘の暴走によって、一人の人間が倒れてしまったのだ。


「それが、僕の見た全すべてだ──そこから、僕は判断する──焰熾夜侘は、放置しておいては危険なアウトローだ。だからこそ、僕はヒーローとして──彼女を、排除する」


「なっ……おいっ、待て！　そんなモン、ヒーローなんかじゃ──」


「……キミとの問答は、時間の無む駄だだ。もう、飽あきたよ」


　冷たく言い放ったトーヤが、右手にダーツを形成し──


「すう──はぁっ！」


　夜侘に向けて、完かん璧ぺきなコントロールで投げつけた。


「なっ……夜侘、避よけろっ！」


「……っ！」


　隆良が促うながすも、しかし夜侘は避けず──真紅に輝かがやく瞳ひとみで、迫せまり来るダーツを視認した。その瞬しゆん間かん──灯った火にぶつかったダーツは、中空で爆発する。


「っ……はぁ、はぁっ……」


　爆風に顔を歪ゆがめながら、夜侘は息を切らす──疲つかれているのだろうか、どことなく痛々しい風ふ情ぜいの彼女を、物もの陰かげに隠かくれているトーヤは、それでも冷れい淡たんな目で見つめていた。


「……厄やつ介かいな能力だ、埒らちが明かないな……」


　ぼそり、呟きながら──トーヤは周囲をぐるりと見回す。旧市街の中ほどで、雑然と居並んでいる廃はいビルを見上げ──トーヤは感情の読めない無表情のまま、軽く俯うつむいた。


「……終わりにしようか」


　すくり、立ち上がり──物陰から出て行ったトーヤが、これ見よがしに異能のダーツを投げつけるポーズを取る。そして、夜侘がトーヤのほうへ向こうとするのと、ほぼ同時のタイミングで──トーヤはダーツを、彼女に投げつけた。


「あっ……くっ……はっ！」


　瞬間、先ほどと同じく、夜侘の灯す火に遮さえぎられて、ダーツは着ちやく弾だん前に爆発する。爆風によって視界が遮られ、疲れに意識も朦もう朧ろうとする夜侘の耳に届いたのは──


「なっ……止やめろ、テメェ……トーヤぁぁぁ！」


　どこかで聞いた、忘れ得ぬ人の声。その正体が摑つかめないでいる夜侘の頭上で──不意に廃ビルから、大きな爆発音が響ひびく。


「…………？」


「夜侘っ……こっちに来い、早くっ！　──夜侘ぃぃぃ！」


「──え──」


　重い音を立て、地に落ちる数多あまたの瓦が礫れき──それらが夜侘へと降り注ぐ。


「……!?　お、おい、噓うそだろ……おい、夜侘っ！」


　まさか、瓦礫の下した敷じきに──と、背筋が凍こおる思いの隆良だったが、しかし次の瞬間、


「夜侘っ──う、うおっ!?」


　夜侘がいたはずの場所から、火か炎えんが渦うずを巻いて天に昇のぼり──周囲へと瓦礫を弾はじき飛ばす。瓦礫に遮られてしまった隆良からは目視できなかったが、炎ほのおが消えた後、その中心にいたのは──紛まぎれもなく夜侘だった。


　彼女は、ほとんど無傷──これにはさすがのトーヤも、眉まゆ根ねを顰ひそめずにはいられない。


「……暴走状態とはいえ、この異常な出力……やはり、危険だな……」


　口調は冷静だが、その背筋には冷たいモノが流れている──そんなトーヤへと、瞳を真紅に輝かせた夜侘が、なおも攻こう撃げきを加えようと迫る。


「はぁ、はぁ……隆良の、敵を……倒たおす。……倒、す……？」


「くっ……！　……？」


「う、あ……うぅ……？」


　ぐらり、夜侘の体が左右に揺れる。真紅の瞳は、チカチカと点てん滅めつするように輝いては消え──それと同時に、今にも消えそうな微び小しような炎も、中空で灯っては消えた。


　恐らく、先ほど巻き上げた火炎の渦が最後の力だったのだ──蠟ろう燭そくが燃もえ尽つきる寸前、激しく燃え上がるのと同じようなモノだろう。夜侘はもう、限界なのだ。


　と、そこで──隆良が吹ふき飛ばされた瓦礫をかき分け、ようやく現れた。


「夜侘……おいっ、無事か!?　あ……夜侘っ！」


　彼女の名を呼び、目立った外傷の無い姿を見つけて──隆良は大きく溜ため息いきを吐ついた。


「はあっ……な、なんだよ……心配させんじゃねーよ……ははっ」


「……あっ……」


　安心したように笑う、少年の姿──彼を見て、『ああ、そうだった』と、夜侘は思い出す。彼のために強くなりたいと、力を得たいと──そう望んだのだ。彼の安心したような笑え顔がおを見て、疲れ切った少女もまた、同じく安心したかのように微笑ほほえんだ。


「──隆良──」


　彼の名を呼んだ瞬間、夜侘の身体からだは一ひと際きわ大きく揺れ──横向きに倒れ込む。


「!?　夜侘、おいっ……どうした、大丈夫かっ……って、ん？」


「……すう、すう……」


「……は、ははっ……なんだよ、散々暴れまわって、疲れて眠ねむっちまうって……」


　子供かよ──と呆あきれて失しつ笑しようする隆良だが、それ以上に心中は安あん堵どしきっている。


　それにしても、ほとんど無傷なのは奇き跡せきとしか思えないが──とにかく隆良は、こんな所にいつまでもいられないと、夜侘を連れていくために歩み寄ろうとした。


「ったく、手間かけさせやが────って？」


　瞬間、横目で隆良は──確かに、見た。トーヤの姿を──『爆発するダーツ』を構え、今まさに気絶している少女へ──夜侘へと、投げつけようとしているのを。


（おいっ……ざっけんなよ、テメッ……何してんだ、このスカッ……！）


　罵ば声せいを口にしている暇ひまも、無い──隆良は反射的に、夜侘へ飛びつき──


「────おおおらぁぁぁっ！」


　彼女を抱かかえ、逃にげ出そうとする──と、つい先ほどまで夜侘が横たわっていたその場所で爆発が起こり、隆良がバランスを崩くずして倒れ込む。


「うおっ！　つうっ……よ、夜侘……大丈夫か!?」


「……ぅ、ぁ……？」


「夜侘？　……目ぇ覚めてんのか？　大丈夫か!?」


「……たか、ら……？」


「！　おお……そうだよ、俺だよ！」


　薄うすぼんやりと、目を開いた夜侘──しかし、今にもその目は閉じてしまいそうだった。


　けれど彼女は──確かにはっきりと、隆良の名を呼びながら、彼に語りかける。


「隆良……アタシ、なんだか……怖こわい夢、見てたの……見てた、みたい……？」


「おお……そりゃ夢だ、夢！　安心しろっつーの、もう怖い夢なんて、見るこたぁねーよ。大丈夫だっつの！」


「ホント……？　アタシの交こう換かん日記……朗読しないでくれる、の……？」


「それが一番怖いんかぃぃぃ！　……あ、いやまあ、大丈夫だって。ほれ……怖い夢なんて見ても、俺が絶対助けてやっから……おい、夜侘……夜侘？」


「……よかった……隆良、お願い……放さないで、ね……？　怖い夢、見ちゃいそうだから……お願い、だよ……？」


　力なく手を差し出してくる夜侘の手を──隆良が、ぎゅっ、と力強く握にぎる。


「……ああ、大だい丈じよう夫ぶだって。安心して……もうちょっとだけ、寝ねてな」


「……えへへぇ……」


　薄うっすらと微笑んで──夜侘は再び『すう、すう』と穏おだやかな寝息を立てる。


　これは、夜侘だ──いつもの、夜侘だ。もう、暴走などしていない。怖がりで、小心者で、しょちゅう涙なみだ目めになる──いつもの夜侘が、帰ってきた。


　もう、危険なことなど、何も無い────それなのに。


「下野根隆良──焰熾夜侘を、処分する。こちらへ引き渡わたせ」


　彼は──トーヤは、ようやく帰ってきた夜侘を、引き渡せなどと言ってくる。もう危険は無いのに、処分するなどと──そんな事を、平気で口にする。


　トーヤからは、隆良の顔は見えない。隆良の背中へ向けて、彼は再び声を掛けてくる。


「下野根隆良──聞こえないのかい？　それとも、キミごと処理して欲しいとでも言うのかい？　……下野根、隆良？」


「──沙凪」


　トーヤの言葉には返事もせず、隆良は沙凪を呼んだ。一いつ瞬しゆん、自分が呼ばれたことに気付かなかった沙凪が、慌あわてて隆良と夜侘のほうに駆かけ寄った。


「は、はいですのっ！　隆良様っ……この沙凪が来ましたのよーっ！」


「おう……夜侘のコト、ちょっと頼たのむわ。お前が連れて、向こうに行っててくれるか。夜侘からは、離れないで……手でも握っててやってくれよ」


「た、隆良様？　え、と……わ、分かりましたの……」


　怪け訝げんな表情の沙凪ではあったが、素直に受け入れ──寝息を立てる夜侘に肩かたを貸しながら、ふらふらと離れていく。


　そして、その場に残ったのは、二人──いまだに振ふり返ろうとしない隆良の名を、トーヤが呼ぶ──


「……下野根隆良」


「おう、トーヤさんよぉ──テメーに、聞きたいことがある」


「……？」


　顔を見せないまま声を発した隆良に、首を傾かしげるトーヤ──そんな彼の様子を知ってか知らずか、隆良はそのままの姿勢で尋たずねた。


「お前の言うヒーローっつうのは、何なんだ？　弱って倒れた少女に向けて、容よう赦しやなく攻撃して追い討うちかけようとすんのが、お前の言うヒーローなのか？」


「…………」


　質問の意図を摑みあぐねているのか、トーヤは少しだけ沈ちん黙もくしていたが──隆良の問いに、無表情のままで答えた。


「焰熾夜侘の力は、危険だ──放置しておけば、もっと大きな災害を引き起こすことになるかもしれない。現に、完全に制せい御ぎよできていなかったからこそ、この旧市街の惨さん状じようがある──危険な者は、早い内に排はい除じよしておくのが、妥だ当とうだ」


「夜侘が、自分の異能を制御できるようになったら？　そうしたら、テメーのほざく心配なんざ、無意味になるだろうが」


「制御できるようになる保証が、どこにある？　そもそも、暴走してしまうような心の弱い人間が、過ぎた力を持つこと自体、危険だろう。キミのように甘いコトばかり言っていては、手て遅おくれになりかねない──やはり処分するのが、妥当な判断だ」


「……妥当、ねぇ……妥当、妥当、妥当……」


「……何だい、一体……何か、文句があるっていうのかい？」


　今度は逆に問いかけてくるトーヤに、「へっ」と隆良は蔑さげすむような声を漏もらす。


「危険だと思うから、力が制御できるようになるか分からないから、保証がないから──だからとりあえず、排除する。相手が気弱でビビりで泣き虫な少女でも、関係なく、とりあえず排除する──ああ、大したヒーローだ、ご立派だ……」


「……何が言いたい、下野根隆良──」


「……そんなヒーロー──聞いたコトねえ、っつうんだよっ！」


　怒いかりの形相で振り返った隆良が──トーヤを思い切り睨にらみつける。


「少女を助けるでもなく、むしろ敵として、本気でぶっ潰つぶしにかかるようなヒーローなんて……テメー聞いたコトあんのかよ、バァーッカ！　そんなモン、精々悪役だろうが！　俺は少なくとも──そんなつまんねぇヒーロー、知らねぇぞ！」


「……だったら……キミは一体、どんなヒーローなら知っているっていうんだい？　僕よりもヒーローに相応ふさわしい姿勢の者がいるというのなら、言ってごらんよ」


「おお、耳ぃかっぽじって良く聞けや……ヒーローらしいヒーローってのはな──！」


　握り拳こぶしを振り上げて、隆良は吼ほえるように──叫さけぶ。


「アニメやら、特とく撮さつやら──漫まん画がの中に、いる！」


「……は？」


「アイツら、カッコイイだろが！　助けを求める少女を救い、自分勝手な悪党をぶっ飛ばし、風のように颯さつ爽そうと去っていく──テメーみてーに、助けらんねぇモンは助けらんねぇってさっさと諦あきらめるような、つまんねぇヒーローとは、大おお違ちがいだぜ！　へっ、どーよ、俺の言う通りだろ……ぐうの音ねも出ないだろーが！」


「…………バ…………」


　ぐうの音は出ないが、『バ』から始まる言葉は出るトーヤ──そして、今まで一いつ貫かんして無表情だった顔に──ついに変化が訪おとずれる。


「バカじゃないのかい……？　キミ……」


　といっても、とんでもない呆れ顔である。ちなみに夜侘を連れて、少し遠巻きに隆良の話を聞いていた沙凪などは、


「隆良様……さすがにそりゃ、トンデモねーと思いますのよ……でも」


　くっ、と思わず失しつ笑しようしてしまい──


「なんか、まあ、久しぶりに……隆良様らしいですの！　にゅふふ！」


　隆良達には聞こえない程度に、妙みような笑い声を漏らすのだった。


　さて、トーヤに『バカ』などと言われた、隆良の反応はというと──


「は？　今さらナニ言ってんだ…………バカに決まってんだろーが！」


　何とも性タ質チの悪い、開き直りだった。


「大体な、無む抵てい抗こうのヤツに爆ばく弾だんダーツ投げつけたり、怪け我が人にまで投げつけたり、そんなコトしてるスカポンタンが、ヒーローらしいワケねーんだよ。ヒーローってのは、真正面から、正々堂々とぶつかっていくモンだろーが。あ、俺が言うなって？　イイんだよ俺は別に。正々堂々と真正面から奇き策さくを練るタイプのヒーローなんでな。そういうヒーローも、確か何かの漫画でいたぜ？」


「……ふぃ、フィクションと現実の区別も、つかないのかい……？」


「おーおー、今度はフィクションと現実と来ましたか。これまた随ずい分ぶんとご大層な言い訳ッスね～？　これが現実だから理想は追えないって、言い訳しながら堅けん実じつな道を選ぶのは、さぞかし楽なんでしょーねぇ～？」


「……はあ、もういい……キミと話をしようとした、僕がバカだったよ……」


　溜ため息を吐ついたトーヤが──直後、冷れい徹てつな視線を隆良に向ける。


「下野根隆良……キミの甘さにも、バカさ加減にも、つくづく呆れ果てるよ……これ以上、僕の邪じや魔まをしようというのなら」


　一際、鋭するどい目つきを作ったトーヤが──その右手に、爆ばく発はつするダーツを形成した。


「いい加減、目め障ざわりだ──今すぐキミを、排除する」


「……やってみろ、このエセヒーローっ……！　テメーなんかに、俺は負けねぇっ！」


　隆良が臨戦態勢に入るのと、ほとんど同時に──


「！　うおっ……」


　トーヤは躊ちゆう躇ちよなく、無造作にダーツを投げつけてきた。トーヤに関して最も危険なのは、異能そのものでなく、こういう躊躇のない性格かもしれない──本当に、思考から行動までの予断が徹てつ底ていして短いのだろう。だからこそ、投げつけられたダーツへの反応が遅おくれ、避よけきれなくなりそうなコトが、ままある。


　が、しかし──予測していれば、また別の話だ。


「うおらっ……撃うち落してやらぁっ！」


　飛んでくるダーツに、隆良はゲルを発射し──ぶつけあうことで相そう殺さいする。中空で爆発したダーツは、その辺りにゲルをまき散らし──なかなか気持ち悪い光景を作り上げる。


「へっ、どうだっ……見たか！」


「ああ、うん……あまり見たくなかったかな。気持ち悪いし……」


「ケッ、負け惜おしみ言ってんじゃねーよ……お前のダーツは見ての通り、撃ち落としてやったんだぜ？　少しは焦あせれっつう──」


「……こんなコトで、僕の異能を攻こう略りやくした気になっているのなら──それが、甘いと言っているんだ」


「あん？　……なっ──!?」


　瞬間──トーヤの右手に形成されているダーツを見て、隆良が驚きよう愕がくする。トーヤの右手には、一本だけでなく──三本ものダーツが、形作られていた。


「一つずつしか作れない、と言った覚えはないよ。それに奥の手というのは、隠かくしておくものさ。……まあ、使う相手がキミ程度というのは、締しまらない話だけど」


「くっ……！」


「さあ──ガードしてみるんだね、出来るのなら……だけど」


　言うや否いなや、投げつけられるダーツ──飛んでくる数本のダーツにゲルを撃ち込むのでは、間に合わない。隆良は両手から、視界一いつ杯ぱいにゲルを拡散し──


「──よしっ！」


　恐おそらく、ゲルに着ちやく弾だんしたのだと思おぼしき音が、二つ──二つ？


　あと一本は──と隆良が訝いぶかしむのと、ほぼ同時に答えが出た。視界を覆おおう大量のゲルが、びしゃりと地に落ちた瞬間──遅れて来たもう一本が、隆良の身体からだへと──着弾する。


「あ────がっ……！」


　そして、爆発──隆良は為なす術すべもなく、その場に崩くずれ落ちてしまった。


「たっ……隆良様ぁーっ!?　そ……そんなっ……」


　沙凪が声を張り上げるが、うつ伏ぶせに倒たおれた隆良は、動く気配を見せない。しかし無抵抗の彼に──トーヤは、あくまでも冷ややかな視線を向けていた。


「これで分かっただろう？　これが現実さ──キミがいくら理想を謳うたおうと、キミの力では、夢を語ることも許されない。なぜならキミは──弱いんだから。それは僕達に与あたえられた『異能』の差を見ても、明らかだろう？」


「ぐ、う……ぅ」


「弱者は、ヒーローにはなれない──ましてやキミのような、あんな……ゲルなんて、生理的に厳しいモノを出すような……何より、弱い人間はヒーローに相応しくない──」


　トーヤは、無表情──の、はずだ。けれどその無表情に、不思議と憎ぞう悪おが滲にじみ出ている──彼なりに、ヒーローへの想おもいというのは、並々ならないモノがあるのだろうか。


「弱いキミが、ヒーローという名を口にするコトで、ヒーローの品格が貶おとしめられている。下野根隆良──残念だけど、キミはここで終わりだ」


　トーヤが右手に、爆発するダーツを形成し──それを、投げつけようとする。


「──バイバイ、下野根隆良──」


『──待てっ！』


　が、ダーツがトーヤの手から離はなれる直前、止めに入ったのはアリアの声だった。しかし、その姿は遥はるか上空──なんと彼女は、ヘリに乗ってやってきたらしい。操縦するのは、いつもの黒服──アリアは拡声器を通した大音量で、トーヤへと声を送っていた。


『その風ふう体てい──キサマ、王おう真ま燈とう矢やだな。一体何が目的で、こんな所にやって来た？』


　上空を見上げたトーヤが、「ふん」と顔を顰しかめ、ポケットから四角い機械を取り出す。


「……まさか、本当にこんなモノを使う日が来るとは……分からないモノだね」


　どうやら機械は小型の拡声器らしい。政府を離れてフリーで活動していたトーヤは、それゆえにいくつかの機能的な道具を個人で所有していた。拡声器もその一つで、用よう途ととしては威い嚇かくに使うため──とはいえ今まで大声での威嚇など必要としなかったから、使うのは今回が初めてらしいが──とにかくトーヤは、拡声器を通してアリアに返事を送る。


『キミは、アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルターだね？　ルリから聞いているよ……それで、僕がどうしてココへ来たのかって？　決まっている、アウトローを排除するためさ』


『……ほう？　それならば、キミはお呼びでないはずだが？　ここにアウトローはいない……もっと別の場所を探すのをオススメするが』


『何を言っているんだい？　ここに二人もいるじゃないか──焰熾夜侘と、そして──下野根隆良が』


『!?　キサマこそ、何を言っている!?　二人は、政府の公式なストレンジャーで──』


『黙だまれ、アリア・来武・エリノア・ヴァルター──政府のストレンジャーだから、何だという？　そんなモノ、関係ないさ』


『!?　なんだと……一体、どういう意味だ！』


　上空からでは、アリアは言葉で戦う以外に術がない──何とか隆良から注意を逸そらそうとするも、トーヤは隆良にダーツを向けたまま、無表情で話を続けた。


『強力な能力を制せい御ぎよできず、周囲に被ひ害がいを及およぼすような危険人物は、アウトローに他ならない。焰熾夜侘は──紛まぎれもなく、アウトローだ』


『……それは全力で否定させてもらおう。彼女は己おのれの異能の本質を知らなかっただけだし、暴走してしまったのは彼女の意思ではないはずだ。彼女に対し、アウトローの認可が下りることは決してない。さて……では、隆良くんは、どうだという？』


『彼は──弱いくせにヒーローという名を口にし、理想ばかりを求め、弱い故ゆえにそれを叶かなえることが出来ず、結局は誰だれかを傷つけることしか出来ない──ただの愚ぐ物ぶつだ。存在するだけで、ヒーローとしての品格を貶める──アウトローとして、排はい除じよすべき存在だ』


『……は？　な……何を言っている……？』


　夜侘への言い分と違い、あまりにも私情で塗ぬり固められた言い分。聞いている人間にしてみれば、まるで意味が分からない。


『そ、そんなモノ……完全に貴様の言いがかりではないか！　整合性の欠片かけらもないっ……そんな話で、隆良くんをアウトローとして認められるかっ──』


『誰がキミ達に認めて欲しいと言った？　これは、僕が決めたコトだよ』


『っ……！』


　あまりにも身勝手な言い分を、まるで公的な事のように口にする──そもそもトーヤという男は、この強ごう情じようさゆえに政府から危険視されていたのだ。


　もはや対話などままならない──アリアの焦しよう燥そうが募つのる中、ついにトーヤが動き出す。


『……さて、お別れは済んだかな？　そろそろ腕うでも疲つかれてきた……終わりにしよう』


『なっ──ま、待てっ！　くっ、こうなったらっ……！』


　ヘリから身を乗り出すアリア──が、しかし、黒服の一人が慌あわてて彼女の白衣を摑つかみ、それを押し留とどめた。


「ちょっ……室長、何しようとしてるんですか!?　危ないですよ！」


「!?　放せ、黒服Ｂ……！　邪魔をするなっ！」


「Ａです！　いや……無茶ですって!?　いくらなんでも、こんな高さからじゃ……」


「この程度が何だ！　早くしないと、隆良くんが……隆良くんがっ！」


　アリアの危き惧ぐする通り、トーヤは今にもダーツを投げつけようとしている──黒服Ａに白衣を摑まれ、飛び降りることもままならないアリアは、再び拡声器を通して制止する。


『っ！　待て……待って、頼たのむ、お願いだっ……！　何か要求があるというのなら、それを飲む！　だから、隆良くんにっ……手を出すな！』


『それも、僕が決めるコトだよ──さようなら、下野根隆良──』


『やっ……やめろっ……やめてくれぇぇぇっ！』


　アリアの叫さけびは虚しく──ついにダーツは、投げられた。ゆっくりと弧こを描えがいたそれが、うずくまる隆良の身体へと向かう──その途と上じよう。


「────『雷らい陣じん』────」


　パリ、パリッ、と音を立て、複数個の電でん撃げきのビットが舞まい踊おどり──隆良を襲おそおうとしていたダーツを阻はばみ、途と中ちゆうで誘ゆう爆ばくさせる。


「……この電撃は……」


　あからさまに眉まゆ根ねを顰ひそめるトーヤ。そんな彼へ向け、凜りんと澄すんだ少女の声が──心底、いや、もはや地の底から湧わき上がるような憤ふん怒ぬを孕はらみ、飛んでくる。


「ふざけてんじゃないわよっ……この大おお馬ば鹿か野や郎ろうっ……！」


　声の主は、それを発したとは信じられないような、煌きらめくような金きん髪ぱつの美少女──松まつ葉ば杖づえをついて右足を庇かばいながら現れた彼女が、その場で小型の通信機を左耳に装着し──アリアとの通信を繫つなげる。
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『……アリア、私……』


『き、キミは……なぜここへ!?　あれほど絶対来るなと言っただろう!?』


『……ごめんね。心配しないでなんて、今さら言えないけど……』


『なっ……どこへ行く、危険だ！　それは身を以もつて知っているだろうっ……なあっ!?』


『後で、いくらでも謝るから……だけど、今だけは──許して』


　松葉杖をつき、彼女が前へ出た時──隠れていた沙凪が、ひょっこりと顔を覗のぞかせる。


「……何となく、来るような気がしてましたの……アナタが何もせずにジッとしてるなんて、隆良様くらい、らしくねーんですもの……ねぇ？」


　笑えみを浮うかべる沙凪と、心配顔を隠せないアリア──対照的な二人の声が、重なった。


「「──魅神っ！」」












　05　ところで戦隊モノのヒーローって、単身のボス怪人に対して五人くらいでフクロにするコト良くあるけど、アレって正義としてアリなの？







　魅み神かんの姿を視し認にんした沙さ凪なぎが、いまだ気を失っている夜よ侘わびを伴ともなって、魅神の後方へと下がっていった。沙凪とも通信を繫げたアリアが、夜侘の様よう態だいを慮おもんぱかって沙凪へと尋たずねる。


『沙凪ちゃんっ……夜侘ちゃんは、無事なのか!?　怪け我がは……!?』


『アリア、落ち着きますの。隆たか良ら様がちゃんと助けてくれましたの……大だい丈じよう夫ぶですのよ』


『！　そうか、良かった……やはり隆良くんの声は、夜侘ちゃんに届いたのだな……』


　アリアは安あん堵どするが、沙凪は『隆良がトーヤの攻こう撃げきから夜侘を助けた』という意味で言っていたため、『隆良の声が届いた』という言い方に違い和わ感を覚える。


『？　……ていうかアリア、なんだか、最初から予測してたみたいな言い方ですの』


『あ……いや、そういう意味ではなくてだな……純じゆん粋すいに、信じていたということさ』


『ふむぅ、そうですの？　まあ、信じて当然ですの！』


　胸を張る沙凪──とはいえ、当の隆良はトーヤの攻撃を受け、地に突つっ伏ぷしている。そんな隆良を見た魅神が、続けて沙凪の近くで寝ねかされている夜侘を眺ながめ、苦い顔をした。


「……沙凪ちゃん、夜侘ちゃんのコト……お願いね」


「ええ、分かってますの……でも、魅神はどうしますの……？」


「ん……私はちょっと、バカに用事があるの」


「そうですの……まあ、気を付けるんですのよ。わたくしの分も、よろしくですの」


『えっ……魅神!?　待てというのに！　ヤツは危険だと──！』


　松葉杖をついて進む魅神を、しかし上空にいるアリアは止められない。


　魅神は、トーヤを真まっ直すぐ見み据すえていた──無表情のトーヤは、どことなく退たい屈くつそうな声で、魅神へと尋ねる。


「やあ、『雷らい神じん』さん──久し振ぶり、かな？　それで、何か用かい？」


「…………」


「まさか、僕を倒たおしに来た、とでも言うのかい？　松葉杖を使わないとロクに歩けないような、そんな有様で。だとしたら、無む謀ぼうもいいところ──」


「黙りなさいよ──大馬鹿野郎の話なんて、聞くに堪たえないのよ」


　ピシャリと撥はね除のけられ、しかしトーヤは更さらに訊きいた。


「……さっきも言われたけど、その大馬鹿野郎というのは、僕のコトかな？　……キミにそんなコト、言われる筋合いはないけれど」


「ふんっ、大馬鹿野郎に大馬鹿野郎って言って、何が悪いのよ。くだらない理り屈くつを得意気に揮ふるって、勘かん違ちがいした価値観を相手に押し付けるようなヤツは、大馬鹿野郎で充じゆう分ぶんよ」


　そう断じながら──魅神は軽く視線を伏せ、神しん妙みような声を漏もらす。


「……けれど私は、そんなアンタに感謝するわ。アンタがバカ隆良に、アンタの独りよがりなヒーロー論を押し付けてなかったら、きっと私も……大馬鹿野郎のままだったから」


「……僕が、独りよがり……だって？」


　トーヤの無表情に微かすかな不快感が滲にじむが、魅神は『だからなんだ』とばかりに続ける。


「そうよ──アンタは、バカ隆良がどんなヤツなのか知らない。知らないクセに、バカ隆良が『ヒーロー足り得ない』だなんて勝手に決めつけた、独りよがりの大馬鹿野郎よ」


「……何を言うかと思えば、下らない。僕が言っているのは、事実じゃないか。現に、彼は手も足も出せず、僕に倒された。こんな弱者がヒーローだなんて──」


「だから、勝手に決めつけてんじゃないわよ、大馬鹿野郎──隆良はまだ、アンタなんかに負けてないんだから」


「……？　それは、どういう──」


「はあ……すうっ──」


　もはやトーヤには返事はせず、魅神は大きく息を吸い込み──倒れている隆良に向けて、思い切り叫んだ。


「──いつまで寝てるのよ、バカ隆良ぁーっ！」


「……ぅ、ぁ……？」


「早く起きないとっ……あばばばさせちゃうわよーっ!?」


「──!?　うおおお、ざけんなこの電動ミカンー!?　……って、お？」


「ったく……寝ぼすけなんだから。でも、ようやく起きたわね」


「アレ？　俺、確か……って、魅神!?　お前、なんでこんなトコにいるんだよ！」


　分かりやすく驚おどろく隆良──が、しかしそれ以上に驚いていたのは、彼を倒したと思い込んでいたトーヤだった。


「……？　爆ばく破はの加減を間違えたかな？　……僕としたことが」


　首を捻ねじりながら、何やら一人で納なつ得とくしようとするトーヤ。そんな彼にはお構いなしで、魅神は隆良へと、声せい援えんとも罵ば声せいともつかない声を送り込む。


「全く、情けないわねっ。そんなヤツにやられそうになってんじゃないわよ、もうっ！」


「んなっ……お、お前な、いきなり現れて、勝手なコト言うなっつーの！　俺だって、出来る限りのコトやって──」


「あらあら、今度は言い訳ぇ？　夢見がちな前向きバカにしては、らしくないんじゃないのぉ？　それともまさか……あのトーヤなんてヤツに、ビビってるの？」


「んなっ……誰がビビるかっつーの！　……くそっ……つーかお前、そんなナリで何しに来たんだよ！　戦える状態じゃないクセに……安静にしてろって言われてんだろが！」


「……そうね。それはバカ隆良の、言う通りよ」


「!?　……な、なんだよ、また急にコロコロと変わりやがって……」


　戸と惑まどう隆良の言う通り、挑ちよう発はつしてきたかと思いきや神妙な顔を見せる魅神──しかし彼女の眼めは、強く、真っ直ぐに──隆良をずっと見据えていた。


「アリアの言いつけを破って、無理してこんなトコまで来て──だけど、戦うことなんて出来なくて……情けないわよ、笑えちゃうくらいにね」


「……魅神、お前……」


「けど、アンタは違うでしょ？　アンタは、戦えるでしょ……戦わないと、いけないんでしょ？　ヒーローとして──アイツに勝たないと、いけないんでしょ？」


「……！　け、けど……俺の『異能』じゃ……」


「はあ、バカね……それが何よ。アンタの『異能』が弱いのなんて、最初から分かりきってるコトじゃないの。アンタはそれが分かった上で、自分のコトをヒーローだなんて言ってたんでしょ？　それがアンタの、強さじゃないの？　その強さで、アンタは私に勝ったんじゃないの？　どうなのよ、ねえ──ヒーローさん！」


「────！」


　隆良の表情が、変わる──つい最近まで『ヒーローごっこなんて止やめろ』と言っていた魅神が、しかし今、隆良へと送るのは──『それを貫つらぬき通せ』という声援だった。


「一回や二回やられたくらいで、ヘコんでんじゃないわよ。アンタはそんなにヤワじゃないでしょ。ゲルがエグいだなんだって言われ続けてるんだから、ヘコみ慣れてるでしょ」


「んなっ……だーから、俺のゲルはエグくないっつーの！」


「ふんっ、エグいわよ。紛まぎれもない事実だもん。……でもね、そんなゲルで私を倒しちゃったアンタが、あんなエセヒーローに負けるなんて許されないのよ。アンタは勝たなくちゃいけないの……それが仮にも、私を──私達を率いている、リーダーとしてのアンタの責任でしょうがっ！　ねえ──そうでしょっ!?」


　松葉杖を放ほうり投げ、魅神は大きく両手を広げる。


「こっちを見ろっ、バカ隆良っ！　アンタが今、どこにいるのか──アンタが今、何を背負っているのか！　その重さを、その目で改めて確認しろっ！」


　そこには、魅神がいて──彼女の後ろには、無む駄だに自信満々の笑みを浮かべる沙凪が。遥はるか上空のヘリからは、心配そうな顔で身を乗り出しているアリアが。そして今、この瞬しゆん間かん──傷ついて眠ねむりについている、守るべき夜侘がいた。


「立ちなさいよ、バカ隆良──負けてんじゃないわよっ、バカ隆良！　アンタを信じる私達に、アンタがヒーローだってコトを──証明してみせろっつーのよっ！　そして、アンタを見くびった大馬鹿野郎に……エセヒーローに！　一発、ガツンとぉ──！」


　隆良へと、強く握にぎった拳こぶしを突き出し──一ひと際きわ大きな声で、魅神は──吼ほえる。





「勝ってきやがれっ──！　バカ隆良ぁ────ッ！」





　隆良は──いつの間にか、立ち上がっていた。魅神の声を聞く前か、後か──それともその瞬間か、それは定さだかでないが──無意識の内に、立ち上がっていた。


　憑つき物が落ちたように、心は軽くなっている。足はいつもより、強く地を踏ふみしめている。視界はこれまで感じたことがないというほどに──広がっている。


「……魅神」


　隆良はその名を呼びながら──不敵な笑みを浮かべて見せた。


「がなり立てんじゃねーよ。後は俺に任せて、怪我人は後ろに引っ込んでな……あの三流エセヒーローは、俺がぶっ倒してきてやるからよ！」


『ありがとよ』と言う代わりに、軽口を叩たたく隆良に──魅神は珍めずらしく、素す直なおに頷うなずいた。


「……用心しなさいよ、バカ隆良……」


　焚たき付けておいて心配顔をする魅神が、それでも隆良の言う通り、邪じや魔まにならないよう後ずさろうとする──が、旧市街ゆえに舗ほ装そうの行き届いていない地面の出っ張りに足を取られ、転びそうになってしまった。


「あっ──きゃっ！」


「おおっと、ですのっ」


「えっ、あ……さ、沙凪ちゃん？」


　しかし転ぶ寸前で、いつの間にか松まつ葉ば杖づえを拾ってきていた沙凪が、魅神の左脇わきから彼女を支える。意外そうに驚いた魅神だが、軽く照れつつも礼を言おうとした。


「……ありがと、沙凪ちゃん」


「にゅふふ、構いませんの……わたくしとて、チームメイト──ぉぉぉ、あばばば……」


「あああ、ご、ごめん！　私、帯電体質だから……ま、松葉杖、ありがとねっ！　もう大丈夫だから、離はなれてっ！」


「あばば……お、オッケーですの、ふう……さささて、そそそんなことより──」


　まだ軽く痺しびれているようだが、気を取り直して沙凪は──隆良とトーヤのほうを見る。


「……コイツは、邪魔だな」


　一言呟つぶやいた隆良が、上着を脱ぬぎ捨てると同時に──トーヤが冷めた声を放つ。


「……茶番は終わりかい？　それと……聞き違いでなければ、下しも野の根ね隆良──キミは、僕を倒すなんて言っていたようだけど」


「へえ、どうやら耳は達者みたいだぜぇ？　その通りだよ、三流ヤロー」


　小指で耳をほじりつつニヤニヤと笑えみを浮うかべた隆良が、続けて自身の目に人差し指を添そえ──あっかんべー、と言わんばかりに舌を出した。


「目ん玉ぁ見開いて、よ～～～く見てやがれよ、エセヒーロー。勘違いヤローのテメーに、今から本物のヒーローの戦いを見せてやる──よ!?」


　隆良が挑発のような言葉を発し終えるより先に──いつの間にやら投げつけられていたダーツが隆良の剝むき出しの上半身に着ちやく弾だんする。


『──隆良くん!?』


　隆良が爆破されるのを目まの当たりにしたアリアが、ヘリから落ちそうなほど身を乗り出すも──それを投げつけた張本人であるトーヤは、相変わらずの冷れい淡たんな姿勢を崩くずさない。


「……おや、見せてくれるんじゃなかったのかい？　まあ……無理だろうけどね。結局、それがキミの限界さ。立ち上がったのも、無駄だった──」


「……おーう、ナニを勝ち誇ほこってんだぁ？　ぷぷっ……恥はずかしい勘違いヤローだぜ」


「！　……なに……？」


　爆ばく発はつの煙けむりが立ち込める中──しかし隆良の声は、ハッキリと聞こえてきた。ダーツは確かに、隆良の身体からだを捉とらえたはず。なのに、なぜ、とトーヤが戸惑っている間に──隆良はトーヤへ向けて走り出していた。


「オラオラァ！　ボーっとしてんじゃねぇぞ、エセヒーロォー！」


「……！　ふん、調子に乗るな……これで、見み極きわめる！」


　瞬間、トーヤが形成したのは三本のダーツ──しかしそれを見ても立ち止まらない隆良に、トーヤは眉まゆ根ねを顰ひそめながらも投げつける──と。


「ぬんっ……」


　身を躱かわす隆良──一本は、外れた。しかし残り二本は、確実に隆良を捉えている。『これならば』と勝利を確信するトーヤは、しかし信じられないモノを目の当たりにした。


「ここだっ……『全てを包みし英雄の粘液ゲル・ＤＥ・パツク』ゥゥゥ！」


「はっ──なに!?」


　ダーツが着弾する瞬間、隆良の上半身からゲルが勢いよく噴ふき出し、何とダーツを覆おおってしまう──と、次の瞬間には爆発が起こるものの、


「──ぐっ！　……へへっ、こ、こんくらいなら……大したコトねーぞ、おう？」


　その爆発力は、いつもと比べて明らかに小さい──それでもダメージがゼロという訳にはいかないらしく、隆良は微かに表情を歪ゆがませるが、すぐさま不敵に笑って見せる。


「……まさか、最初に喰くらわせた時も……？」


　トーヤは思い出す──魅神が現れる前、隆良へと初めて爆破を喰らわせた時のことを。あの瞬間、トーヤは勝ちを確信していた。しかし隆良は、魅神に呼びかけられて起き上がった──加減は間違えていなかったはずなのに、だ。その時は、恐おそらく隆良自身、無意識の行こう為いで──しかし意識していなかったゆえに防ぼう御ぎよしきれず、倒たおれ伏ふしたのではないか。


　しかし今の隆良は──ゲルで爆発前のダーツを完全に覆うことで、その威い力りよくを確実に弱めていた。粘ねん度どの高い液体で爆発物を覆えば、確かに衝しよう撃げきは通常以上に軽減される。もちろん、液体であるがゆえに、熱傷を遮さえぎるのにも有用──理には適かなっている。


　しかし、それを理解してなお──トーヤは、信じられないとばかりに呻うめいた。


「そんなコトっ……実行するバカが、いて良いのかっ……!?」


　そうしてガードしたところで、爆発の衝撃を完全に吸収できるワケではないし──ガードする部位が少しでも外れてしまえば、直撃してしまうというのに。


「下野根隆良……キミに恐きよう怖ふはないのか……!?　……正気か……!?」


「よお──これくらいでビビってんじゃねぇぞ。まだまだ──これからだぜ」


「…………！」


　ザリッ、と一歩を踏み出す隆良。対照的に、一歩後ろに下がるトーヤ──冷や汗あせを流すトーヤに向けて、隆良は人差し指を突つきつけた。





「さあ、腹ぁ括くくれよ、エセヒーロー……こっから先は──泥どろ仕じ合あいだぜ」





「ぐ、う……っ!?」


　瞬間──トーヤの表情が、焦あせりによって大いに歪む。それとほぼ同時に、隆良は思い切り前進し、トーヤはバックステップして距きよ離りを取りつつダーツを投げる。


「ぐおっ！　……へっ、まだまだ──さあ、根こん競くらべと行こうかぁ！」


「くっ……しつこいっ、ぞっ……近寄るな、下野根隆良っ！」


　進む隆良、下がるトーヤ──とはいえ、前進している隆良のほうが防戦一方という、何とも珍ちん妙みような光景だ。そんな戦いを眺ながめているしかないアリアなどは、気が気でない。


「た、たたっ、隆良くんっ……なんでそう、キミはいつもギリギリの戦い方をっ……！　おい、黒服Ａ！　まだ着地できる場所は見つからないのか!?」


「Ｂです！　そ、そう言われましても……こんな市街地のド真ん中じゃ……！」


「くっ……やはり、私も……！」


　今度こそ本当に飛び降りて、加勢してやろうか──しかしそんな考えがよぎったアリアを押し留とどめたのは、何と通信機越ごしの沙凪の声だった。


『アリア、もし隆良様の邪魔をしようモノなら、隆良様に一生、口を利きいてもらえなくなりますのよ。この意地の張り合いは──隆良様だけの戦いですの』


『うっ!?　……い、一生……？　一生は、イヤだな……でも、うう……』


　それでも迷うアリア──と、その時、隆良とトーヤの戦いに、微び妙みような変化が訪おとずれる。


「っ……！　やあっ！」


　ダーツを形成したトーヤが、一いつ瞬しゆんためらうような素そ振ぶりを見せた直後──手にしたダーツを、隆良の足あし下もとへと投げつける。


「────うおっ!?」


「!?　いかんっ、隆良くん！」


　地面を爆撃され、バランスを崩してしまう隆良──トーヤは既すでにダーツを形成し、投げる構えを見せていた。慌あわてたアリアが、隆良へと拡声器を通した大声で呼びかける。


『隆良くん、躱せっ！　横でも、後ろでもいいっ……一ひと先まず、やりすごして──』


『……アリアもまだまだ、分かってないわね。ここでアイツが下がるワケないでしょ』


『なっ……み、魅神!?』


「……ねえ、そうよね──バカ隆良っ！」


　後押しするような、魅神の声に応こたえるように──


「おお、そうよ──ヒーローに後退は、ねーんだよっ！」


　バランスを崩しながらも、隆良は前のめりに体勢を傾かたむけ──前進した。


「相手の能力にビビって、前に進めねーなんざ、俺らしくなかったよなぁっ……！」


　つい最近戦った両手から熱を放出するアウトローにしても、このトーヤに対しても、そうだ──今は迷うことなく前進する隆良だが、アリアは凍こごえる思いがしていた。


『なっ──なぜ、そんな無理にっ!?』


　万ばん全ぜんの態勢で迎むかえ撃うてなければ、ゲルでダーツを覆うのも、失敗するかもしれない──それなのに、どうして、とアリアが肝きもを冷やしていると──


「っ……くそっ！」


　ダーツを形成していたトーヤが、あらぬ方向へダーツを放ほうり投げる。まるで無関係なところで爆発したダーツを尻しり目めに、トーヤは再びバックステップで退き始めた。


『……え……？　今、なぜヤツは……？』


　意味が分からず、アリアは戸と惑まどうが──しかし隆良は、したり顔で微笑ほほえむ。


「へへっ……やっぱりな！」


『え、隆良くん？　……！　そ、そうか……そういうコトか！』


　一瞬遅おくれて、アリアも理解する──トーヤの、重大かつ決定的な弱点に。


　トーヤの能力は『爆発するダーツ』──恐らくその爆発力は、その気になれば部屋一つ分くらいは爆破できるほど高めることが可能なのだろう。しかしこの『爆発』という現象に、トーヤ本人の身体は耐たえられるのか──答えは当然、ＮノＯーなのだ。


　トーヤは恐らく、対象──今でいう隆良との距離を測り、そこから算出して、どれほどの爆発力をダーツに込こめるのかを選せん択たくしているはず。計算以上の爆発力を込めるワケにはいかない──トーヤ本人が、自身の起こした爆発に巻き込まれる可能性があるからだ。


『そうだっ……思えばヤツは、倒れて無む抵てい抗こうの隆良くんにさえ、一定の距離を保って攻こう撃げきを加えようとしていた──あれは、こういうコトだったのか……！』


　ようやく合が点てんがいった、とアリアは真しん剣けんな眼まな差ざしのまま頷うなずく。


　しかし今、隆良がゲルで爆発力を弱めているのなら、それを計算にいれて爆発力を高めれば良いのではないか──いや、それもＮＯ。そもそも、隆良がゲルでダーツを覆うのに失敗する可能性を考えると──やはり大きな爆発を、トーヤは使うことが出来ない。


　トーヤの弱点は、彼自身の『強力すぎる異能』──しかし隆良は、一体いつからそれに気付いていたのか。いや、隆良だけではない、とアリアは通信機で魅神へ声を送る。


『魅神……キミも、気付いていたのだな？　王おう真ま燈とう矢やの弱点が、ヤツ自身の《異能》である、ということにっ……！　スゴいぞっ！』


『……え？　……アイツの弱点って、そうなの？』


『……あれ？　えっと……だって、隆良くんは下がるワケないって、魅神が……』


『あ、いや、アレは……バカ隆良のコトだから、何となく前に進みそう、と思って……』


『…………』


　特に計算があっての発言ではなかったらしい。更さらに、沙凪の声も割り込んでくる。


『ちなみにわたくしも、何となく隆良様は前に進みそう、って思ってましたの！　トーヤとかいうのの弱点云うん々ぬんは良く分かりませんケド……わたくしも褒ほめるが良いですの！』


『……お、おお……す、スゴいぞ、沙凪ちゃんー……』


『にゅふふ……苦しゅうないですの。にょっほっほっ』


　妙みような笑い方、ここに極まれり──しかし理り屈くつは分かっておらずとも、隆良を信じていたという二人に──アリアは己おのれの不明を恥じた。


（……皆みんなが信じるのであれば、私ごときが何を思い煩わずらうことがある。今の私に出来るのは、隆良くんを信じ──応おう援えんすることだけではないか！）


　その結論に達したアリアが──今も戦い続ける隆良へと、祈いのるように両手を合わせる。


『隆良くんっ……私のもとへ、無事に帰ってきてくれ……！　そうしたら、私がっ……！』


「くっ……まだまだぁ！　行くぞ、このヤロォォォ！」


『キミの全身を隅すみ々ずみ舐ねぶりあげるように治ち療りようした上で、食事・トイレ・風ふ呂ろ・就しゆう寝しんと一日中、絶えることも離はなれることもなく、ベタベタとお世話し尽つくしてやるからっ……！』


「ぐ、ぐわあああ！　くそっ、ちょっとズレちまった！　なぜか調子が狂くるったぜ！」


『た、隆良く───ん!?　それちょっと、私に対して失礼なんじゃないのかー!?』


「へ!?　な、何が何が!?　……うおおお危ねぇぇぇ!?」


　拡声器から響ひびいてくるアリアの声で思わず気を逸そらしてしまうも、寸での所でゲルガードに成功する隆良──相も変わらずギリギリの攻こう防ぼうを繰くり広げているが、しかし沙凪は、にんまりと笑みを浮うかべていた。


「もうすっかり、完全に……いつもの隆良様ですの！　にゅふふ……やっぱり隆良様は、こうでなくちゃ！　ですの！」


　頑かたくなに『ですの』を付ける沙凪だった──と、そんな事はどうでもいい。


　隆良は、確実にトーヤへと距離を詰つめている。一歩ずつ、堅けん実じつに、着実に──爆発を包んでいたゲルが飛び散っていることもあり、隆良の上半身はベドベドだ。そんな彼が迫せまってくるのを見て──トーヤの心中に、今まで感じたことのない焦しよう燥そうが湧わいて出てきた。


「なんだ……なんなんだ、コレはっ……どうなっている……！」


　トーヤが戦っているのは、下野根隆良──Ｄランク程度のストレンジャーで、大して役にも立たないエグいゲルを放つだけの男──トーヤにしてみれば『ヒーロー足り得ない』弱者のはず。しかし彼は今、間ま違ちがいなく──不敵に笑いながらトーヤを追いつめている。


「──どうした、顔色が悪いぜ？　奥の手の『三本ダーツ』でも使って、窮きゆう地ちを脱だつしてみたらどうだ？」


「っ……そんなモノ、今さらキミごときに使う必要は──」


「いや、使えないんだよなぁ……？　三本分の爆発力を同時に調整すんのは、簡単じゃねぇんだろ？　それぞれの爆発力にも微妙な差異があったしよ──間違いを犯せねーテメーの能力は、こんな接近戦じゃリスクがデカすぎんだろ？」


「ぐっ……キサマ……！」


　隆良は、完全にトーヤの『異能』を見切っている──トーヤが駆かられている焦燥は、隆良が距離を詰めるごとに大きくなり──もはや、あと二、三歩というところまで来ると、トーヤの表情に余よ裕ゆうなど窺うかがえなくなっていた。


「これ以上っ……図に、乗るなっ！」


「おっと！　……はっ、近寄るたびに、どんどん威力が落ちてんじゃねーか……！」


　右手でゲルを放ちながら、ダーツを受け止める隆良──もはや、目と鼻の先にまで迫っている現状──トーヤのダーツの爆発力に、距離が開いていた時ほどの威力は無い。


　が、それでもトーヤは、自身の『異能』に縋すがるしか道はない。それ以外に戦い方を知らない彼は──右手にダーツを形成する。


「くっ、ううっ……下野根隆良ぁ……！　離れろぉっ！」


「へっ、バカの一つ覚え──……!?」


　先んじてゲルでガードを試みようとした隆良に、不測の事態が襲おそう。


『弾たま切れ』──隆良のゲルは、彼自身の水分を消費しつつ放つモノ。それゆえに限界はある──ゲルを発射しようにも、ごく僅わずかしか出てこなかった。


　隆良の顔に滲にじむ、一瞬の狼ろう狽ばい──それを瞬時に理解したトーヤが目を光らせる。


「！　もらった──！」


　躊ちゆう躇ちよなくダーツを投げつけ、そして──


「────ぐぅっ！」


　ゲルでガードすることも叶かなわず、無防備の隆良を爆発が襲う──ぐらり、隆良の身体からだが左右に揺ゆれた。隆良を見守っていた、魅神、沙凪、アリアの三人は──


「！　バカ隆良っ……！」「た、隆良様ぁっ！」『隆良くんっ!?』


　三人同時に焦燥の表情を見せ……しかし次の瞬間には──


「「「──負けるなぁぁぁ！」」ですのー！」


　声を揃そろえ、崩くずれ落ちようとしている隆良の背に声せい援えんを送った。


　トーヤは──これで終わりだと、息を切らせて立ち止まっている。


「はぁ、はぁっ……これで、僕の勝──ちっ!?」


　気を抜ぬいたトーヤが──ガシリ、その胸むな倉ぐらを思い切り摑つかまれる。摑んだのは、当然──隆良の左手だ。


「……ようやく捕つかまえたぜ、コノヤロー……」


「なっ……直ちよく撃げきした、はずなのにっ……!?」


「けっ……今の屁へみてーな攻撃のコトか？　甘いんだよ、大おお馬ば鹿か野や郎ろうがっ……！」


　目と鼻の先の接近戦で、爆発力も最小限に抑おさえられていた──そして今、捕まっているトーヤは、自身を巻き込む爆発を行う訳にもいかず、素手で隆良の左手を払はらおうとする。


　しかし隆良は、ようやく摑み上げた胸倉を、決して放しはしない。ギラリ、至近距きよ離りからトーヤを、思い切り睨にらみつけた。


「よう、エセヒーロー……お前に言い忘れたコトがある」


「ぐ、うっ……なっ、んだっ……」


「俺が憧あこがれてんのはよ、何も漫まん画がやアニメのヒーローだけじゃねぇ……俺がまだガキだった頃ころ、ヒーローは確かに、現実に存在してたんだ……不当に嫌きらわれても、いわれの無い顰ひん蹙しゆくを買っても、ンなコトはどこ吹ふく風で──傷つくコトを恐おそれず、誰だれかを救い続けたストレンジャーが……本物の、ヒーローがよ」


「!?　それ、は……まさかっ……」


「へっ、お前もどうやら、知ってるみてーだなぁ……でもなぁ……！」


　目を見開くトーヤに向けて、むしろ隆良は怒いかりに燃える。


「お前はやっぱり、ヒーローじゃねぇ……救えるヤツを救う努力もせず、排はい除じよだなんだと楽な道を選び、現実だなんだと言い訳して、傷つくコトも出来ねーような……今この瞬間、俺を倒たおすためにテメー自身を傷つける選択さえ出来ないような……異能の強さに頼たよって縋ってるだけの、お前じゃ──ヒーローには、なれねぇ！」


　ダーツをガードし続け、ゲル塗まみれになっている右手を──隆良が強く握にぎり締しめる。


「俺のゲルが弱いから、なんだ？　強くなけりゃ、ヒーローじゃねぇってか？　『異能』が強いだとか、弱いだとか……関係ねぇんだよ、そんなモンはっ！　ヒーロー舐なめんじゃねーぞ、三流ヤロー……！」


「……！　何をする気、だっ……そ、その右手、下ろせっ……！」


「こいつで終しまいだ、大馬鹿野郎……！　そして、しっかり刻み込め……！」


「…………!?」


「俺が──俺こそがッ──！」


　握り締めた右手を、大きく振ふりかぶり──咆ほう哮こう一いつ閃せん。





「────ヒーローだぁぁぁっ！」





　──トーヤの横頰ほおを、殴なぐり抜いた──


「がっ……ふ、ぐぁっ……！」


　殴り飛ばされた勢いのまま、もんどり打って倒れるトーヤ──地に横たわり、しん、と身動みじろぎさえせず──


「………………」


　──一いち撃げきで、失神してしまったようだ。


「……う、おっ……」


　右手を思い切り振り抜いた体勢の隆良が、ぐらり──大きくよろめくが。
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「────ふんがっ！　……はぁっ」


　地に思い切り足を踏ふみしめ、力強く立ってみせた。


　微かすかに後ろを振り向いた隆良が、ぐっ、と右拳こぶしを突つきだした先には──魅神達の姿。


　そして──魅神と沙凪、そして上空のアリアが、隆良へと応こたえるように──ぐっ、と彼へと拳を突き返す。


「へへっ……完全、完かん璧ぺきに──俺の、勝ちだぁ───っ！　……いててっ」


　満まん身しん創そう痍いの隆良だが──しかしその表情に、もはや憂うれいは窺えなかった。





「はあ……ようやく、降りてくるコトが出来た……随ずい分ぶんと手こずったな……」


　ようやくヘリの着地点を見つけたらしいアリアが、今は隆良達の傍かたわらで呟つぶやく。と、そこで隆良が、頭を搔かきながら周囲を見回した。


「……さて、完全勝利はイイんだけど、そういやよ……」


　すっかり忘れていたが、そこにはいまだ火災被ひ害がいの収まらない旧市街が──


「……これ、どうすんだ!?　消火の手配なり何なり、早くしねーと……！」


「うむ……まあ落ち着け、隆良くん。……そろそろのはずなんだがな」


「へ？　アリア……そろそろって、何──」


　尋たずねようとした隆良の鼻先に──ぽつり、一ひと粒つぶの水すい滴てきが落ちる。


「おお……？　って、こりゃあ……あ、雨か……？　なんつータイミングで──」


　言いかけた隆良だが、そういえば時期的に、そろそろ梅つ雨ゆ時であったことを思い出す。雨足の強くなり始める空を見上げたアリアが、ほっ、と胸を撫なで下ろした。


「今日辺りから、梅雨に入る予兆はあった……今時、天候の予測くらいつけられないようでは、ナンセンスさ。……とはいえ、さすがにタイミングが良すぎる気もするがな……まあ、主に火の手が上がっているＢ地区の周囲でも、既すでに消火班は出動しているし、被害がこれ以上に広がるコトは無いよ。ここら辺も、直じきに鎮ちん火かしていくだろうさ」


「そ、そっか。……『夜侘の力を封ふう印いんする楔くさび』……ってワケじゃ、ないんだろうけどな」


「？　隆良くん……何か言ったか？」


「！　イヤイヤ、何でもねーよ！　夜侘の『妄もう想そう一人交こう換かん日記』とか関係ねーよ！」


「「…………？」」


　事情を知らないアリアと、そして魅神が、二人同時に首を傾かしげる。まあ、それはそれとして──黒服に背負われたトーヤを見たアリアが口を開いた。


「とりあえず……私はコイツを、収容所へ連行してくる。そして──工場で倒れていたルリちゃんも、既にヘリへと回収しているから……彼女に関しても、な」


「！　アリア……ルリを、見つけてくれてたのか。……ルリは……」


「分かっている。……善処はするから、後は任せておけ」


　言いながら、そういえば、とアリアは付け加えた。


「それと──ここへ来る前に、なぜかアウトローが一人倒れていたから、そいつも回収しておいたぞ。『両手から熱を放出する』能力の持ち主で……通つう称しよう『ロンダム』というヤツだ。少し前に、キミも交戦したことがあるのだろう？」


「!?　アイツ……まだこの辺に居たのかよ。にしても、『ロンダム』……？　意味は分からんし機動戦士みたいだけど、アリアにしちゃ珍めずらしくマトモだな？」


「むっ、そうかい？　ようやく隆良くんも、私のセンスを理解できたか……ふふっ」


　嬉うれしそうに笑うアリア。だが、隆良は知らない──『ロンダム』というのは実は略りやく称しようであり──アリアはそのアウトローに『【燃え】ロリコン・ダブルフレイム【萌もえ】』というニックネーム（？）をつけていたことを──隆良は知る由よしもない……と、そんなことは、どうでもいい。アリアはトーヤを連行する前に、隆良達へと新たに要よう請せいを出した。


「それとキミ達は、夜侘ちゃんを介かい抱ほうしながら、まだ火の移っていない建物で雨宿りでもしながら待機していてくれ。旧市街のＢ地区は封ふう鎖さ状態だから、誰も来ないと思うが……念のため、誰にも見つからないよう注意を払ってな」


「へ？　……夜侘は、一いつ緒しよに連れていってやんねーのか？」


「ああ、手当てついでにこの場で検査してみたが、大事ないようだし、本当に疲つかれて眠ねむっているだけだからな」


「お、おお……スゲーな、手当てやら検査やら……そんなコトも出来るのかよ」


「ふふっ、頼りないから忘れられているかもしれんが、これでも私は天才だぞう？　……まあ、早く夜侘ちゃんをゆっくりさせてあげたい、というのはあるが……私が連れて行くと、同行者は間ま違ちがいなく身元を検あらためられるからな。……私は今回の件に、夜侘ちゃんは何も関係が無い──というコトにしたいのだよ」


　アリアの言葉を受けて、隆良は彼女の思惑おもわくを推測する。


「……夜侘のため、か？」


「その通り。夜侘ちゃんは、自ら望んで旧市街の炎えん上じようなどを行ったわけではないだろう。力を求めてはいたかもしれんが……しかし暴走など、望んでいなかったはずだ」


「ああ、そりゃ俺も同感だ。あの時のコイツは、明らかに正気じゃなかった。理由は分かんねーけど、こんな責任、負う謂いわれは無いはずだ。……にしても、アリア……俺が言うのも何だけど、お前もかなり甘いよな……」


「ふふん、当然だろう。私はいつだって、キミ達のことが最優先なのだからな」


　悪びれるでもなく、ふんぞり返るアリア──しかし直後には、微かに苦笑いをしつつ、寂さみしげな口調で続けた。


「……夜侘ちゃんを、頼たのむぞ。彼女はきっと……私達が思っている以上に、傷ついているはずだ。暴走が原因で、望んだことではないといっても──多大な被害を出したコトは、そう簡単に割り切れるモノではないだろう」


　アリアの言葉で、横で聞いていた魅神が微かに視線を伏ふせる。魅神にも経験があるからこそ、その微び妙みような感情の機き微びを理解できたのだ。


　そしてアリアは、相変わらずトーヤの襟えり首くびを摑み、引きずったままで去ろうとする。


「この地区の監かん視しが緩ゆるむタイミングを見計らい、恐らく夜ごろになるだろうが──それからキミ達に連れん絡らくを入れる。その時に迎むかえに行くから、それまでゆっくりしていてくれ。……夜侘ちゃんを、慰なぐさめてやってくれ、な」


「……ああ、分かった。こっちのコトは任せとけ」


「ああ……頼んだぞ、隆良くん」


　言い終えて、黒服を伴ともなったアリアが歩き出す──と思いきや、おもむろに振り返り。


「……慰めろとは言ったが、エロい意味ではないぞう？」


「分かっとるわ！　さっさと行けっつーの！」


「む、なんだなんだ、冷たいな……ふん、分かったさ。ふーんだっ」


　子供のように拗すねながら、アリアはようやく立ち去ったのだった。


「ったく……アリアのヤツ、ああいうトコは相変わらずなんだよな……」


　呆あきれた声を出した隆良だが、夜侘を背負いつつ、魅神と沙凪に声を掛かける。


「んじゃ、適当に雨宿りしとこうぜ。その辺の廃はいビルにでも入るか」


「ん……そうね、分かった。……夜侘ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかしら……」


　心配顔の魅神へと、沙凪は邪じや気きのない笑え顔がおでポジティブな意見を出す。


「きっと大丈夫ですの！　夜侘だって、ちゃんと分かってくれますの……ていうかぐっすり寝ねてますし、案外、起きたらさっぱり忘れちゃってるかもしれないですのよ？」


「……それなら、いいんだけど……」


　沙凪は前向きだが、魅神の心配は晴れない。隆良もまた、雨足の強まる中、それでもまだ鎮火しきらない旧市街を遠目に眺ながめ──背中で寝息を立てる夜侘へと、小さく呟く。


「……お前のせいじゃ、ねーんだからな……思いつめんなよ」


　その小さな呟きは──降りしきる雨音に、かき消されていった。












　06　す、捨てるのがもったいなかっただけだからっ！勘違いしないでよねっ！







「……？　ふ、にゃ……ここ、は……？」


　闇やみの中、夜よ侘わびは目を覚ます──外からは雨音が聞こえるが、周囲は暗くてほとんど何も見えない。かろうじて、窓の辺りからは何やら微び弱じやくな光が入ってくるが、部屋の中を完全に視し認にんできるまで照らすほどには至らない。


「ん……アタシ、なにを……えっ？」


　起き上がろうとした夜侘が、手をついた時に触ふれた物に気が付く。それは、上着──夜侘はどうやら、これを下した敷じきにして眠っていたらしい。


「えっ……えっ!?　こ、これ……隆たか良ら、の……？」


　間違いない、隆良の上着と同じ物だ。恐おそらく──いや、そもそもどうしてこんな所で眠っていたのか自体が不ふ明めい瞭りようだが、とにかく眠る夜侘の下に隆良が敷しいてくれたのだろう。


　ぺたん、と女の子座りの体勢になった夜侘が、その上着を両手で拾う。


「これ、隆良が……隆良の……」


　何となく気き遣づかわれているような気がして嬉しくなってしまった夜侘は、少しだけ躊躇ためらいつつも、やがて決心したように──手に持った上着に、ぽふっ、と顔を埋うずめる。


「すん、すん……んう……これが、隆良のニオイ……なのかなぁ？　……んー……」


「──夜侘、何やってんだ？」


「きゃうぅぅぅ!?　ええええ、たた隆良!?　いつからそこにっ……みみ見てたの!?」


「いつからって……ずっとここに居たっつーの。見てたのかって……そりゃまあ、一部始終、最初から最後までずっと見てたわ」


「──────」


　室内は真っ暗で、互たがいの顔までハッキリとは見えないが──少なくとも今、夜侘の顔面は羞しゆう恥ちで爆ばく発はつせんばかりに真っ赤である。


　しかしそんな彼女に──隆良は不満げに声を掛けた。


「ったく……なんだよ、ニオイなんて嗅かぎやがって……そんなに臭くさいかよ」


「──あ、うんうん、そう、そうなの！　ドブみたいなニオイがしたから、ついつい嗅がずにはいられなかったっていうか！」


「失礼にも程ほどがあるだろぉぉぉ！　つか、ドブみたいなニオイしたら思いっきり嗅ぎたくなんの!?　臭いのが好きなのか！　ニオイフェチか！」


「ちがっ、臭いのはヤダよっ！　あ、でも今ニオイ嗅いでたのは、べべ別に好きなニオイだったからとかじゃ……じゃなくて！　間違いなの！　気の迷いなのー！」


「は、はあ……？　一体どっちなんだよ？」


　支し離り滅めつ裂れつな言い訳を口にする夜侘──と、その時、ギシ、と音を立てて扉とびらが開かれ、二人分の足音が室内に響ひびいた。


「ど、どうしたのよ？　叫さけび声が、隣となりの部屋まで聞こえてきてたわよ……？」


「騒さわがしいですの。でもまあ、夜侘が起きたっていうのは分かりましたの」


　入ってきたのは、魅み神かんと沙さ凪なぎ──右手で松まつ葉ば杖づえをついている魅神は、左手に何やら緊きん急きゆう用のオイルランプを持っていて、暗い室内を軽く照らした。


「探してみると、あるものね……ビルが廃はい棄きされたまま、放置されっぱなしだったみたい。まあ、いきなり隣の部屋にあったのは、ラッキーすぎると思うけど……ていうかバカ隆良、夜侘ちゃんに変なコトしてないでしょーね……？」


「いや、俺は何もしてねーよ。むしろコイツが俺の上着のニオイを──」


「！　ななな何もなかった、何もなかったよ!?　何も……えっ？」


　慌あわてて誤ご魔ま化かそうとした夜侘が、ふと違い和わ感に首を傾げる。


「何も……なか、った……？　……アタシ、何でこんな所で、寝てたの……？　ね、ねえ、隆良。……アタシ、どうしたの？」


「……夜侘、あのな」


「……？　今って、夜……？　何で、外から光が……何の明かり……？」


「！　夜侘、待て……ちょっと落ち着いてから──」


　しかし隆良が止めるより少し早く、夜侘は窓のほうへと駆かけ寄っていた。ガラス越ごしに見えるのは──降りしきる雨の中で、いまだ完全には鎮ちん火かしていない旧市街の様子。


「え……？　コレ、なに……だって、あれは……悪い夢でっ……」


　夜侘が眠っている間に、旧市街の火の手はかなり弱まっていた──しかし建物の焼け跡あとなどは鉄骨の骨組みが剝むきだしになっている部分もあり、むしろ痛々しさが水増しされているように映る。窓の外を眺め、呆ぼう然ぜんとしていた夜侘の身体からだが──微かすかに震ふるえ始めた。


「……夢じゃ……なかったの……？　コレ……アタシが……アタシの、せいで……？」


　ぼそぼそと呟つぶやき、思わず気が昂たかぶってしまった瞬しゆん間かん──夜侘の右みぎ眼めが紅あかく輝かがやき、


「え……──!?　い、いやっ!?」


　ボッ、と窓ガラスの辺りに火が灯ともり、取り乱した夜侘が後ずさりながら両手で顔を覆おおう。すぐさま火は消えたが、ガラスは微かに溶とけてしまった。


「うそっ……アタシが、ああ……アタシが、ルリさんを……？　！　ルリさんは!?」


「夜侘、落ち着きますの！　ルリならきっと、アリアが何とかしてくれますの！」


　沙凪が声を掛けるも、夜侘は落ち着く素そ振ぶりも見せない。髪かみを振り乱し、両手で目を覆い、その場にへたり込んでしまった。


「う、あぁっ……アタシが……アタシのせいで……」


「……夜侘ちゃん」


　沙凪に続き、今度は魅神が夜侘の傍かたわらに寄り、同じ顔の高さで優やさしい声を掛ける。


「夜侘ちゃんのせいじゃないわ……夜侘ちゃんは、暴走していただけなんだもの。隆良と沙凪ちゃんから聞いたわ……夜侘ちゃんは、何も悪くないの」


「違ちがうよっ！　アタシは……だって、力が欲ほしいって、自分でそう願ってたんだもん……アタシのせいだよっ……そのせいで、街だって……隆良にまで、火をっ……イヤだよ……アタシ、こんなの、望んでなかった……こんな、こんな……」


「……夜侘ちゃん……」


「こんな力なんてぇ……アタシ……欲しくなかったぁ……！」


　両手で顔を覆ったまま、泣き声を漏もらし始める夜侘。そんな彼女の背中をさすりながら、魅神はある一つの『異能の論説』を思い出していた。


　それは『異能疾しつ患かん論』──『異能は人間に発生した病気である』とする論説だ。特にこれは、強力過ぎる異能によって、自身や周囲に被ひ害がいを及およぼしてしまう時に当てはめられやすい。今の傷ついた夜侘を見ていると──魅神は、そう思わずにはいられなかった。


「う、ふえっ……う、うぅ～っ……！」


「………………」


　泣き声を押し殺そうとする夜侘を見て、魅神は何となく、過去に自身が暴走した時のことを思い出す。魅神もまた、隆良を傷つけるどころか──下手をすれば命を奪うばいかねない状態にまでなり、その時は心の底から憔しよう悴すいしきっていたものだ。優しい言葉も、励はげましも──何もかもが、耳を素す通どおりしてしまっていた気がする。


　そんな時は、どうしたらいいのだろう──そんなことを思っていた魅神が顔を上げると、隆良と目が合った。


「……バカ隆良……」


「……おう」


「………………」


　多分──と、魅神は思う。今の夜侘を助けてやれるのは、隆良なのではないか、と。だからこそ魅神は、隆良を──なぜか思い切り指差した。


「──アンタも黙だまってないで、夜侘ちゃんに何か言ってあげなさいよっ！」


「ああ、分かってるっつーの。……ていうか、何を怒おこってんだよ？」


「べっつに……怒ってなんかないんですけどっ。勘かん違ちがいしてんじゃないってのよっ！」


　ふん、とそっぽを向く魅神──悔くやしいのか妬ねたましいのか、何やら色々な感情がない交ぜになって、彼女自身──良く分からないのだ。


　しかしもっと分かっていない隆良は、そんな魅神に首を傾かしげつつ──今は夜侘のことが大事だと、彼女の前に歩み寄り、目線の高さが同じになるまでしゃがみ込んだ。


「おう、夜侘……泣くんじゃねーよ」


「た、隆良っ……う、ふぇぇ……アタシ、う、ごめんね……ごめんなさい……！」


「…………」


　とはいえ、何と言って励ませば良いのだろう──大体、励ますのなんて苦手なんだ、と隆良は心の中で呟いた。けれど目の前で、ふえふえと弱々しく泣いている夜侘を見ていると──何やら隆良の胸中に、言いようのない苛いら立だちのような何かが込み上げてくる。


　コイツの涙なみだは見たくない──と、隆良は本気で、そう思っていた。


「……おい、夜侘」


「う、う……？　隆良……たからぁ……」


「夜侘……お前──」


　弱々しい声で名を呼んでくる夜侘の両りよう肩かたに、隆良は両手を置きながら──言った。





「お前、今すぐ俺と────勝負しろ！」


「う……ふえ？　え……？　……ええええっ!?」





　突とつ飛ぴ──あまりにも突飛すぎるし、まるで意味が分からない。先ほどまで泣いていた夜侘でさえ、混乱してあたふたとしているくらいだ。


「な、なに……？　隆良、なに言ってるの!?　え……勝負……ええっ、ヤダよっ!?」


「いいから勝負しやがれっつーんだよ。それとも何だ？　おお？　怖こわいのか？　俺と勝負すんのが怖くって、逃にげるのかぁ～？」


「……うん、まあ怖いよ！　ていうか理由も無いし……やっぱりヤダよ！」


「あ、おお……す、素直だな……魅神とは大違いだぜ……」


　どうも挑ちよう発はつは、夜侘に対してあまり効果的でないらしい──さて、また何やらアホなコトを言い出した隆良に──魅神もまた、怒ったように口を挟はさもうとする。


「あっ……アンタ、バッカじゃないの!?　何か言ってあげなさいとは言ったけど、そんなアホみたいなコト言えとは言ってないわよ！　バカ隆良っ……何考えて──」


「はあ……魅神、待～ち～ま～す～の～」


「えっ……さ、沙凪ちゃん!?」


　文句を言う魅神だったが、沙凪に身体ごと止められてしまう。


「もう……一度隆良様に委ゆだねたなら、後は信じて任せてみるんですのっ」


「そ、そんなコト言ったって……いきなり勝負なんて、意味が……」


「……そういえば、魅神。隆良様が誰だれのために『ヒーロー』やってるのかって、まだ分かってませんのよね？」


「えっ？　それは、私……じゃなく！　えっと……いや、まあ……ハッキリとは……」


「その答え──今から、分かるかもしれませんのよ」


「？　……??」


　全く合が点てんがいっていない魅神だが、沙凪は腕うでを組んで自信満々にふんぞり返る。


　そして──隆良は夜侘に、再び勝負を持ちかけていた。


「おらおら、うじうじ言ってないで、いいから勝負しろっつーの」


「で、でも、隆良っ……ほ、本気なの？」


「おお、本気も本気よ。何でそんなコト聞く？」


「だ、だって……多分、アタシの『異能』……その、すっごく……」


「……強いから、ってか？」


「ぅ……うん……」


　消え入るような声で応こたえながら、頷うなずく夜侘──意図しない部分を発火しないようにしているためか、右手で右眼を塞ふさいでいる彼女に──しかし隆良は、へっ、と吐はき捨てるように笑い飛ばし、夜侘の額にぐりぐりと人差し指を押しつけた。


「なぁ～にを調子にノったコト言ってんだぁ～？　えぇ～？」


「やっ、調子っ、ノってるワケっ、じゃっ……あ、あうあう」


「よーし、天てん狗ぐになったお前の鼻っ柱、俺様が叩たたき折ってやる……断固、勝負だな！」


「やっ、天狗っ、なんてっ……に、にうにう」


「そんじゃ、やるぞ！　覚かく悟ごを決めろよなっ！」


　ぐりぐりと額をイジられ、反論するコトが出来ない夜侘に──隆良は無理やり勝負と覚悟を押し付ける。沙凪に言われて静観していた魅神だが──ここで思わず横よこ槍やりを入れた。


「ちょっ……ちょっと待ちなさいよ、バカ隆良！」


「……ああ、もー、なんだっつーの。しつけーなー……」


「いや、勝負に関しては、もう好きにすればイイわよ！　それよりっ……」


「え……アタシの意思はスルーなの……」


　止めてくれるのかと思いきや止めない魅神に、夜侘がさり気なくショックを受けていたが──魅神は自身の危き惧ぐを隆良に突つき付けた。


「アンタ……あのトーヤとの戦いで、ゲルは出し切っちゃったんじゃないの？　そんなので、どうやって戦うのよ？　いくらなんでも無茶すぎるわよっ」


「……ああ、そうだったな……んーむ」


　少し考えた隆良が、よし、といまだに座り込む夜侘に声を掛かける。


「おう、夜侘、俺の上着、そろそろ返してくれねーか」


「えっ……あっ、えっ？」


　夜侘の膝ひざの上に掛かっていた上着を、隆良が指差す。まあ、そもそも隆良の物なのだから、返せと言われれば返すのが当たり前なのだが──


「え、えっと、う……ど、どうしても返さなきゃ、ダメ……？」


「いや俺の何だから当たり前だろ！　つか、臭くさいとか言ってたんだし、別にイイだろ？」


「う……そ、それは、違うんだけど……う、うう～……じゃあ、返すよ……」


　少しばかり名残なごり惜おしそうではあったが、夜侘は隆良へと上着を返した。夜侘の様子に首を傾げていた隆良ではあったが、それはともかくと──上着の内ポケットを探さぐり、何やら栄養ドリンクのような形の小こ瓶びんを取り出す。


「おっ……割れてなかったな、ラッキー。ゴク、ゴク……ぶほぁっ……うん、マズい！」


　一気飲みした隆良が、心底マズそうに顔を歪ゆがめつつ、空になった小瓶を改めて上着の内ポケットに入れ直す。そして、数度ほど深呼吸した後──あらぬ方向へと手の平を向け、


「──おらっ！」


　どぴゅ──と相変わらずエグい音を立たせながら、ゲルを発射した。驚おどろきのエグさではあるが──しかし魅神が驚いているのは、そこではない。


「えっ……な、何でっ？　だって、もう、限界で出せなくなっちゃってたんじゃ……バカ隆良、一体何を飲んだのよっ？」


「へっ……トーヤのヤローじゃねーけど、奥の手ってのは取っておくモンなんだよ……まあ秘密兵器だから、秘密だけどな」


「な、なによ……教えてくれたってイイじゃないっ」


　ぷう、とむくれる魅神に、隆良は苦笑いし、上着を着直しながら夜侘と向き合う。


「おーっし……つーコトで、俺は万ばん全ぜんだからよ、遠えん慮りよなんていらねーぞ……夜侘」


「……本気、なの……？　本気で、アタシと戦うの……？」


　右みぎ眼めを押さえ、立ち上がりながら尋たずねてくる夜侘に──隆良は胸を張って答えた。


「当たり前だろーが、何度もそう言ってんだろ。どっからでも、かかってこいよ」


「………………」


　夜侘は、あからさまに不安そうな顔をする。覚悟は決まっていないのか──しかしその間に、隆良は狭せまい室内で出来る限り夜侘と距きよ離りを取りつつ、魅神と沙凪に声を掛けた。


「……お前ら、巻き込まれないように……そうだな、夜侘の後ろのほうにでも行ってろ」


「……分かったわよ、バカ隆良」


「了りよう解かいですの。隆良様……信じてますのよ」


　隆良の言う通り、素直に移動する魅神と沙凪。彼女達が夜侘の後ろへ行ったころ──よし、と手の平を拳こぶしで軽く叩いた隆良が、夜侘に声を掛ける。


「さあ、やるぞ──夜侘。手ぇどけて……目、開きやがれ」


「……でも、アタシ……やっぱり、隆良と、戦いたくなんて……」


「おいおい、今さら何言ってんだよ。俺ら、出会った時に戦せん闘とう実験とか言って戦ってたじゃねーか。あの時と──同じだろ？」


「……あの時とは、違うよ……だって、だって……」


　そう、あの時とは様々なことが違い過ぎる。二人は初対面ではないし、今の夜侘は恐おそらくＡランク級の能力者で、隆良はＤランク──そしてエグいゲル。ぬめる。


　何より夜侘は、隆良と戦いたくない──結果として望まぬ力だったとはいえ、元々は隆良の役に立ちたい、という想おもいから得た力だ。隆良を倒たおすためでは、決してない。


「うぅ……アタシ、やっぱり……うぅ～っ……」


　隆良と対たい峙じしていても──いまだに右眼を押さえたまま離はなさない夜侘に、隆良は言う。


「……いつまでも、そうしてるワケにゃ、いかねーだろ？」


「え……？　え、あ……」


「……夜侘」


　隆良の眼まな差ざしが、急に真しん剣けんそのものとなり──真まっ直すぐに、夜侘へと語りかける。


「────目、開け」


「────！」


　ドキリ、鼓こ動どうが一つ大きく鳴った夜侘は──反射的に右手を下ろし、右眼を見開いていた。隆良も、ほとんど同時に構えている──もう、やるしかない。


「っ……どうなったって──も、もう知らないんだからっ！」


　キッ、と夜侘は、右眼で隆良を睨にらむ。隆良もまた、右手で銃じゆうの形を作り、それを夜侘に向けていた。


「っ……い、いくよ……本当に、いっちゃうんだからっ！」


「おお──いつでも来いやっ！」


「っ……！」


　まだ逡しゆん巡じゆんの止やまぬ夜侘が、それでもその右眼を、紅あかく輝かがやかせようとした──その瞬しゆん間かん。


（──やっぱり……無理っ！）


　夜侘は視線を隆良から逸そらし、あらぬ方向へ向いてしまった──と、同時に、その方向へと火を灯ともし、室内に放置されていた木き棚だなへと燃え移らせてしまう。


「あっ……アタシ、またっ……い、いやぁっ!?」


　暴走時の事を思い出しているのだろうか──取り乱しそうになる夜侘。


　──が、しかし──


「──うるるぁぁぁっ！」


「────えっ？」


　何と、隆良が夜侘へ向けていた指を横へ逸らし──小さな火が燃え移ってしまった木材にゲルを放ち、それを鎮ちん火かさせてしまった。


「えっ……た、隆良……？」


「おらっ、ボサっとしてんなよっ……まだまだ行くぜぇ!?」


「え、ええっ!?　う、うーっ……！」


　今度は前進しながら手の平を向けてくる隆良──応戦しようとする夜侘は、しかし先ほどと同様に、視線を逸らして別の所へと点火してしまう──が、しかし。


「おらっ！　おーし……どんどん来いやっ！　来ないならこっちから行っちまうぞぉ？」


「なっ、なっ……あ、あうあう」


　先ほどと同じく、夜侘があらぬ場所へ火を点つけてしまうと、隆良がそれを消す。火を点けては消し、点けては消しの──その繰くり返し。


　──それはおよそ、勝負などと呼べる類の物ではなかった。夜侘が失敗するたびに、隆良がフォローする──戦っているなどとは間ま違ちがっても呼べない、二人のやり取り。


　訳が分からないまま、だけど夜侘は、いつの間にか無心に続けていて──そして。


「あ──きゃっ！」


「おらおら、俺様は、もう目の前だぜ……？　どうする、ギブアップか？」


　隆良はついに、夜侘の眼前にまで迫せまってきた。目を逸らそうにも、前方の視界は隆良で一いつ杯ぱいになり──このままでは隆良へと火を灯してしまう。


　思わず夜侘は、下を向いてしまう──と、その結果。


「……あっ……い、いやぁぁっ！」


　自分自身の服に、火を灯してしまう。が、しかし次の瞬間には、隆良はニヤリと笑えみを浮うかべ、夜侘に語りかけていた。


「……ほらな？　あの時と──同じだろ。初めて会った時も、お前、自分に火ぃ点けちまって慌あわててたもんな……あの時は、包帯だったけども」


「えっ……？　……あ、熱っ、あついっ！」


「ま、それはともかく──悪く思うなよ『お嬢ちゃんレデイー』……ヒーロー様の崇すう高こうな異能でっ……問答無用で救われやっしゃぁぁぁ！」


「えっ……きゃ、きゃぁ───っ!?」


　隆良が叫さけぶと同時に──大量のゲルが迸ほとばしり、夜侘へとぶっかけられる。結果、夜侘に燃え移っていた火は消え、焼け落ちた服の下からは真っ白な素す肌はだが覗のぞき見えた。少なくとも無事であることが確かく認にんできるも──しかし夜侘はゲル塗まみれである。


「う、うう～っ……べとべとでぬるぬるぅ……隆良、ヒドいよぉ……」


「おいおい、助けてやったんだから、文句言うなっての」


「そ、それは、そうだけど……あれ、そうかなぁ……う、う～ん……」


　むしろ別の被ひ害がいが発生している気がして首を捻ひねる夜侘に──隆良は続けて語りかける。


「それに──勝負はまだ、終わってないぜ？」


「……ふえ？　……えっ、えっ？」


　隆良の不ふ穏おんな言葉に、夜侘が顔を上げる。隆良は隆良で、夜侘の後方を見て──ニカッ、と不気味に爽さわやかな笑みを浮かべたのと同時に──ビクリ、魅神が身み震ぶるいした。


「……な、何よ、バカ隆良……なんで、こっち見て変な笑い方してるのよ……」


「……先に謝っとくぜ、すまねぇ──でもまあ……仲間だから、許してくれるよな？」


「えっ？　な、仲間っ？　う、えと、その……な、何言ってんのよ！　もう、急に……」


「というわけで、俺は今から全力でゲルを放つ──巻き込むと思うけど……勘かん弁べんな！」


「し、仕方ないわねー……ってストップストップ、何言ってんの？　ねえ、ちょっと？」


「おしっ、そんじゃ皆みんなで……仲良くゲル塗れと洒落しやれ込こむか！　いっくぜぇ～～～！」


「ちょ……待ってってば！　なな、何で私達までっ……ちょっとぉ!?」


　聞く耳を持たない隆良──魅神も慌てて、沙凪に彼を説得するよう促うながす。


「さ、沙凪ちゃん……沙凪ちゃんも止めて！　このままじゃ──」


「にゅふふ……待ってましたの、この瞬間を……予感が……予感がしてましたの！」


「何その盛せい大だいに不ふ吉きつな予感！　ちょ……ま、待って……おっ、おねがい──」


「隆良様っ！　ヘイ、カッモォーンですの！　全すべて……受け止めてあげますのぉー！」


「煽あおらないで沙凪ちゃーん!?　私、イヤなんですけどー!?」


　嫌いやがる魅神、喜ぶ沙凪、あたふたする夜侘──三者三様の彼女達へ、ついに隆良は──


「さあ──腹ぁ括くくって……喰くらいやがれぇぇぇ！」


「「いっ……いやぁ～～っ!?」」「イヤァァァッフゥゥゥウ！　でーすのぉぉぉ！」


　三人の悲鳴が、重なったのだった──（沙凪だけは嬉うれしい悲鳴だったが）





　ゲル塗れの室内で、さめざめと泣く二人──夜侘と魅神だ。


「うう……また隆良に汚よごされちゃったよう……もう、お嫁よめにいけないよう……」


「私だって……これで何回目なのよ……バカ隆良の、バカぁ……」


　が、そんな二人を尻しり目めに──一人だけハッスルしている少女が。


「ようやく念願のゲルを手に入れましたの！　いくら頼たのんでも譲ゆずってくれないから、思い余って殺してでも奪うばい取るところでしたのよ……にゅっふぁー！」


　酷ひどく物ぶつ騒そうなことを言っているが、さすがに冗じよう談だんだろう。冗談だと信じたい。


　さて、彼女達をゲル塗れにした隆良は──異様にスッキリとした顔で、夜侘に近づく。


「ふーっ……よし、俺様の勝ちだな☆」


「だな☆　じゃないよう……うぅ、隆良のばかぁ……責任取ってよう、ふぇぇん……」


「まあまあ、そう言うなっつーの……ほれ、撫なでてやっから、機き嫌げん治せって」


「うう……手、ゲル塗れぇ……せめて拭ふき取ってから撫でてよぅ……」


　勝負が終わって右眼を押さえながら、尤もつともな文句を言う夜侘に──隆良は、真ま面じ目めな表情で語りかける──ゲル塗れだが。


「お前、勝負してる時よ……俺に火ぃ点けないようにしてくれてたよな……ありがとな」


「……えっ？　……あ、そういえば……」


「まあ、自分に火ぃ点けちまった時は、さすがに驚いたけどな。でもよ、お前……その能力、コントロールできるんだよ。まあ、練習は必要だろうけどな？」


「っ……で、でも……また、失敗しちゃったら……今回みたいに、暴走しちゃったら……」


「はあ～……バカだな、ったく……だから俺が、さっき見せてやったろーが」


　ぽん、ぽん、と夜侘の頭に手を置きながら、隆良は笑う──ゲルに塗れた笑顔だ。


「そん時は、俺が絶対、助けてやんよ──それこそ、出会った時と……同じだろ？」


「……！　たっ……隆良っ……!?」


「へへっ……ったく、手間が掛かかるんだからよ！」


「あ、あう……むぐむぐ」


　ぐりぐりと、撫でる力を強くした隆良が、ゲルに穢けがれし室内でふんぞり返る。


「大体お前の場合、焦あせりすぎなんだっつーの！　いきなり何でもかんでも出来るようになるワケねーだろ？　……少しずつ、成長していきゃイイんだよ。魅神だって、そうやって強くなったんだろうしな……なあ、魅神、そうだろ？」


「……はいはい、そうですよー……ゲル塗れにされちゃった私が、肯こう定ていしますよー……」


「おおお、なんだその投げやりっぷり！　人が真面目に話してんのに！」


「誰だれのせいよ……もう！　大体、ゲル塗れで真面目な顔したって、格かつ好こうつかないのよ！」


「ゲル塗れ、マジ素す敵てきですの。幸せって多分、こんな感じですの」


「沙凪ちゃんは黙だまってて！　あと幸せの定義は、もうちょっと考え直しましょ!?」


　沙凪の将来が不安である。と、そんな折、服が焼けたせいか微び妙みように肌はだを露ろ出しゆつさせてしまっている夜侘が──


「……へ、へくちゅん！　う、ううっ……」


「うおっ、大だい丈じよう夫ぶかよ……ったく、風か邪ぜでも引かれちゃ面めん倒どうだな。これでも着てろよ」


「え……えっ？　た、隆良……これっ」


　隆良が差し出したのは、上着──目を白黒させる夜侘に、隆良が口を尖とがらせる。


「ンだよ……臭くさいからイヤか？　ったく、人が親切でやってんのに──」


「いっ──いるいる！　いるよっ！　絶対いるったらー！」


「お、おおっ!?　な、なんだ……？　臭がったり欲しがったり、ワケ分かんねーな……」


　夜侘に上着をひったくられて、首を傾かしげる隆良。受け取った上着を夜侘が慌て気味に羽織っていると、上着の内ポケットから小こ瓶びんが──コツリ、不ふ機き嫌げん顔の魅神の前に落ちた。


「……ふん、何よ、バカ隆良……夜侘ちゃんには普ふ通つうに優やさし──ん？　……コレ、何？」


　拾い上げたそれは、隆良が勝負の前に飲んでいたモノ──秘密兵器、その正体とは──


「……え、これ……こ、れ……ままままむまむマムシドリンク───!?」


「え、ちょ、おま……おああああ落としてたぁぁぁ!?」


　不ふ慮りよの事態に焦る隆良だが、魅神の動どう揺ようはそれを遥はるかに上回っていた。


「いやぁぁぁ！　エグい！　なんかもう、エグすぎ！　最悪よ……何が最悪なのか自分でも理解しきれないけど、ホント最悪よぉ！　マムシドリンクで回復するって、何よ……アンタもう、せめてスポーツドリンクとか常備してなさいよぉ！」


「い、いや、常にスポーツドリンク携けい帯たいしてるヒーローとか、何か変だろ……」


「マムシドリンクのほうが変に決まってんでしょ!?　う、うう～っ……マムシドリンク依い存ぞんのゲルなんてぶっかけられて……私、もうやだぁ～……」


「そ、そんなに嫌がんなよ！　俺だって結構、苦肉の策だったんだぞ!?」


　身み振ぶり手振りを交えて言い繕つくろう隆良に、沙凪も何やら思案しつつにじり寄る。


「ふむう、隆良様……処分したとか言いながら、ホントは処分してなかったんですのね」


「あ、いや……別に深い意味はねーよ!?　ほれ、何かの役に立つかと思って……いや実際、今ここで立ったしね!?　あ、役にだぞ！　それ以外の意味は無いからな!?」


「別にそんなコト言ってませんし、どうでもいいですの……そんなコトよりわたくし今、隆良様の家にマムシドリンクを死ぬほど送りつけてやろうと、鋭えい意い画策中ですの……」


「陰いん謀ぼうが表立ってる!?　止やめろ、タダでさえアリアがエロ本共々送りつけてきた件で、親から白い目で見られてんだから！」


「飲めば飲むほどゲルが出る……夢のようですの、にゅへへ……にゅえっへっへっへ」


「新しい笑い方キモい！　そしてそんな悪夢、捨てちまえ！」


　ちなみに栄養ドリンク系の飲み物は、飲みすぎると逆に体調を崩くずすので、注意が必要である。どうでもいいが。


　さて──そんな中、上着を羽織り終えてから俯うつむいてしまった夜侘に、隆良が気付く。


「え、お、おい……夜侘、なんだよ……お、お前まで、マムシドリンクに文句が!?　な、なんなんだよ……そこまで嫌がらなくてもイイだろ!?　俺だってなあ、傷つくコトも」


「………………ぷっ」


「あるんだぞ──って、あん？　……ぷっ？」


「あはっ……あはははっ……もう、なんなのぉ……意味分かんないよぉ……あははっ」


　いきなり笑い出す夜侘──魅神は、ゲルのエグさに耐たえ切れずついにおかしくなったのか、と隆良にも夜侘にも失礼なことを考えていたが──夜侘は笑い続ける。


「み、皆、ゲル塗れだしっ……マムシとかなんとか、意味分かんないしっ……た、隆良は、相変わらずだしっ……あはっ……アタシ、なんかもう……」


「よ、夜侘……いきなり、どうしたよ？」


「はあっ……細かいコトで、ウジウジ悩なやんでたの……バカみたいに思えてきちゃったっ」


　何ともスッキリした顔で微笑ほほえむ夜侘を見て──隆良は大いに頷うなずく。


「……ああ、まあ、確かにバカみたいな考えだよな……強くなりたい、なんてよ」


「……うにっ!?　ひ、酷いよぉ、隆良っ。アタシ、すっごく悩んでたんだからねっ？」


「……ああ、俺もだよ……」


「？　……隆良？」


「へへっ……何でもねーよ！」


　隆良もまた、夜侘と同じように──自分の『異能』がもっと強ければと、少し前まで考えていた。けれど、本当はそうではないのだと──今の隆良は知っている。


　互たがいにスッキリとした顔で笑い合う隆良と夜侘を見て、マムシゲルショックに打ちひしがれていた魅神と、ゲル遊びに耽ふけっていた沙凪が、小声で囁ささやき合う。


「……沙凪ちゃん、バカ隆良が誰のために『ヒーロー』やってるのか、って話だけど」


「ええ……にゅふふ、分かりましたの？」


「……うん、まあ……多分、だけど……ま、間ま違ちがってても、笑わないでよ？」


　微笑む夜侘の前で、頭を搔かく隆良の横顔を眺ながめながら、魅神は推測を口にする。


「その、わ、私……と、夜侘ちゃんと、沙凪ちゃんと、アリアのために……要するに──『皆のため』に、『ヒーロー』やってるんじゃないかな、って……」


「んー……あと、『隆良様自身のため』だと、わたくしは思いますの」


「……自分もひっくるめて、『皆のため』……ってコトね。……私だけのため、ってワケじゃないのね、やっぱり……」


「だからそうだっつってますの。どんだけ独どく占せんしようとしてんですの。許しませんのよ」


「……はっ!?　い、いや、私だって分かってたし、別にそんなのどうでもイイんですけど!?　私が言いたいのは……バカ隆良ってば大したバカで身の程ほど知らずよね、ってね!?」


「む、その辺はまあ、魅神の言う通り──さすが隆良様ですの！」


「あ、うーん……別に、褒ほめてたワケじゃないんだけどね……」


「気にすんなですの。……んで、ぶっちゃけた話をしますケド──」


　ぴん、と人差し指を立てながら、沙凪は胸を張って言う。


「これは全すべて、わたくしの名推測──全部、『多分』ですの！」


「……はぁ!?　な、何よそれ！　私、沙凪ちゃんの『多分』に、あんな悩んでたの!?」


「だって、隆良様から聞いたワケじゃないですの。でも、そんなに見当はずれでもないと思いますのよ？　こういうのは、受け取る側の気持ち次し第だいだと思いますの」


「そ、それはそうかもしれないけど……も、もう……一気に力が抜ぬけたわ……」


　まあそもそも──隆良自身『誰のために』なんて、明確に考えていないかもしれない。けれど彼は、確かに誰かを救っているのだし──沙凪の言う通りかも、と魅神は思う。


　さて、そんな隆良は、今しがた救ってみせた目の前の少女へと笑いかけていた。


「夜侘、強いってのは、『異能』がどうとか、そういうコトじゃねえんだぜ。俺がそれを証明してるだろ？　なにせ俺は──あのトーヤのヤツにも、勝っちまったんだからな！」


「えっ……た、隆良、あの危険人物って言われてる人に、勝っちゃったの!?」


「おお、そういや、お前は寝ねてたから知らなかったか。おうよ……完全勝利だったぜ！」


「……そう、なんだっ……す、すごいねっ……」


　すごい、と言いながら、心中で『結局、自分は何も出来なかったんだなぁ……』と落ち込みそうになる夜侘の頭を──再び隆良の、ゲル塗まみれの手が襲おそう。


「えっ……ふきゃっ!?　あ、あうう……まだネトネトしてるうぅ……」


「いちいちヘコむなっての。俺が言いたいのはな……『異能』がどうかなんて、関係ねぇ……大事なのは結局、自分自身、ってコトだよ！」


「う、うう～……ん……そ、そうだねっ……うう、ネトネトだよう……」


　ゲルの感かん触しよくで顔を顰しかめる夜侘へと、隆良は目線を合わせて声を掛ける。


「だからよ……お前はもうちょい、自信持てよ。これからは前向いて、笑うコトも覚えろよ。じゃねーと……このヒーロー様の『宿命の妹』として、恥はずかしいぜ!?」


「!?　た、隆良……？」


「へへっ、何だな、やっぱ違い和わ感アリアリだけども……言ってみると、そんな悪い響ひびきでもないか？　まあ、意味分からんのは相変わらずだけどな！」


「………………」


　隆良に『宿命の妹』と言われ──いや、そもそも夜侘が初めに言い出したコトで、これまで散々『何言ってんだ』と言われ続けていたコトなのだが、しかし、夜侘は──


「……隆良、なに変なコト言ってるの？　アタシ『宿命の妹』なんかじゃないよ？」


「……はああ!?　お前が言い出したんだろ!?　ナニこの裏切り、恥ずかしいんスけど！」


「だって、アタシ……『妹』なんかじゃ、ないんだもーんっ」


　突とつ然ぜんの裏切りに煩はん悶もんする隆良に背を向け、なぜか夜侘はオイルランプが置かれているほうへと歩き出しながら──改めて、思う。妄もう想そう基準で実の無い『宿命の妹』発言など──何の意味も無いのだと。そう、『妹』では──ダメなのだ、と。


「……えいっ」


　声を発すると同時に、オイルランプを消す夜侘──急に室内が真っ暗になってしまい、魅神と沙凪が慌あわてた声を出す。


「えっ、な、なにっ？　何で急に暗くなったのっ？　ちょっとっ？」


「ふおおっ、何も見えませんの！　お先真っ暗ですのー!?」


　戸と惑まどう二人の声が響く中、隆良は隆良で、夜侘の行動に疑問の声を投げかける。


「おい、なんで明かり消したんだよ、夜侘……おい、おーい？」


「……ねえ、隆良……ちょ、ちょっとだけ、ね……しゃがんで、くれる？」


「うおっ、そこにいるのかよ。……しゃがめって、そりゃまた……なんで？」


「い、いいからっ！　……お、おねがい……」


「はあ……？　……まあ、いいけど……よっと。……これでいいのか？」


　怪け訝げんに思いつつ言う通りにした隆良が──しばし、中ちゆう腰ごしの体勢で待っていると──


「──ちゅっ」


「!?　なんだっ!?　今なんか、柔やわらかいモンが……」


　ほっぺたに当たった──と隆良が慌てていると、ポッ、とオイルランプに改めて火が灯ともって部屋を照らす。まずは魅神が安心したような声を漏もらした。


「は、はあ……ビックリした……ん？　……バカ隆良、夜侘ちゃん……？」


「ほふぅ……むむ？　なんか二人とも、様子がおかしいですの？」


　沙凪の言う通り──二人の様子は何やらおかしい。隆良は戸惑っているし、その視線の先にいる夜侘は、背中を向けて微び動どうだにしない。


「お、おい、夜侘。お前、俺に何かしたか？　おーい、夜侘ー？」


「………………」


　デリカシーに欠ける隆良の、再三の問いかけ──隆良からは見えないが、夜侘の顔は茹ゆで上がったかのように真っ赤だ。しかし──夜侘は背を向けたまま、何やら叫さけび始める。


「──先の儀式を以もつて、『宿命の妹』は卒業──これよりアタシが歩むのは、ヒーローの相棒という、峻しゆん厳げんなる茨いばらの道っ！」


「は？　おい、夜侘……お前また、ワケの分からんコトを──」


「これからのアタシはね──隆良の『宿星の片割れスター・パートナー』だよっ！」


　くるり、振ふり向いた夜侘の顔は、まだ真っ赤だったが──隆良に人差し指を向けた彼女は、微笑みを浮うかべ──右みぎ眼めを瞑つぶってウインクした。


「えへへっ……だから、覚かく悟ごしててよね──隆良っ[image: ]」


「！　…………」
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　夜侘の謎なぞの宣せん誓せいを受け、隆良の取った行動は──


「ふっ……星を宿す者が、導かれたというコトか……いいだろう、夜侘よ……世紀のヒーローたる俺様に振り落とされぬよう、精々死ぬ気でついて来るのだな……」


「！　ふっ……望むところだよ。隆良こそ、この『焰帝エン・ペラー』のパートナーとして恥ずかしくないよう、精しよう進じんするのねっ」


「ふっ、言ってくれる……ぷっ、くっ……ぎゃははっ！」


「ぷっ……あははっ……あはははっ！」


　堪こらえ切れなかったかのように、大笑いし合う隆良と夜侘──そんな二人を眺めていた魅神と沙凪が、何やら妬ねたましげな声を漏らす。


「な、なによ……なんなのよ、この只ただならぬ雰ふん囲い気きはっ……ぐ、ぐぬぬーっ……」


「むむぅ！　パートナーとは……これは、手て強ごわいライバルの誕生ですのよ、魅神！」


「ふんっ、望むトコ──って、べべ別に私は、そんなの興味ないんですけどっ!?　か、勘かん違ちがいしないでよねっ、関係ないんだからーっ！」


　慌てて取り繕つくろう魅神──そんな彼女を横目に見ていた夜侘は、


（魅神にだって、負けないんだからっ──ここからが、アタシの始まりだよっ）


　強い意志を胸に秘ひめ、ふふんっ、と微笑むのだった。











　後日──政府の管理する『アウトロー収容所』の最さい奥おうに、長身長ちよう髪はつの美女が、供も連れずに一人で訪おとずれていた──アリアだ。


「……よう、王おう真ま燈とう矢や──気分はどうだ？」


　厳重に閉とざされた鉄の扉とびら、その格こう子しの向こうで、両手を完全に拘こう束そくされて俯く少年──トーヤが、アリアの声を受けて僅わずかに顔を上げる。


「……キミに、聞きたいコトがあるんだけど」


「ふん……挨あい拶さつもすっ飛ばして、いきなりか。礼れい儀ぎがなってな──」


「焰ほむら熾おこし夜侘の暴走は──キミのシナリオ通りかい？」


「…………」


　応こたえぬアリアに、トーヤは続けて尋たずねかける。


「旧市街のＢ地区を含ふくむ周辺からは、焰熾夜侘が暴走した段階で──警報が出る前から、一いつ般ぱん人もアウトローも、ほとんどの人間が姿を消していた。まあ……縄なわ張ばりがどうとか言う、愚おろかなアウトローは気付かず残っていたらしいけど。しかし……これではまるで、焰熾夜侘の暴走は初めから分かっていたような──いや、仕組まれていたようじゃないか」


「……さて、何のコトやら、さっぱり分からんが……だが、そうだな」


　アリアが指先で、くいっ、とメガネを持ち上げながら語り出す。


「彼女の──夜侘ちゃんの『異能』は、キサマも体感しただろうが、あの通り非常に強力だ。不用心に引き出そうとするのは危険だし、かといってＥランクのまま放置していれば、いつか暴走してしまうコトもあり得る。状じよう況きようによっては、今回以上の被ひ害がいとなりかねなかった──今回のように、一部地区だけに被害が抑おさえられたのは、僥ぎよう倖こうだったよ」


「僥倖、ね……僕としては、白々しく聞こえて仕方ないな。それに、僕が焰熾夜侘を排はい除じよすることも有り得た。そうなったら今いま頃ごろ、キミは僥倖だなんて言っていられな──」


「安心しろよ、王真燈矢──」


　突然──ギン、とアリアの視線が、斬きりつけるような鋭するどさを見せる。


「もしも本当に、そんなコトになっていたとしたら、私がこの手で──キサマの首を、捩ねじ切ってやったさ」


　アリアの手が格子の一本を握にぎり、信じられない事に──ぐにゃり、それを捻じ曲げた。しかしトーヤはそれを見て怖おじる様子もなく、相も変わらず冷たい声調で話している。


「そうかい。まあ、『もし』の話をしても仕方ないな。結局、今の結果が全すべてだし」


「……ふん、まあついでといっては何だが、目め障ざわりだったキサマを捕つかまえることも出来たのだ。隆良くんも、キサマを乗り越こえて確固とした強さを手に入れた。感謝するよ、王真燈矢──キサマが無意味に首を突つっ込こんでくれたおかげで、私の戦果は上々だ」


「……全て、キミの思い通りというコトかい……気に入らないな」


「気に入らなければ、何だという？　キサマの顔色を窺うかがう筋合いなど、私にはない」


　冷たく言い放ったアリアが、話はこれで終わりだ、と言わんばかりに踵きびすを返して立ち去ろうとした──が、すぐに立ち止まる。


「ああ……そうだった、これを伝えに来たのに、忘れるところだったよ」


「？　なんだい？　……まだ、僕を苛いら立だたせたいと──」


「ルリちゃんは──無事だ。命に別状はないから、安心するといい」


「！　……そう、それはよかった」


　そっけない返事だが、トーヤの表情が一いつ瞬しゆん変わったのを、アリアは見み逃のがさなかった。そのまま続けて、ルリに関する状況を口にする。


「どうも爆ばく発はつを受けたようだが……直後に彼女は、自身の身体からだを右手で触ふれていたようだな。気絶していたから、無意識か、あるいは偶ぐう然ぜんだったのだろうが……傷口の状況から推測するに、間違いない。治ち療りようも全力で行ったからな──傷きず跡あとなど、ほとんど残らないだろうよ。女の子に傷跡を残すワケにはいくまい？」


「……そうかい」


　気の無い返事と表情のトーヤが──しかし軽く頭を後ろに逸そらし、声を発する。


「ルリの件に関しては──まあ、感謝しておいてあげるよ」


「ふん、キサマのためではない。ルリちゃん自身と、夜侘ちゃんのためだ。……それにしても……キサマにとっても、ルリちゃんはどうやら特別な存在のようだな」


「……それは、どうだろうね。ルリは良く分からない子だし、いきなり抱だき着いてこようとするから、ついつい爆ばく破はしちゃうコトもあるけど……」


「鬼おにか……ルリちゃんは、本当に何でこんなヤツに……」


「まあ……無事だと聞いて、少しは安心したかな……」


「……ふん、キサマも素す直なおではないな……まあいい、私は、もう行くぞ」


「──アリア・来武・エリノア・ヴァルター」


　立ち去ろうとするアリアに、しかしトーヤはもう一度だけ声を掛かける。


「ルリのコトは、礼を言おう──しかし、それとこれとは、話が別だ」


「……ほう、なんだ？」


「これで終わりだと、思うなよ──僕はまだ、『ヒーロー』を諦あきらめたワケではない──下しも野の根ね隆良にも、そう伝えておけ」


「……いいだろう。ふっ……どうやらキサマも、隆良くんに、多少は影えい響きようされたのかな」


「……それは、全力で否定させてもらうよ。ふんっ……さあ、もう行けば？」


「言われなくても、行くさ。……じゃあな」


　そっぽを向くトーヤに、手をひらひらとさせながら去っていくアリア。


　収容所の通路を歩いている、その途と上じよう──アリアは、うっすらとほくそ笑む。


（王真燈矢が現れたのは計算外だったが──しかし結果としてヤツの拘束には成功し、夜侘ちゃんの異能は滞とどこおりなく覚かく醒せいした──これで『雷らい神じん・魅神』と共に、政府でも屈くつ指しとなるであろう二人のＡランク級ストレンジャーが、私の手元に──）


　思わず緩ゆるむ口元を、アリアは片手で隠かくすが──弾はずむ思考は止やまない。


（もうすぐだぞ、皆みんな──あと少しで、この下らぬ現状を、凝こり固まったバカ共の価値観を、覆くつがえすコトができる──『箱庭リトルガーデン』の完成は、もう目の前──！）


「──アリア、あのトーヤと、一体何を話してましたの？」


「────!?」


　不意に声をかけられ、驚おどろくアリア──声を掛けてきたのは、沙凪だ。思わぬところでの遭そう遇ぐうに、アリアは自身の動どう揺ようを瞬時に押さえつけて対応する。


「やあ、沙凪ちゃん。こんな所で、一体どうしたのだ？　何か用でもあるのかい？」


「んむ？　ええ、そうですの。入院中のルリからトーヤへの手紙を預かってて……監かん視し中だし怪け我がしてるしで届けられないからって、わたくしお願いされましたの」


「ほう……ちなみに内容は？」


　意外と油断できないルリの事だ、何かの密書では──と訝いぶかしがるアリアだったが、沙凪からの返事は呆あつ気けなかった。


「すげぇ甘々な内容ですの。『トーヤに会えなくて寂さびしいよー』とか『一日中、トーヤのコトばっかり考えてたよー』とか『トーヤの顔が見られなくて……変になりそう……』とか『かゆ……うま……』とか、とにかく甘々でしたの」


「お、おお……なんか後になるほど、甘々というよりホラーな感じになってるが……」


「ちなみに百通くらいありましたケド、一晩でやってくれましたの」


「ジェバンニか……何がそこまで彼女を駆かり立てるのだ……」


「それら全部、収容所の職員さんに渡わたしておきましたの。トーヤは両手が塞ふさがれてるらしいから、耳元で一通ずつ読み上げていく形式になるそうですの」


「軽く拷ごう問もんだな……まあ、イイ薬に……いやトラウマになるか」


　今後、二人が再会することがあったとして、ルリは速そつ攻こうで爆破されるのではないかと心配になるアリアだった。


　と──それはもう仕方がないと、アリアが沙凪を伴ともなって帰ろうとする。


「まあ、帰るとしようか、沙凪ちゃん。こんな辛しん気き臭くさい所にいつまでも──」


「──アリア」


「？　沙凪ちゃん……どうした？」


　呼びかけてくる沙凪に、怪け訝げんな表情をするアリア。しかし沙凪は、真しん剣けんな表情を崩くずさず──アリアに語りかける。


「わたくし……いいえ、魅神も、隆良様も、夜侘も──皆、アリアのコト──信じてますの。けど、だからこそ──何か考えがあるなら、ちゃんと……言って欲しいですの」


「……!?　沙凪ちゃん、まさか……！」


　トーヤとの話を、聞かれていたのか──だとすれば、沙凪は『焰熾夜侘の暴走は、仕組まれていたようではないか』というトーヤの言葉も、聞いていたのではないか。


「ま、待ってくれ、沙凪ちゃんっ……私は、あくまでも皆のためにっ……」


「……難しい話とか、わたくしには良く分かりませんの。けど……」


「っ……さ、沙凪ちゃん……？」


　アリアの言葉を遮さえぎって──沙凪は、言った。


「もしも皆を裏切ったり、傷つけたりするようなコトがあったら──わたくしアリアを、絶対に許さないですの」


「！　そ、それは当たり前だっ！　裏切るなんて、そんなコト──」


「……約束ですのよ、アリア」


　それだけ言って、振ふり返り──沙凪は歩き出した。その背中を、どことなく不安そうに見つめていたアリアだが──沙凪は振り返り、声を掛ける。


「？　何してますの、帰るんじゃないんですの？　いきますのよー？」


「！　あ、ああっ……そうだな、帰ろう。……あの、手でも……繫つなぐか？」


「にゅおっ!?　わたくし子供じゃありませんのよ！　全くっ……失礼ですの！」


「そ、そうか、そうだな……すまない」


　自分よりずっと小さな少女へと、素直に謝るアリアは──しかしどうも、様子がおかしい。不安そうに、顔色を窺うように、機き嫌げんを取ろうとするように──


　そんなアリアは、まるで──嫌きらわれるのを怖こわがる、幼子のようだった。














　あとがき







　再びお目にかかることができ、光栄でございます。初はつ美み陽よう一いちです。


　三巻をお手に取って頂けたということ、ただそれだけで、明日を生きる糧かてになります。ありがとうございます……ありがとうございます！　毎回こればっかりではございますが、この強い感謝の想おもいは、毎回欠かさず貫つらぬき通していきたいのです！





　さて、この三巻のテーマは、『強いとは何か？』ということであったりします。腕うでっぷしが強ければ、イコール強いということになるのか。『異能』が強ければ、それが強さに直結するのか。本当に強いとは──どういうコトなのか。答えなんて、もしかしたらないのかもしれません。けれど、人は強さを追い求め、強さに焦こがれてしまうモノ。


　僭せん越えつながら私は、強いというのは、願わくば『想いを貫く強さ』であってほしい、と思うのです。ただ単に力が強いとか、凄すごい力を持っているとか、それだけが強さではないと──『心』や『意志』という、目には見えないモノの強さも、『強いとは何か？』という答えの一つであってほしい、と思うのです。


　ただこれは、私自身が弱っちいから思うコトなのかもしれません……けれど、だからこそ私も、不ふ肖しようなりに、想いを貫こうと心こころ掛がけているのです。そう────





　──まっすぐ自分の性せい癖へきは曲げねぇ、それが私のフェチ道だ！（ＮＡＲＵＴＯファンの皆様、ごめんなさい。石を投げないでください）





　ドン引きなさるでしょう。ええ、ドン引きなさるでしょうとも！　しかしながら、それでもフェチを自重しません。猫ねこ耳みみは最高だと、スク水は至高だと、フリフリの衣い装しようを着て歌って踊おどるアイドルはいつだってデカルチャーなのだと、声こわ高だかに叫さけび続けますとも！


　いやー、それにしても世界には、本当に色んな萌もえがありますよね……メガネっ子、メイド服、執しつ事じ、ツンデレ、アホ毛、etc, etc……千変万ばん化かする時勢の果て、億万を超こえる夢想を経て、人は今もなお新たな『萌え』という荘そう厳ごんなる華はなを、奔ほん放ぽうな性さがのままに芽め吹ぶかせる──『萌え』の営みたるや、狂くるおしい程ほどに侮あなどりがたし、侮りがたし──


　なんというかもう、『最強』というのは『萌え』の中にあるような気がしてきました！


　え、『目に見えないモノの強さ』とか、どうなったのかって……？


　すいません、今それどころじゃないんで！（私、本当にどうしようもないな……）





　パルプピロシさんにいつも素す晴ばらしいイラストを描かいて頂き、越阪部おさかべワタルさんには最高のデザインを作って頂いており、常々感謝している次し第だいでございます。


　しかしそんな中で私だけ、いまだ未熟なただのフェチ男であることが、申し訳なくて仕方ないという事実……！　精しよう進じんします、精進しますので！　見捨てないでください～！


　そして福ふく原はら蓮れん士じ先生にも『ライジン×ライジン』をコミカライズして頂いているという信じられない僥ぎよう倖こう……コミックス版『ライジン×ライジン』も、是ぜ非ひともよろしくお願い致いたします！　ゲル増量セール中です。ゲルに塗まみれております。うへへ……。





　いつも以上にどうしようもないエブリデイ妄もう想そう人間ではございますが、『ライジン×ライジン』を少しでも楽しんで頂くために、非才の身ながらも精進して参ります！


　最後はいつも通りに御おん礼れいを申し上げつつ、失礼致します──ありがとうございました！　それでは、次の巻にて再会できるよう、突つっ走ぱしって参ります～！
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